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近
代
中
国
に
お
け
る
工
業
教
育
と
紡
織
技
術
者
の
養
成

富　

澤　

芳　

亜

は
じ
め
に

　

近
代
中
国
に
お
け
る
最
大
の
近
代
工
業
部
門
で
あ
る
紡
織
業
の
最

重
要
課
題
は
、
自
立
的
な
発
展
に
あ
っ
た
。
近
代
中
国
紡
織
業
は
、

イ
ン
ド
の
ち
に
は
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
綿
製
品
を
代
替
し
つ
つ
成

長
し
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
輸
入
代
替
工
業
化
の
担
い
手
に
は
、
日

本
法
人
在
華
紡
績
企
業
（
以
下
、
在
華
紡
と
略
称
）
も
含
ま
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
研
究
も
、
在
華
紡
が
日
本
人
技
術
者

と
中
国
人
労
働
者
を
階
層
的
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
合
理
的
な
管
理

シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
、
多
く
の
中
国
法
人
紡
績
企
業
（
以
下
、

中
国
紡
と
略
称
）
よ
り
も
優
良
な
経
営
を
続
け
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る）

（
（

。

　

中
国
紡
が
、
在
華
紡
に
対
抗
し
つ
つ
、
自
立
的
に
成
長
す
る
た
め

に
は
、
在
華
紡
と
同
様
に
技
術
者
を
階
層
的
に
配
置
す
る
管
理
シ
ス

テ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
以
下
の
各
階
層
の

学
校
の
卒
業
者
を
必
要
と
し
た
。
す
な
わ
ち
工
場
長
（
中
国
語
で
は

「
廠
長
」）
や
技
師
長
・
技
師
（「
工
程
師
」）
と
な
る
高
等
教
育
機
関

（
大
学
、
高
等
工
専
）
卒
業
者
、
生
産
ラ
イ
ン
の
中
間
管
理
者
（「
考

工
」）
と
な
る
中
等
教
育
機
関
（
工
業
学
校
）・
企
業
内
養
成
所
卒
業

者
、
末
端
の
生
産
ラ
イ
ン
管
理
者
（「
領
班
」）
と
な
る
初
等
教
育
機

関
卒
業
者
で
あ
る
。
紡
織
業
を
含
む
中
国
工
業
の
自
立
的
発
展
の
た

め
に
は
、
こ
う
し
た
階
層
的
な
工
業
教
育
機
関
の
編
成
も
不
可
欠
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だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
工
業
技
術
者
は
、
一
面
で
現
業
技
術
者
で
あ
り
現
場
を
総

合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（O
n-the-Job T

raining

）
は
不
可
欠
で
あ
り
、
高
中
級
技
術
者
と
い

え
ど
も
末
端
の
生
産
ラ
イ
ン
管
理
者
の
経
験
を
必
要
と
し
た
。
中
国

の
高
中
等
工
業
学
校
で
も
、
在
学
中
に
校
内
の
工
場
で
の
実
習
を
課

し
て
い
た
。
し
か
し
日
本
の
工
業
学
校
の
よ
う
に
、
卒
業
後
に
一
～

二
年
の
工
場
実
習
を
行
い
、
現
場
で
の
経
験
を
積
む
こ
と
は
、
当
時

の
中
国
で
は
困
難
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
在
華
紡
を
除
く
と
適
切
な
管

理
シ
ス
テ
ム
を
採
る
工
場
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
、
中
国
人
高
級
紡
織
技
術
者
に
東
京
高
等

工
業
学
校
（
以
下
、
東
京
高
工
と
略
称
）
卒
業
者
の
多
い
こ
と
を
指

摘
し
た
研
究）

（
（

、
あ
る
い
は
近
代
中
国
の
高
中
等
工
業
教
育
の
展
開
を

あ
き
ら
か
に
し
た
研
究
な
ど
が
あ
る）

（
（

。
し
か
し
具
体
的
な
産
業
に
即

し
て
、
実
業
教
育
の
展
開
を
あ
き
ら
か
に
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な

い
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
近
代
中
国
に
お
け
る
工
業
教
育
制
度
の
展
開
を

概
観
し
た
上
で
、
高
等
教
育
と
中
等
教
育
に
お
け
る
各
学
校
の
歴
史

を
追
う
。
そ
し
て
中
国
紡
で
如
何
に
し
て
階
層
的
管
理
シ
ス
テ
ム
が

形
成
さ
れ
た
の
か
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
近
代
中

国
に
お
け
る
紡
織
技
術
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
構
造
の
一
端
を
解
明
で

き
る
だ
ろ
う
。

一　

近
代
中
国
に
お
け
る
工
業
教
育
制
度
の
展
開

　

中
国
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
最
初
に
工
科
（
工
学
部
）
を
設

け
た
の
は
、
清
末
の
一
九
〇
三
年
四
月
開
学
の
北
洋
大
学
堂
で
あ
り
、

次
い
で
一
九
〇
七
年
に
山
西
大
学
堂
、
一
九
〇
九
年
に
京
師
大
学
堂

（
後
の
北
京
大
学
）
に
も
工
科
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
実
業
教
育
機
関

と
し
て
、
一
九
〇
三
年
の
湖
南
高
等
実
業
学
堂
を
皮
切
り
に
、
一
一

年
ま
で
に
上
海
高
等
実
業
学
堂
、
京
師
高
等
実
業
学
堂
、
唐
山
路
鉱

学
堂
な
ど
一
〇
校
の
工
業
学
堂
が
設
立
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
学
校
の
制
度
的
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
四
年
一

月
一
三
日
に
清
朝
に
よ
り
公
布
さ
れ
た
「
奏
定
学
堂
章
程
」（
公
布

年
の
干
支
か
ら
「
癸
卯
学
制
」
と
称
さ
れ
る
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
近
代

中
国
に
お
け
る
最
初
の
全
国
的
な
学
制
だ
っ
た
。
実
業
教
育
に
お
い

て
工
業
教
育
は
、
初
、
中
、
高
等
の
工
業
学
校
に
あ
た
る
芸
徒
学
堂
、

中
等
工
業
学
堂
、
高
等
工
業
学
堂
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
こ
れ
ら
実
業

教
育
機
関
の
上
層
に
高
等
教
育
と
し
て
大
学
の
工
科
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
労
働
者
→
技
術
工
→
中
級
技
術
者
→
高
級
技
術
者

と
い
う
位
階
に
応
じ
て
、
階
層
的
な
工
業
教
育
機
関
の
形
成
が
試
み
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ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
草
創
期
の
中
国
の
高
等
教
育
に
工
科
が
設

置
さ
れ
た
背
景
に
は
、
そ
の
モ
デ
ル
が
日
本
の
帝
国
大
学
だ
っ
た
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（
（

。

　

日
本
で
は
、
こ
う
し
た
階
層
的
な
工
業
教
育
機
関
の
編
成
は
、
す

で
に
日
露
戦
争
後
に
確
立
し
て
い
た
。
そ
れ
が
中
国
で
は
、
同
時
期

か
ら
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
紡
織
工
業
教
育
も
含
ま
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
図
（
（
折
込
）
の
よ
う
に
、
浙
江
省
杭
州
の
浙

江
中
等
工
業
学
堂
や
江
蘇
省
蘇
州
の
官
立
中
等
工
業
学
堂
に
、
機
織

科
や
染
織
科
が
設
置
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
中
華
民
国
の
成
立
後
に
は
、
図
（
の
よ
う
な
「
壬
子
・
癸

丑
学
制
」（
一
九
一
二
～
一
三
年
公
布
の
一
連
の
法
規
に
よ
る
学
制
で
、

両
年
の
干
支
か
ら
の
呼
称
）
の
下
で
、「
専
門
学
校
令
」（
一
九
一
二
年

一
〇
月
二
二
日
）、「
工
業
専
門
学
校
規
程
令
」（
一
九
一
二
年
一
一
月

二
日
）、「
大
学
令
」（
一
九
一
二
年
一
〇
月
二
二
日
）、「
大
学
規
程
」

（
一
九
一
三
年
一
月
一
二
日
）
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
に
関
す
る
法
令

が
整
備
さ
れ
た）

（
（

。
こ
れ
に
拠
っ
て
図
（
の
よ
う
に
、
一
九
一
三
年
に

は
北
京
工
業
専
門
学
校
に
機
織
科
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も

に
、
私
立
南
通
紡
織
専
門
学
校
（
以
下
、
南
通
紡
専
と
略

称
）
が
紡
織
伝
習
所
か
ら
改
組
さ
れ
て
成
立
し
た
。
ま
た

中
・
初
等
教
育
で
は
、
日
本
の
甲
乙
種
実
業
学
校
制
度
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
「
実
業
学
校
令
」
が
、
一
九
一

三
年
八
月
に
公
布
さ
れ）

（
（

、
表
（
の
よ
う
に
、
一
六
年
に
は

一
一
の
甲
種
工
業
学
校
に
染
織
科
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。

　

こ
う
し
た
学
校
の
教
員
に
就
任
し
た
の
は
、
日
本
や
欧

米
へ
の
留
学
経
験
者
た
ち
だ
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
浙
江

中
等
工
業
学
堂
の
設
立
を
主
導
し
、
そ
の
後
身
校
の
校
長

を
務
め
た
の
は
、
東
京
高
等
工
業
学
校
（
以
下
、
東
京
高

図 2　壬子・癸丑学制（（9（（・（（年）の学校系統

出所：璩鑫圭など編『中国近代教育史資料彙編　実業教
育・師範教育』中国教育出版社、（99（年、（（9頁。孫
宏安『中国近現代科学教育史』遼寧教育出版社、（00（
年、（（（頁。張暁東、呉文華『民国時期職業教育研究』
鄭州大学出版社、（0（（年、（7頁。
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凡例

1902年
北洋高等
工芸学堂

高等教育機関

清朝

図 1　紡織関係主要教育機関の変遷
中華民国北京政府期 南京国民政府期 日中戦争期 戦後国民政府期 中華人民共和国期

【乙種講習班（ 3 年制）】

1927年南京国立第四中山大学
工学院に合併・廃校

【1924年経費不足により停止】

【1952年】

【1951年】

【1953年】

【1952年】

【30年職業部
として合併】

1937年
交通大学紡織系 1938年重慶に疎開 1946年上海で再開

1937年日本軍に
より校舎接収

1950年
私立上海紡
織工学院

1951年
華東紡織
工学院

1972年
上海紡
織工学
院

1947年
私立中国紡
織工学院

1932年
省立蘇州工業学校

（ 5 年制）復校

1942年上海に戦時
疎開し、上海工業
専科学校に編入

1946年
蘇州工業専門学校再開

1951年
蘇南工業
専科学校

1913年
私立南通紡織専門学校

1927年
私立南通紡織大学

1928年
南通大学紡織科

1930年
南通学院紡織科

1938年上海に戦
時疎開し再開

1948年
南通にて再開

1928年
国立東北大学紡織系

1932年「満洲事変」により南
通学院と北平大学に編入

1913年
浙江省立乙種工業学校

（初級工科）

1951年
天津大学
紡織系

1958年
河北紡織
工学院

1947年
国立北洋大
学紡織系1937年浙大

は戦時疎開。
高工部と乙
種講習班は
経費不足に
より解散

1937年陝西省
に疎開、西安
臨時大学

1957年
西安交通大
学紡織系

1938年 7 月
国立西北工学院紡織系（同年
3 月の西北聯合大学を経て）

1903年
京師高等実業学堂

1924年
国立北京工業大学機織系

1928年
国立北平大学工学院機織系

1912年
北京工業専門学校、13年機織科設置

1950年
河北工学
院紡織系

1946年
河北省立
工学院紡
織系再開

1937年戦時
のため停止

1934年棉
統会の支
援により5
年制紡織
課程設置

1904年
直隷高等
工業学堂

1912年
直隷高等
工業学校

中等教育機関

紡織系

印染系

1950年
楽山技芸専科学校

1939年
中央技芸専科学校紡織系（四川楽山）

1936年
文綺染織専科学校

（上海閩行鎮）
1946年再開、49年に第 1 回卒業生

1945年 上海市工業専科学校紡織系

1939年
誠孚紡織専科学校、44
年募集停止、46年再開

紡織補習夜校
黄希閣

1940年
中国紡織染工
業専科学校

1946年
私立中国紡織
染工程学院

1920年
整理棉業籌備処棉
業伝習所（天津）

1942年
上海工業専科学校

（ 3 年制）

1947年
私立上海紡織工業
専科学校

（ 5 年制）

1911年
官立中等工業学堂
染織科

1912年
江蘇省立第二甲種工業学校
染色科（15年～応用化学科）

1925年
公立蘇州工業専門学校
紡織科、応用化学科

1912年
私立南通紡織染伝習所

1928年
国立浙江
大学附属
高級工科

1920年
浙江省立工
業専門学校
染織科

1927年
国立第三中
山大学工学
院附属高級
工科

1923年
浙江省立工業
専門学校染織
科

1911年
浙江官立中等工業
学堂染織科

1912年
浙江省立甲種工業学校
染織科

1931年
（国立浙江大学代辦）浙江
省立高級工科職業学校

（後に浙江省立杭州高級
工業職業学校と改称）

1940年
銘賢専科学校紡織
工程（四川省金堂）

1943年
私立銘賢学院

（四年制に改組）

1950年
山西省太
谷へ帰還

1951年
山西大学
紡織系

190７年
銘賢学校（山西省太谷）

1929年河北省立工業学院

28年甲種染織科を省立
第一職業学校に改組

1928年
河北省立工
業専門学校

1914年南開中学に設置予定の染織学校学
生70名の編入により甲種染織科の設置

出所：同書編集委員会『中国近代紡織史』（上巻）、北京：中国紡織出版社、1997年、表109、表110。二檔44-2603　棉字394号　蘇州工業専門学校→棉業統制委員会、1934年 2 月12日。私立上海紡織専科学校『私立上海紡織専科学校一覧』1948年。「国立西北工学院沿革及現状」中国国民党中央委員会党史委員会
『革命文献』60輯、1972年。中国科学技術協会『中国科学技術専家伝略　工程技術編紡織巻 1 』中国紡織出版社、1996年、20～25頁。河北省立工業学院出版委員会『河北省立工業学院』出版地出版年不詳（張研、孫燕京主編『民国史料叢刊』1073巻、大象出版社、2009年、139～147頁によった）。沈承育、徐善
熾「全国紡織教育調査」『南通学院紡織科民38年級畢業紀年刊』南通：出版者不詳、1951年。国立北平大学校長辦公室編『国立北平大学一覧』1934年、44～51頁（張研、孫燕京主編『民国史料叢刊』1064巻、大象出版社、2009年によった）。胡竟良『中国棉産改進史』商務印書館、1945年、10、14頁。

【1953年】

【1953年】
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工
と
略
称
）
紡
織
科
の
最
初
の
中
国
人
学
生
で
あ
る
許
炳
堃
だ
っ
た
。

ま
た
同
校
の
教
員
に
は
、
朱
光
寿
、
陳
截
揚
、
葉
煕
春
、
陶
泰
基
な

ど
多
く
の
東
京
高
工
卒
業
生
が
就
い
て
い
た
。
そ
し
て
蘇
州
の
江
蘇

省
立
甲
種
第
二
工
業
学
校
（
以
下
、
蘇
州
工
専
と
略
称
）
と
そ
の
後

身
校
の
紡
織
科
主
任
や
校
長
を
務
め
た
鄧
邦
逖
は
、
英
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、
同
校
の
教
員
だ
っ
た
諸
文
綺
は
名
古

屋
高
等
工
業
学
校
色
染
科
の
、
李
壽
彤
、
呉
文
偉
、
梁
邦
柱
は
東
京

高
工
紡
織
科
の
卒
業
生
だ
っ
た
。
私
立
南
通
紡
織
専
門
学
校
（
以
下
、

南
通
紡
専
と
略
称
）
の
教
員
に
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
紡
織
学
校
卒

業
の
丁
士
元
、
米
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
紡
織
学
校
卒
業
の
黄
秉
淇
や

雷
炳
林
が
就
任
し
て
い
た
。
ま
た
湖
南
省
立
第
一
甲
種
工
業
学
校
の

教
員
に
は
東
京
高
工
卒
の
成
希
文
、
湖
北
甲
種
工
業
学
校
の
教
員
に

は
京
都
高
等
工
芸
卒
の
石
鳳
翔
が
就
任
し
て
い
た
。

　

し
か
し
紡
織
技
術
者
養
成
の
、
学
校
教
育
行
政
の
中
で
の
位
置
づ

け
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
高
等
教
育
で
は
、

一
九
一
二
と
一
三
年
に
公
布
さ
れ
た
「
大
学
令
」
と
「
大
学
規
程

令
」
に
お
い
て
、
工
科
に
属
す
る
一
一
門
（
学
科
）
に
「
紡
織
」
は

存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
南
通
紡
専
の
法
的
根
拠
と

な
る
一
九
一
二
年
公
布
の
「
工
業
専
門
学
校
規
程
」
の
一
三
科
に
は
、

「
機
織
」
と
「
染
色
」
は
含
ま
れ
た
が
、「
紡
織
」
は
存
在
し
な
か
っ

表 1　染織科などを有する甲種工業学校一覧（（9（（年 7 月時点）

省 校名 学科名 場所
教職員 学生 卒業

生
経費

（元）
認可
年月教員 職員 班数 人数

直隷
省立甲種工業学校 染織科 清苑 （（ （ 8 （0（ （（（ （（,（（（ （9（（.（（

公立工業学校附設甲種
工業講習科

染織科 天津 9 （ （ （0（ 7（ （（,（（8 （9（（.（（

山東
済寧道立甲種工業学校 染織科 済寧 （9（（.（

省立工業学校附設甲種
工業講習科

染織科 済南 （9（（.（

河南 省立第一甲種工業学校 染織科 開封 7 （ （ （8 （（（ （,080 （9（（.（

江蘇 省立第二甲種工業学校 染色科・機織科 蘇州 （9（（.（

浙江 省立甲種工業学校 染色科・機織科 杭州 （9（（.（

湖北 省立甲種工業学校 染織科 武漢 （9（（.（

湖南 省立甲種工業学校 染織科 長沙 （9（（.（（

陝西 省立甲種工業学校 染織科 三原 （0 （（ （ （（（ （9（（.（

四川 省立第一甲種工業学校 染織科 成都 （（ （0 （ 7（ （9（（.（

出所：璩鑫圭、童富勇、張守智編『中国近代教育史料彙編　実業教育・師範教育』上海教育出版社、（99（年、（89
～（99頁。



51

た
。
こ
れ
が
同
校
の
認
可
の
遅
れ
の
原
因
と
な
っ
た
。
ま
た
実
業
教

育
に
含
ま
れ
る
中
等
工
業
教
育
で
も
、
一
九
一
三
年
公
布
の
「
実
業

学
校
規
定
令
」
の
甲
（
高
等
）、
乙
（
中
等
）
の
両
種
工
業
学
校
の
学

科
に
「
染
織
」
は
あ
る
が
、「
紡
織
」
は
無
か
っ
た）

7
（

。

　

そ
の
後
、
一
九
二
二
年
一
一
月
一
日
か
ら
の
「
壬
戌
学
制
」
に
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
式
の
学
制
へ
の
再
編
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
甲

種
実
業
学
校
は
、
職
業
学
校
か
高
級
中
学
校
の
農
、
工
、
商
科
な
ど

に
改
編
さ
れ
、
乙
種
職
業
学
校
も
職
業
学
校
へ
と
再
編
さ
れ
た
。
こ

の
「
壬
戌
学
制
」
が
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
ま
で
続
い

た
の
だ
っ
た）

8
（

。

　

そ
し
て
南
京
国
民
政
府
期
に
、
図
（
の
よ
う
に
大
学
（
南
通
学
院

紡
織
科
、
国
立
北
平
大
学
工
学
院
紡
織
系
）
→
五
年
制
専
科
学
校
（
蘇

州
工
専
、
河
北
省
立
工
業
学
院
）
→
高
級
職
業
学
校
（
浙
江
省
立
高
級

工
科
職
業
学
校
、
湖
南
省
立
高
級
工
科
職
業
学
校
な
ど
）
の
階
層
的
な

紡
織
技
術
者
教
育
が
確
立
し
た
の

だ
っ
た
。

　

ま
た
国
民
政
府
期
に
は
、
教
育
法

規
上
に
も
紡
織
技
術
者
養
成
が
明
示

さ
れ
た
。
一
九
二
九
年
七
月
二
六
日

公
布
の
「
専
科
学
校
組
織
法
」
の
第

一
条
で
は
、
専
科
学
校
を
応
用
化
学

を
教
授
し
、
技
術
者
を
養
成
す
る
も

の
と
し
た
。
そ
の
施
行
法
で
あ
る
一

九
三
一
年
三
月
二
六
日
公
布
の
「
修

正
専
科
学
校
規
程
」
の
第
五
条
で
は
、

は
じ
め
て
甲
類
（
工
業
）
に
紡
織
専

科
学
校
と
染
織
専
科
学
校
が
含
ま
れ

図 3　壬戌学制（（9（（年）の学校体系

6
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9

10

11

12

13

14

15

16
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18

19

20

21

22

23

24

年齢

南通学院
北平大学

蘇州工専
河北工業

浙江高職
湖南高職

大学院

小
　
　
　
　
学

中
心
国
民
学
校

国
民
学
校

（
高
級
）

（
高
級
）

（
医
学
院
）

（
初
級
）

（
初
級
）

中
学 初

級
職
業
学
校

五
年
制
職
業
学
校

高
級
職
業
学
校

五
年
制
専
科
学
校

専
科
学
校

大
学
お
よ
び

独
立
学
院

師
範
学
校

不
定

高
等
教
育

４
〜
６
年

６
年

初
等
教
育

６
年

中
等
教
育

出所：孫宏安『中国近現代科学教育史』遼寧教育出版社、（00（
年、（（（頁。張暁東、呉文華『民国時期職業教育研究』鄭州
大学出版社、（0（（年、（8、（（頁。
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た
の
で
あ
る
。
同
規
程
で
は
、
第
二
、
三
条
に
お
い
て
入
学
資
格
を

高
級
中
学
卒
業
者
と
し
、
修
学
年
限
を
二
～
三
年
と
し
、
第
六
条
で

は
、
専
科
学
校
は
そ
の
種
類
に
応
じ
て
、
実
業
教
育
の
高
級
中
学
を

附
設
で
き
る
と
も
し
た
。
ま
た
第
一
八
条
に
は
、「
専
科
学
校
の
学

生
は
、
毎
年
の
夏
休
み
、
冬
休
み
期
間
中
に
、
相
応
の
場
所
に
て
数

週
間
の
実
習
を
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
実
習
証
明
の
無
き
者
は
卒
業

で
き
な
い
。
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
校
に
よ
る
が
、
教
育
部
の
認
可

を
要
す
る
」
と
し
て
、
在
学
中
の
工
場
実
習
も
義
務
づ
け
ら
れ
た）

9
（

。

　

ま
た
国
民
政
府
が
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
に
設
け
た
棉
業
統
制
委

員
会
（
以
下
、
棉
統
会
と
略
称
）
に
よ
る
南
通
学
院
、
河
北
工
業
学
院
、

蘇
州
工
専
へ
の
資
金
面
で
の
支
援
も
重
要
だ
っ
た
。
河
北
工
業
学
院

と
蘇
州
工
専
は
、
そ
の
実
習
設
備
に
高
価
な
紡
績
機
を
保
有
し
て
お

ら
ず
、
こ
の
支
援
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
設
置
で
き
た）

（1
（

。
法
制
面
で
の

実
習
の
義
務
づ
け
は
、
こ
う
し
た
教
育
機
関
で
の
実
習
設
備
の
整
備

の
裏
付
け
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
効
果
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

高
等
教
育
機
関
の
変
遷

（
1
）　
南
通
紡
織
専
門
学
校
、
南
通
学
院
紡
織
科

　

南
通
紡
専
は
、
近
代
中
国
に
お
い
て
紡
織
技
術
者
を
養
成
し
続
け

た
数
少
な
い
学
校
だ
っ
た
。
表
（
の
よ
う
に
、
同
校
は
一
九
一
六
年

か
ら
三
七
年
ま
で
で
計
五
一
五
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
そ
の
卒

業
生
の
三
四
年
一
月
時
点
で
の
在
職
分
野
は
、
表
（
の
よ
う
に
紡
織

業
二
一
九
名
で
八
二
・
〇
％
、
教
育
関
係
二
五
名
で
九
・
四
％
、
行

政
関
係
一
四
名
で
五
・
二
％
、
商
社
四
名
で
一
・
五
％
、
そ
の
他
五

名
で
一
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
同
校
が
、
中
国
国
内
に
お

け
る
紡
織
技
術
者
養
成
を
一
身
に
担
っ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

な
い）

（（
（

。

　

同
校
は
大
生
紡
の
経
営
者
の
張
謇
に
よ
り
、
図
（
の
よ
う
に
一
九

一
二
年
に
紡
織
染
伝
習
所
と
し
て
、
紡
織
技
術
者
養
成
を
目
的
に
設

立
さ
れ
た
。
そ
の
開
校
費
お
よ
び
毎
年
の
運
営
費
は
、
張
謇
が
大
生

紡
の
取
締
役
会
を
説
得
し
て
、
大
生
一
廠
が
六
〇
％
、
大
生
三
廠
が

四
〇
％
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
一
九
三
四
年
の
年

間
運
営
費
は
、
五
万
元
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
南
通
紡
専
は
、
そ
の

経
費
を
大
生
紡
織
グ
ル
ー
プ
に
頼
る
私
立
学
校
で
あ
り
、
大
生
紡
の

経
営
状
態
が
そ
の
運
営
に
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
に
な
っ
た）

（1
（

。

　

翌
一
三
年
に
は
、
南
通
紡
織
専
門
学
校
と
改
名
し
、
綿
紡
担
当
の

教
員
に
は
米
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
紡
織
学
校
卒
の
黄
秉
淇
と
、
英
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
紡
織
学
校
卒
の
丁
士
元
と
が
招
聘
さ
れ
た
。
同
年
八

月
に
は
大
生
一
廠
の
東
南
隅
に
新
校
舎
が
竣
工
し
、
翌
一
四
年
四
月

に
は
実
習
工
場
も
竣
工
し
、
翌
一
五
年
六
月
に
は
実
習
用
の
ハ
ワ
ー
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ド
社
製
紡
績
機
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
製
紡
織
機
械
も
到
着
し
た
。
一
九

二
〇
年
に
は
英
米
製
の
織
機
が
設
置
さ
れ
、
織
布
実
習
も
可
能
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
南
通
紡
専
は
、
他
の
中
国
の
実
業
学
校
で
は
、

高
価
な
た
め
に
購
入
の
困
難
だ
っ
た
紡
績
機
な
ど
も
保
有
し
て
お
り
、

表
（
の
よ
う
に
紡
績
と
織
布
関
連
の
機
械
を
ほ
ぼ
満
遍
な
く
備
え
て

お
り
、
紡
織
教
育
機
関
と
し
て
中
国
で
は
卓
越
し
た
存
在
だ
っ
た
。

　

し
か
し
紡
織
工
業
技
術
も
日
進
月
歩
で
あ
り
、
中
国
紡
織
業
の
紡

績
か
ら
織
布
そ
し
て
染
織
業
へ
の
垂
直
的
統
合
の
進
展
と
と
も
に
、

自
動
織
機
や
染
色
設
備
な
ど
の
拡
充
を
求
め
ら
れ
た
が
、
一
九
二
二

年
以
降
の
大
生
紡
の
急
激
な
経
営
悪
化
が
、
こ
れ
を
困
難
に
し
た
の

だ
っ
た
。
経
常
費
す
ら
期
日
通
り
に
交
付
さ
れ
な
く
な
り
、
校
舎
の

拡
充
、
精
紡
機
の
新
設
、
染
色
整
理
機
の
購
入
な
ど
は
中
止
と
な
り
、

二
三
年
に
打
綿
機
と
発
電
機
の
設
置
、
メ
リ
ヤ
ス
実
習
所
の
開
設
を

実
現
で
き
た
が
、
金
工
実
習
機
械
は
、
資
金
不
足
に
よ
り
部
品
を
揃

え
ら
れ
ず
、
設
置
と
実
習
開
始
は
二
七
年
ま
で
ず
れ
込
ん
だ）

（1
（

。
ま
た

ハ
イ
ド
ラ
フ
ト
精
紡
機
や
自
動
織
機
な
ど
の
最
新
機
械
の
配
置
は
、

一
九
三
三
年
か
ら
の
棉
統
会
の
支
援
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た）

（1
（

。

　

教
育
課
程
も
、
一
九
一
四
年
に
「
壬
子
・
癸
丑
学
制
」
に
沿
っ
た

編
成
を
終
え
、
教
育
部
に
認
可
を
申
請
す
る
が
、
既
述
の
よ
う
に

「
工
業
専
門
学
校
規
程
」
に
「
紡
織
」
が
無
か
っ
た
た
め
に
不
許
可

と
な
っ
た
。
結
局
、「
専
門
と
同
等
の
学
校
と
し
て
先
行
し
て
受

理
」
と
い
う
形
で
、
三
年
後
の
一
九
一
七
年
一
〇
月
に
よ
う
や
く
認

可
さ
れ
た）

（1
（

。

　

開
学
当
初
の
一
九
一
四
年
の
課
程
は
、
初
級
中
学
校
卒
業
生
対
象

の
三
年
制
の
本
科
と
、
高
等
小
学
校
卒
業
生
対
象
の
一
年
制
の
予
科

か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ク
ラ
ス
二
〇
名
の
学
生
が
募
集
さ
れ
た
。

一
九
二
〇
年
五
月
に
は
課
程
の
高
度
化
と
し
て
、
予
科
が
廃
止
さ
れ

て
本
科
に
一
本
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
入
学
資
格
は
高
級
中
学

卒
業
と
さ
れ
、
卒
業
年
限
は
四
年
と
な
り
、
毎
週
の
授
業
時
間
は
三

二
～
三
六
時
間
と
さ
れ
た）

（1
（

。

　

中
国
紡
織
業
の
量
的
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
一
九
二
四
年
に
本
科

の
募
集
人
員
は
、
二
〇
名
か
ら
四
〇
名
へ
と
倍
増
さ
れ
た）

（1
（

。
し
か
し

一
九
二
三
年
の
紡
織
不
況
に
よ
り
、
定
員
割
れ
に
陥
っ
た
よ
う
で
、

学
生
の
追
加
募
集
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
翌
二
五
年
に
は
、
本

科
四
〇
名
に
加
え
て
、
高
級
中
学
卒
業
者
と
高
等
工
業
学
校
機
織
科

在
学
生
を
対
象
と
す
る
二
年
時
編
入
生
一
〇
名
の
合
計
五
〇
名
を
募

集
し
た
が
、
や
は
り
定
員
割
れ
に
よ
っ
て
追
加
募
集
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る）

（1
（

。
表
（
の
よ
う
に
、
一
九
三
七
年
ま
で
に
三
〇
名
以
上
が

卒
業
し
た
年
は
五
回
だ
け
だ
っ
た
。

　

学
生
の
中
に
は
、
地
方
政
府
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
者
も
一
定
数
含
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表
2

　
主

要
紡

織
関

係
教

育
機

関
の

年
度

・
学

科
別

中
国

人
卒

業
者

数

校
名

南
通

紡
専

・
南

通
学

院
紡

織
科

北
京

工
専

北
平

大
学

東
北

大
学

蘇
州

工
業

専
門

学
校

河
北

省
立

工
業

学
院

（
日

本
）東

京
高

等
工

業
学

校

学
科名

紡
織

工
程

系
染

色
科

学
系

小
計

機
織

工
程

紡
織

系
機

織
・

紡
織

科
応

用
化

学
・

染
色

・
染

織
科

機
械

科
小

計
染

科（
（（年

は
高

職
染

織
科

）

織
科（

（（年
は

中
職

染
織

科
）

小
計

紡
織

科
色

染
科

機
械

科
小

計

（907
（

（
（909

（
（

（
（9（0

（
（

（
7

（9（（
（

（
（

8
（9（（

（
（

（
（

（9（（
（

（
（

8
（9（（

（
（

（
（

（9（（
（（

（（
（（

（
（

（
（

（9（（
9

9
（

（（
（

（9
（（

（（
7（

（
（

（
9

（9（7
（（

（（
（（

（7
9

（（
（

（
（

9
（9（8

（（
（（

7
（（

（0
（（

（
（

（
（（

（9（9
（（

（（
（（

（（
（（

7
（0

（7
（

（
9

（（
（9（0

（（
（（

9
（（

（（
（9

（（
（7

（（
（

（
（

（（
（9（（

（0
（0

（（
（（

（8
（0

（
（

8
（

（
（（

（（
（9（（

（（
（（

（0
（（

（8
（0

（
（

7
（

7
7

（0
（9（（

（（
（（

9
8

（9
（7

（
（0

（（
8

（
8

（8
（9（（

（8
（8

（0
（

（（
（7

7
（

（
（8

（9（（
（9

（9
（（

7
（

（（
（

（（
（9

（
（

8
（（

（9（（
（（

（（
（（

（
（0

（（
（

（（
（（

（
7

（
（9

（9（7
（9

（9
大

学
移

行
（

（
（

（
（

（0
（

（
（

（
（9（8

（7
（7

（
（

7
9

（
（（

（（
（

（
（

9
（9（9

（9
（9

7
（

（
（

（0
（9（0

（8
（8

（
（

（
（0

（
（

（
（0

（9（（
大

学
移

行
により卒

業
生

無
し

（
（

7
9

（
（

8
（（
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（9（（
（0

（0
（

9
（

（9
（（

（9（（
（（

（（
（（

7
n.a

n.a
（

（
（9（（

（8
（8

8
（（

n.a
n.a

（9（（
（（

（（
（（

n.a
n.a

（
（

（9（（
（（

（9
（（

（（
n.a

n.a
（

（
（9（7

（（
（（

（0
（（

（9
（（

n.a
n.a

（
（

（

小
計

（9（
（9

（（（
（97

（7
（（8

（（8
（9

（（（
9（

（7（
（7（

90
（（

（（（
（8（

（9（9
（0

（0
（（

（8
（9

（9（0
7

（（
（8

（（
（8

7（
（9（（

（（
（（

（（
（9

（（
（9（（

（（
9

（（
（（

（9
8（

（9（（
（（

（（
（7

（9（（
（9（（

（8
（（

（（
（9（（

（（
9

（（
（（

（（
（9（7

（7
（7

（（
（9（8

（（
（8

（（

小
計

（（（
89

（（0
（（（

（（
（（（

（80

合
計

7（7
（08

8（（
（97

（7
（0（

（79
（（（

（（（
（（（

（（（
（（9

90
（（

（（（
（8（

出
所

：
南

通
学

院
紡

織
科

学
友

会『
南

通
学

院
紡

織
科

学
友

録
』（9（9年

、
東

京
工

業
大

学『
東

京
工

業
大

学
一

覧
　

自
昭

和
（（年

至
昭

和
（（年

』東
京

工
業

大
学

会
計

課
中

央
印

刷
室

、
（9（9

年
、

蘇
州

工
業

専
門

学
校『

蘇
工

校
友

録
』（9（7年

。
資

源
委

員
会『

中
国

工
程

人
名

録
』商

務
印

書
館

、
（9（（年

、
畢

業
生

名
単

目
録

（（-（（頁
。

河
北

省
立

工
業

学
院

出
版

委
員

会
『

河
北

省
立

工
業

学
院

』出
版

地
出

版
年

不
詳（

張
研

、
孫

燕
京

主
編『

民
国

史
料

叢
刊

』（07（巻
、

大
象

出
版

社
、

（009年
、

（（9～
（（7頁

に
よ

っ
た

）。
国

立
北

平
大

学
校

長
辦

公
室

編『
国

立
北

平
大

学
一

覧
』（9（（年

、
（（～

（（頁（
張

研
、

孫
燕

京
主

編『
民

国
史

料
叢

刊
』（0（（巻

、
大

象
出

版
社

、
（009年

に
よ

っ
た

）。
注

（
：

蘇
州

工
専

の
応

用
化

学
・

染
色

・
染

織
科

に
は

染
織

科（
（9（（-（（）、

応
用

化
学

科（
（9（7-（8､

（9（（）、
工

程
測

図
科（

（9（（-（（）有
機

化
学

・
皮

革
科（

（9（（-（（）、
染

織
科

（
（9（（-（（）を

含
む

。
　

（
：

南
通

紡
専

は
（9（7年

か
ら

私
立

南
通

紡
織

大
学

、
北

京
工

専
は

（9（（年
か

ら
国

立
北

京
工

業
大

学
と

し
て

、
大

学
に

昇
格

。
　

（
：

東
京

高
工

は
、

（9（8年
の

み
7

月
と

9
月

の
卒

業
で

、
他

は
（

月
の

卒
業

。
　

（
：

（9（7年
の

東
京

高
工

は
、

東
京

工
大

へ
の

改
組

後
。

　
（

：
（9（（年

の
東

京
高

工
の

8
名

に
は

就
業

生
（

名
が

含
ま

れ
る

。
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表 3　南通学院紡織科卒業生（（9（（～（9（（年）の（9（（年の在職先

業種 所在地・工場名／卒業年 （（ （7 （8 （9 （0 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （7 （8 （9 （0 （（ （（ 計

紡　

織　

業

上
海

永安一 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （8
永安二 （ （ （ （ （ 7
永安三 （ （ （ （ 9
緯通紡 （ （
振泰紡 （ （ （ （ （ （ （ （（
統益紡 （ （ （ （ （ 8
大豊紡 （ （ （ （ 7
宝興紡 （ （ （ 7
鴻章紡 （ （ （ （
申新一 （ （ （
申新二 （ （ （
申新六 （ （ （
申新七 （ （ （
民生紡 （ （ （ （
溥益紡 （ （ （ （
宝興紡 （ （
美亜染織廠 （ （
達豊織染廠 （ （ （
振業紡 （ （
恒豊紡 （ （

江
蘇
大
生

大生一 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （7
大生副 （ （ （ （ （ （ （ 9
大生二 （ （ （ （ （ 7
大生三 （ （ （ （ （ （ （ 9

江
蘇
無
錫

麗新紡 （ （ （ （ （ （
慶豊紡 （ （ （
広勤紡 （ （
申新三 （ （
美恒紡 （ （

江
蘇
そ
の
他

大新織物（南通） （ （
善餘染織（靖江） （ （
達記布廠（如皋） （ （
通成紡（戚墅堰） （ （
富安紡（崇明） （ （

江
西

立昌染織（南昌） （ （ （
久興紡（九江） （ （

湖
北

漢口第一 （ （ （ （ 7
裕華紡 （ （ （

湖南 湖南第一 （ （ （

山
西

大益成紡（新絳） （ （ （ （ （ （
雍裕紡（新絳） （ （ （ （
晋華紡（楡次） （ （ （
益晋染織 （ （
晋生染織（太原） （ （
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業種 所在地・工場名／卒業年 （（ （7 （8 （9 （0 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （7 （8 （9 （0 （（ （（ 計

紡　

織　

業

河
南

衛輝華新紡 （ （ （ （ （
豫豊紡（鄭州） （ （ （

天
津

宝成紡 （ （ （ （
天津華新紡 （ （

河
北

唐山華新紡 （ （ （ （
大興紡（石家荘） （ （

山
東

成通紡（済南） （ （
青島華新紡 （ （

遼
寧

遼寧紡（瀋陽） （ （ 7
営口紡 （ （

広西 広西土布廠 （ （
海
外

朝鮮美服 （ （
三光布廠（香港） （ （ （

紡織業小計 （ （（ 8 （0 （（ （0 （7 （（ 9 （0 （（ （0 （（ （（ （（ （（ （8 （（9

教
育
関
係

江
蘇

南通学院 （ （ （ （ （ （ 8
泰興両宜公学 （ （

上海 肇和中学校 （ （

陝
西

三原初級工業職業学校 （ （ （ （
三原第一中学 （ （
三原第三職業学校 （ （
省立高級中学（西安） （ （
南鄭教育局 （ （

河南 汲県第四職業学校 （ （
河北 唐山第四中学 （ （
広西 蒼梧職業学校（広西） （ （
湖南 湖南大学 （ （
湖北 湖北教育庁第一科 （ （
山東 済寧工業職業学校 （ （
四川 江津県立初級職業中学 （ （

教育関係小計 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（

商
社

上
海

海京洋行 （ （
祥泰洋行紡織科 （ （
上海怡敦電機 （ （
信昌洋行 （ （
行政関係 7 （ （ （ （ （（
その他 （ （ （ （ （ （
合計 （ （7 （（ （（ （（ （0 （9 （（ （9 （（ （7 （（ （（ （（ （（ （8 （0 （（7

出所：南通学院紡織科学友会『南通学院紡織科学友録』（9（（年
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ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
一
九
一
七
年
に

は
、
山
西
省
の
閻
錫
山
都
督
か
ら
の
四
名
が
官
費
生
と

し
て
入
学
し
、
一
九
年
に
は
、
陝
西
省
教
育
庁
か
ら
の

一
〇
名
、
広
西
省
か
ら
の
三
名
が
官
費
生
と
し
て
入
学

し
て
い
る）

11
（

。
表
（
で
も
、
南
通
紡
専
の
卒
業
生
は
、
山

西
省
の
大
益
成
紡
に
五
名
、
雍
裕
紡
に
四
名
、
晋
華
紡

に
二
名
、
益
晋
染
織
と
晋
生
染
織
に
一
名
ず
つ
、
陝
西

省
の
教
育
機
関
に
七
名
、
広
西
省
の
工
場
に
一
名
と
学

校
に
二
名
が
在
職
し
て
い
る
。
二
四
年
に
は
、
四
川
省

長
が
江
蘇
省
教
育
庁
に
対
し
て
、
南
通
紡
専
は
学
費
貸

与
の
対
象
校
と
し
て
適
切
か
を
問
う
て
い
る）

1（
（

。
ま
た
表

（
か
ら
、
遼
寧
紡
（
二
八
年
ま
で
は
奉
天
紡
）
に
七
名

が
就
職
し
た
こ
と
も
確
認
で
き
、
全
員
と
も
に
遼
寧
省

出
身
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
派
遣
学
生
で
あ
ろ

う
。
同
社
は
二
三
年
に
官
商
合
辦
で
設
立
さ
れ
、
専
門

技
術
者
の
任
用
を
重
視
し
て
い
た
と
い
う）

11
（

。
こ
の
よ
う

に
南
通
紡
専
は
地
方
の
紡
織
業
の
近
代
化
に
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　

同
校
の
授
業
に
つ
い
て
、
一
九
二
〇
年
に
南
通
紡
専

の
本
科
に
入
学
し
た
高
事
恒
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
懐

力織部

機器名称 数

準
備

経糸繰返機 （ 米
整経機 （ 英
糊付機 （ 英
経通台 （ 英

平
織
機

豊田式織機社平織力織機 9 日
ローウェル社平織力織機 （ 米
ウィズイン社平織力織機 （ 米
大隆鉄廠平織力織機 （ 中

斜
紋
機

リブセイ社斜紋力織機 （ 英
ローウェル社斜紋力織機 （ 英

ド
ビ
ー
織
機

W･ディキンソン社ドビー織機 （ 英
リブセイ社ドビー織機 （ 英
ウィズイン社ドビー織機 （ 米
ローウェル社ドビー織機 （ 米

そ
の
他

豊田式織機社自動織機 （ 日
ローウェル社（×（杼替機 （ 米
ローウェル社（×（杼替機 （ 米
リブセイ社（×（杼替機 （ 英

メリヤス部および染色部

機器名称 数

ウィズイン社メリヤス機 （ 米
ウィズイン社靴下編機 （ 米
上海鉄冶廠マーセライズ機 （ 中

手織部

（（00縦針ジャガード機 （ 中
900縦針ジャガード機 （ 日
（00縦針ジャガード機 （ 中
（00縦針ジャガード機 （ 日
（00縦針ジャガード機 （ 中
（0縦針ジャガード機 （ 中
紋彫機（カードパンチングマシーン） （ 中
足踏ジャガード機 （（ 中
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し
て
い
る）

11
（

。

ま
ず
最
初
の
授
業
は
、
竹
ペ
ン
に
赤
や
緑
の
イ
ン
ク
を
つ
け
て
、

方
眼
紙
に
織
物
の
組
織
を
書
く
こ
と
で
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
二
年
間

を
費
や
し
た
。
…
手
織
実
習
は
力
織
の
基
礎
で
、
織
物
の
原
理

が
明
解
に
な
る
の
で
、
紡
織
学
校
に
不
可
欠
の
極

め
て
重
要
な
授
業
だ
っ
た
。
力
織
機
講
義
と
そ
の

実
習
も
最
重
要
の
授
業
で
あ
り
、
同
級
生
た
ち
は
、

そ
の
充
分
な
準
備
に
集
中
し
た
。
講
師
の
雷
炳
林

先
生
は
立
て
板
に
水
で
、
学
生
を
飽
き
さ
せ
な

か
っ
た
。
力
織
実
習
は
、
す
で
に
手
織
実
習
を
経

験
し
て
い
た
の
で
順
調
だ
っ
た
。
し
か
も
雷
先
生

は
、
学
生
と
共
に
働
き
、
在
校
時
の
仕
事
は
熱
心

で
つ
つ
ま
し
く
、
十
年
一
日
の
ご
と
く
、
同
級
生

た
ち
の
尊
敬
を
得
て
い
る
。
綿
紡
学
と
紡
績
実
習

の
授
業
は
、
さ
ら
に
新
天
地
が
開
け
た
よ
う
で
、

興
味
は
十
倍
に
も
な
っ
た
。
我
々
は
綿
花
を
糸
に

加
工
す
る
こ
と
を
、
数
年
間
学
び
続
け
た
の
で
、

い
っ
た
ん
出
来
る
と
当
然
面
白
か
っ
た
。
母
校
の

紡
織
実
習
機
械
は
、
極
め
て
完
備
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
高
等
工
業
学
校
よ
り
も
上
だ
っ
た
。（
傍

線
部
は
引
用
者
に
よ
る
）

　

実
習
を
重
視
し
た
こ
と
が
、
傍
線
部
か
ら
理
解
で
き
よ
う
。
表
（

は
大
学
昇
格
後
の
一
九
三
九
年
に
お
け
る
南
通
学
院
紡
織
工
程
系
の

課
程
表
で
あ
る
。
一
年
～
四
年
次
ま
で
実
習
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が

表 4　南通学院紡織科実習機器一覧表（（9（（年）

紡績部

機器名称 数 製造元 備考

準備

自調給綿機 （ 米ウィズイン社
打綿機 （ 米ウィズイン社
梳綿機 （ 米ウィズイン社、英ハワード社
練篠機 （ 米ウィズイン社、英ハワード社

粗紡
始紡機 （ 米ウィズイン社、英ハワード社 7（錘
間紡機 （ 英ハワード社 （（錘
練紡機 （ 英ハワード社 （（錘

精紡 精紡機 （ 米ウィズイン社、英ハワード社 （80錘

仕上 かせ揚機 （ 南通資生鉄廠

保全
グライディング・ローラ （ 米ウィズイン社、英ハワード社
クリヤラｰ・ローラ （ 米ウィズイン社、英ハワード社

検査

強度測定器 （ 米国
粗紡測定器 （ 米国
精紡測定器 （ 米国
撚度測定器 （ 米国

動力

（0馬力発電機 （ ドイツ
（0馬力モーター （ ドイツ
（馬力モーター （ ドイツ
（馬力モーター （ ドイツ
0.（馬力モーター （ ドイツ

出所：「本科実習機器一覧表」『紡織之友』（ 期、（9（（年。
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分
か
る
。
そ
し
て
一
年
生
の
機
械
図
面
実
習
、
二
年
生
の
織
物
組
織
、

織
物
構
造
で
基
礎
を
識
り
、
三
年
次
の
力
織
機
お
よ
び
そ
の
実
習
に

よ
っ
て
、
座
学
を
実
践
す
る
形
が
採
ら
れ
て
い
る
点
は
高
事
恒
の
在

学
時
と
変
わ
り
が
な
い
。
し
か
し
大
学
昇
格
後
に
は
よ
り
紡
績
に
重

点
を
置
い
た
よ
う
で
、
二
年
次
～
四
年
次
ま
で
紡
績
と
そ
の
実
習
が

続
い
て
い
る
。
ま
た
綿
布
を
加
工
す
る
漂
白
や
染
色
な
ど
の
授
業
と

実
習
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
工
場
の
科
学
的
管
理
に
不
可
欠
な
工

場
経
済
や
工
場
簿
記
な
ど
知
識
も
教
授
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
南
通
紡
専
は
、
表
（
の
よ
う
に
欧
米
の
紡
織
学
校
へ
の
留
学

に
も
積
極
的
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
設
立
当
初
の
同
校
の
教
学
水
準
が

海
外
の
紡
織
学
校
と
比
較
し
て
、
不
充
分
な
こ
と
を
張
謇
自
身
が
認

識
し
て
い
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。
一
九
一
五
年
に
は
張
謇
が
、
教
育

表 5　南通学院紡織工程系課程表（（9（9年）

学年 （年次 （年次 （年次 （年次 合計
科目名／学期 上 下 上 下 上 下 上 下

三民主義 （ （ （
軍事訓練 （ （ （
体育 （ （ （ （ （ （ （ （ 8
国語 （ （ （
英語 （ （ （
日本語 （ （ 8
数学 （ （ （ （ （（
物理 （ （ （
物理実習 （ （ （
化学 （ （ （
化学実習 （ （ （
原料 （ （ （
金木工 （ （ （
金木工実習 （ （ （
機械図面実習（（） （ （ （
紡績 （ （ （ （ （ （ （（
紡績実習 （ （ （ （ （ （ （8
技術基礎（（） （ （ （
技術基礎実習（（） （ （ 8
織物組織 （ （ （
織物構造 （ （ （
有機化学 （ （ （
応用力学 （ （ 8
力織機 （ （ 8
力織機実習 （ （ 8
紋織 （ （ （
漂白・染色 （ （ （
漂白・染色実習 （ （ （
機械学 （ （ （
機械製図実習 （ （ （
電気工学 （ （ （
工業経済 （ （ （
織物整理 （ （ （
工場管理設計 （ （ （
工場建築 （ （ （
工場簿記 （ （ （
原動力 （ （ （
論文 （ （
メリヤス（（） （（） （（） （（）
毛紡（（） （（） （（） （（）
紋織設計（（） （（） （（） （（）
紡織物試験（（） （（） （（） （（）

合計 （（ （（ （9 （9 （（ （（ （（（7） （（（7） （（8（（（）

出所：教育部立案『南通学院概況』（9（9年、（（～（8頁。
注：（（）史料では「機械画」。（（）史料では「預備工程」。（（）選択科目。
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部
お
よ
び
外
交
部
を
経
由
し
て
、
清
華
学
校
に
紡
織
学
生
を
留
米
学

生
に
加
え
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
後
期
の
南
通
紡

専
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
清
華
学
校
の
受
験
科
目
が
追
加
さ
れ
て

い
た
。
こ
う
し
て
同
年
の
卒
業
生
の
張
文
潜
が
清
華
学
校
の
専
科
生

と
し
て
翌
一
八
年
に
、
任
尚
武
も
一
九
年
に
米
ロ
ー
ウ
ェ
ル
紡
織
学

校
に
留
学
し
て
い
る
。
し
か
し
南
通
紡
専
か
ら
、
清
華
学
校
を
経
由

し
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
は
、
専
科
生
枠
が
一
九
二
一
年
を
最
後
に

終
了
し
た
た
め
、
そ
の
後
は
確
認
で
き
な
い）

11
（

。

　

南
通
紡
専
の
一
九
一
六
～
三
三
年
の
卒
業
生
の
就
職
先
を
表
（
か

ら
確
認
し
よ
う
。
最
多
と
な
る
四
二
名
が
在
職
し
た
の
は
、
同
校
の

創
設
者
た
る
張
謇
の
経
営
し
た
大
生
紡
の
各
工
場
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
工
場
は
、
前
述
の
よ
う
に
同
校
の
経
常
費
を
負
担
し
て
い
た
。
こ

れ
に
次
ぐ
三
五
名
が
在
職
し
て
い
た
の
が
、
上
海
の
永
安
・
緯
通
グ

ル
ー
プ
と
な
る
。
大
生
紡
も
永
安
紡
も
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら

階
層
的
管
理
制
形
成
に
努
力
し
て
い
た
。
大
生
紡
で
は
、
一
九
二
五

年
か
ら
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
紡
織
業
を
視
察
し
た
李
升
伯
が
、
張
謇
に

代
わ
っ
て
経
営
に
あ
た
り
、
陸
輔
舟
、
張
方
佐
な
ど
の
東
京
高
工
卒

技
術
者
を
用
い
て
悪
化
し
た
経
営
を
立
て
直
し
た）

11
（

。
ま
た
永
安
紡
で

は
、
留
英
経
験
を
持
つ
駱
乾
伯
や
、
二
二
年
に
南
通
紡
専
か
ら
永
安

紡
に
転
じ
た
雷
炳
林
が
技
術
面
を
統
轄
し
た
安
定
的
な
経
営
を
続
け

表 6　南通紡専、南通学院紡織科留学者数（（9（7-（9（7年）

卒業年 留学者数 卒業生数 ％ 留学先（留学者名）

紡織科

（9（7 （ （（ （9.0 英（（厳元善）、米（（張文潜、傅道伸、任尚武）
（9（8 （ （（ 8.（ 英（（蒋徳寿）、米（（厳元煕）
（9（9 （ （（ （.（ 米（（閔之寅）
（9（0 （ （（ （（.0 英（（銭昌時、王文奎、章以銓、駱景山）
（9（（ （ （（ （（.（ 英（（唐仁杰）、米（（王元照、孫家鼎）
（9（（ （ （8 （.（ 米（（徐銘）
（9（（ （ （（ （.9 米（（于肇銘）
（9（8 （ （7 （（.8 英（（苗海南〔世循〕、秦徳芳）
（9（0 （ （8 （.（ 米（（蘇延宝）
（9（（ （ （（ （.（ 日（（金叔平、劉冠洪）
（9（（ （ （8 （（.（ 英・米（（張文）、米（（郭兆常、銭慕濂）、日（（蒋乃鏞）
（9（（ （ （（ （.0 米（（李紹昉）
（9（（ （ （（ （（.（ 英（（高徳強）、米（（趙星芸、繆甲三）、日（（朱学仁）
（9（7 （ （（ 8.（ 英（（呂徳寛）、米（（聶叔香、屠子金）

染化系（9（（ （ （9 （.（ 英（（陳鈞）

高級紡織校（9（（＊ （ （（ （（.（ 日（（張政達、王培義、龔述楷、陳慰祖）

出所：南通学院紡織科学友会『南通学院紡織科学友録』出版者不明、（9（（年。南通学院紡織科学友会『南通
学院紡織科学友録』南通学院紡織科学友会、（9（9年。

注：＊の高級紡織校は、附属の高級職業学校で中等教育機関となる。
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て
い
た）

11
（

。
南
通
紡
専
の
卒
業
生
は
、
こ
う
し
た
留
学
経
験
を
持
つ
技

術
者
の
下
で
、
階
層
的
な
管
理
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

ま
た
南
通
紡
専
の
同
級
生
を
高
級
技
術
者
と
し
て
リ
ク
ル
ー
ト
し

た
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
一
九
二
八
年
に
南
通
紡
専
を
卒
業
し
た
苗

海
南
は
、
済
南
を
中
心
に
津
浦
と
膠
済
鉄
道
沿
線
で
手
広
く
糧
桟

（
穀
物
問
屋
）
を
経
営
し
た
苗
杏
村
の
一
族
の
一
員
だ
っ
た
。
苗
海

南
の
実
兄
の
苗
星
垣
は
、
杏
村
と
と
も
に
一
九
二
二
年
に
済
南
で
成

豊
面
粉
廠
（
製
粉
工
場
）
を
設
立
し
、
近
代
工
業
に
も
事
業
を
拡
大

し
つ
つ
あ
っ
た
。
苗
海
南
は
南
通
紡
専
卒
業
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ボ

ル
ト
ン
技
術
大
学
に
留
学
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
紡
織
工
場
を
視
察
す
る

と
と
も
に
、
紡
織
機
械
工
場
で
実
習
し
た
後
に
、
一
九
三
二
年
春
に

帰
国
し
た
。
そ
し
て
杏
村
と
星
垣
と
も
に
済
南
に
成
通
紡
を
設
立
し
、

自
ら
経
理
兼
総
工
程
師
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
南
通
紡
専
で
同
期

の
姜
献
可
を
考
工
主
任
、
蔡
柱
瀾
を
工
務
長
に
招
聘
し
て
い
る）

11
（

。

　

そ
の
後
、
南
通
紡
専
は
一
九
二
七
年
に
南
通
紡
織
大
学
と
改
称
し
、

高
等
教
育
機
関
に
昇
格
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
国
民
政
府
に
よ
り
公

布
予
定
の
「
大
学
組
織
法
」
に
お
い
て
、
三
学
科
を
有
せ
ね
ば
大
学

の
名
称
を
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
急
遽
、
翌
二
八
年
に
南

通
農
科
大
学
、
南
通
医
科
大
学
と
合
併
し
て
南
通
大
学
紡
織
科
に
改

組
さ
れ
、
こ
れ
に
併
せ
て
大
学
理
事
会
も
組
織
さ
れ
た）

11
（

。
し
か
し
三

〇
年
に
は
、
教
育
部
よ
り
紡
織
学
科
は
「
大
学
規
程
」
の
工
科
に
含

ま
れ
な
い
と
の
指
導
を
受
け
て
、
南
通
大
学
は
大
学
よ
り
も
格
下
の

南
通
学
院
と
し
て
認
可
さ
れ
、
以
後
は
南
通
学
院
紡
織
科
と
な
っ
た）

11
（

。

こ
う
し
て
同
校
は
、
よ
う
や
く
社
会
的
に
も
高
等
教
育
機
関
と
し
て

認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

ま
た
同
年
五
月
に
は
、
紡
織
科
学
友
会
が
組
織
さ
れ
、
学
友
会
は

一
九
三
一
年
四
月
に
年
刊
誌
『
紡
織
之
友
』
の
刊
行
を
始
め
る
と
と

も
に
、
翌
三
二
年
に
は
教
育
部
と
実
業
部
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

ロ
ー
ウ
ェ
ル
紡
織
学
院
な
ど
に
倣
い
、「
大
学
組
織
法
」
の
弾
力
的

運
用
に
よ
り
紡
織
の
独
立
学
院
の
認
可
を
請
願
し
て
い
た）

11
（

。

　

と
は
い
え
南
京
国
民
政
府
期
は
、
南
通
紡
専
に
と
っ
て
、
華
商
紗

廠
聯
合
会
や
棉
統
会
に
よ
る
資
金
援
助
に
よ
っ
て
、
財
政
的
に
安
定

し
た
時
期
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
華
商
紗
廠
聯
合
会
に
よ
る
援
助
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
九
三

二
年
三
月
に
、
同
校
理
事
の
栄
宗
敬
、
李
升
伯
、
呉
寄
塵
が
、
華
商

紗
廠
聯
合
会
と
中
国
紡
各
社
に
対
し
て
同
校
へ
の
援
助
を
訴
え
た
。

彼
ら
は
、
中
国
唯
一
の
紡
織
専
門
学
校
で
あ
る
南
通
紡
専
の
紡
織
業

へ
の
貢
献
と
、
近
代
紡
織
業
に
お
け
る
専
門
技
術
者
の
不
可
欠
さ
を

述
べ
た
上
で
、
創
立
以
来
の
経
費
五
〇
万
元
以
上
を
大
生
紡
の
み
が
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負
担
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
大
生
紡
は
同
校
の
拡
充
に
必
要
と
さ

れ
る
二
〇
万
元
と
経
常
費
五
万
元
の
中
の
二
万
元
を
負
担
し
続
け
る

が
、
華
商
紗
廠
聯
合
会
と
中
国
紡
各
社
に
、
経
常
費
の
残
り
三
万
元

の
負
担
を
求
め
た
の
で
あ
る）

1（
（

。
多
く
の
中
国
紡
の
経
営
者
が
こ
れ
に

賛
同
し
、
四
月
一
〇
日
に
は
中
国
紡
の
経
営
者
と
技
術
者
な
ど
二
三

名
に
よ
る
談
話
会
が
招
集
さ
れ
た
。
そ
し
て
郭
順
永
安
紡
総
経
理
に

よ
る
、
江
蘇
と
浙
江
の
紡
織
企
業
が
三
万
元
を
紡
錘
数
に
比
例
し
て

負
担
す
る
案
を
決
定
し
た
の
だ
っ
た）

11
（

。
こ
の
背
景
に
は
、
大
生
紡
の

経
営
危
機
が
あ
り
、
李
升
伯
大
生
第
一
公
司
経
理
も
こ
の
談
話
会
に

お
い
て
、
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
三
〇
年
代
初
頭
の
経
営

危
機
は
、
大
生
紡
以
外
の
全
て
の
中
国
紡
に
波
及
し
て
お
り
、
翌
三

三
年
九
月
に
南
通
紡
専
は
、
華
商
紗
廠
聯
合
会
に
対
し
て
、
負
担
分

の
未
払
い
に
よ
る
経
常
費
不
足
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
同

会
の
執
行
委
員
会
は
、
不
足
分
の
立
替
払
い
と
未
払
い
企
業
へ
の
督

促
を
決
議
し
て
い
た）

11
（

。

　

ま
た
こ
の
談
話
会
に
お
け
る
栄
宗
敬
申
新
紡
経
理
の
以
下
の
発
言

も
興
味
深
い
。「
こ
の
一
〇
年
の
在
華
紡
の
活
動
か
ら
、
私
は
、
よ

う
や
く
生
産
ラ
イ
ン
従
事
者
は
、
門
外
漢
の
担
当
で
は
な
く
、
専
門

技
術
者
の
管
理
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
深
く
理
解
し
た
。
私
は
（
申
新

─
引
用
者
）
職
員
養
成
所
を
運
営
し
て
五
年
に
な
る
が
確
実
に
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。
高
級
技
術
者
は
南
通
で
養
成
し
、
低
級
技
術
者
は

自
社
で
養
成
す
べ
き
で
あ
ろ
う
…
」）

11
（

。
こ
こ
か
ら
、
中
国
紡
最
大
手

の
申
新
紡
の
経
営
者
で
あ
る
栄
宗
敬
に
、
専
門
技
術
者
を
頂
点
と
す

る
階
層
的
管
理
の
必
要
性
を
知
ら
し
め
た
の
が
、
在
華
紡
の
活
動

だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
契
機
は
「
一
九
二
三
年
恐
慌
」
に
あ
っ

た
こ
と
を
理
解
で
き
る）

11
（

。

　

つ
ぎ
に
棉
統
会
に
よ
る
援
助
に
つ
い
て
で
あ
る）

11
（

。
棉
統
会
は
、
国

民
政
府
直
属
の
全
国
経
済
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
一
九
三
三

年
に
成
立
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
金
融
、
紡
織
、
農
業
の
各
業
界
の

協
力
に
よ
り
中
国
の
綿
業
問
題
の
解
決
を
は
か
る
こ
と
に
あ
り
、
陳

光
甫
上
海
商
業
儲
蓄
銀
行
総
経
理
を
委
員
長
と
し
て
五
名
か
ら
成
る

常
務
委
員
会
に
は
、
李
升
伯
が
紡
織
業
界
を
代
表
す
る
常
務
委
員
に

就
任
し
て
い
た
。

　

棉
統
会
は
、
成
立
直
後
か
ら
国
内
の
紡
織
学
校
（
北
平
大
学
工
学

院
機
織
系
、
南
通
学
院
紡
織
科
、
浙
江
大
学
工
学
院
機
織
科
、
広
東
工
業

専
科
学
校
、
河
北
工
業
学
院
、
湖
南
第
一
高
級
工
科
職
業
学
校
、
蘇
州
工

業
専
門
学
校
、
交
通
大
学
）
を
調
査
し
、
そ
の
中
か
ら
支
援
の
対
象
を
、

大
学
で
は
南
通
学
院
紡
織
科
、
高
等
職
業
学
校
で
は
河
北
工
業
学
院

と
蘇
州
工
専
の
三
校
と
し
た）

11
（

。
そ
れ
ま
で
工
業
技
術
者
養
成
を
軽
視

し
て
き
た
中
国
の
教
育
行
政
か
ら
す
る
と
、
こ
の
時
点
で
の
紡
織
学
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校
へ
の
資
金
援
助
は
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は

そ
の
決
定
に
、
李
升
伯
と
童
潤
夫
棉
統
会
製
造
課
長
と
い
う
専
門
技

術
者
が
あ
た
っ
た
た
め
だ
っ
た）

11
（

。
と
り
わ
け
童
潤
夫
の
役
割
は
重
要

で
あ
り
、
各
学
校
か
ら
の
申
請
に
付
さ
れ
た
意
見
（「
擬
辦
」）
に
お

い
て
、
限
り
あ
る
予
算
の
中
か
ら
、
ま
ず
は
当
面
の
紡
織
工
場
に
必

要
な
実
用
的
な
人
材
の
養
成
を
、
設
備
の
整
っ
た
南
通
、
蘇
州
、
河

北
の
紡
織
学
校
と
協
力
し
、
こ
の
三
校
を
拡
充
し
つ
つ
実
施
す
る
と

再
三
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
い
る）

11
（

。

　

こ
う
し
て
南
通
学
院
紡
織
科
は
棉
統
会
か
ら
の
援
助
と
し
て
、
一

九
三
三
年
に
二
万
八
九
二
六
・
一
七
元
、
三
四
年
に
五
万
〇
五
二

〇
・
二
四
元
、
三
五
年
に
二
万
五
一
六
六
・
二
二
元
を
使
用
し
て
い

る
）
11
（

。
ま
た
一
九
三
六
年
の
一
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
と
、
一
九
三
七
年

三
月
に
月
毎
に
二
一
〇
〇
元
の
補
助
金
を
受
領
し
た
こ
と
も
確
認
で

き
、
日
中
戦
争
開
戦
ま
で
は
、
棉
統
会
に
よ
る
援
助
は
持
続
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る）

1（
（

。
こ
の
総
額
は
約
一
四
・
五
万
元
に
達
し
、
創
立
以

来
、
経
費
不
足
に
苦
し
ん
だ
南
通
紡
専
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
設
備
拡
充
に
充
て
ら
れ
、
紡
績
工
程

で
は
、
高
番
手
糸
生
産
に
不
可
欠
な
篠
梳
機
、
練
篠
機
、
精
梳
機

（
梳
棉
工
程
で
除
去
で
き
な
か
っ
た
雑
物
を
除
去
す
る
工
程
で
、
こ
の
工

程
を
通
し
て
つ
く
ら
れ
た
糸
は
コ
ー
マ
糸
と
い
わ
れ
る
高
級
糸
と
な
る
）

と
ハ
イ
ド
ラ
フ
ト
精
紡
機
が
配
置
さ
れ
た
。
ま
た
織
布
工
程
で
は
、

杼
替
式
の
豊
田
自
動
織
機
と
管
替
式
の
阪
本
自
動
織
機
、
編
物
部
門

で
は
メ
リ
ヤ
ス
機
械
が
配
置
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
加
工
部
門
で
は
、

ス
チ
ー
ム
染
色
機
、
マ
ー
セ
ラ
イ
ザ
ー
程
度
し
か
所
有
し
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
表
（
の
よ
う
な
三
三
年
か
ら
の
染
色

科
学
系
の
開
設
に
あ
わ
せ
て
、
染
色
整
理
釜
、
洗
布
機
、
テ
ン
タ
ー

リ
ン
グ
マ
シ
ン
、
脱
水
機
、
乾
燥
機
、
糊
付
機
、
捺
染
な
ど
の
機
械

と
化
学
分
析
計
器
の
拡
充
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
こ
う
し
た
設
備
の
た

め
に
、
実
習
工
場
に
は
三
棟
が
建
て
増
さ
れ
た
の
で
あ
る）

11
（

。

（
2
）　
国
立
北
平
大
学
機
織
工
程
系

　

同
校
の
起
源
は
、
図
（
の
よ
う
に
一
九
〇
三
年
設
立
の
京
師
高
等

実
業
学
堂
で
あ
り
、
機
械
、
電
気
、
鉱
学
、
化
学
の
四
学
科
を
も
っ

て
、
翌
一
九
〇
四
年
九
月
に
開
学
し
た
。
中
華
民
国
の
成
立
し
た
一

九
一
二
年
に
は
、
北
京
高
等
工
業
学
校
を
経
て
北
京
工
業
専
門
学
校

と
改
称
し
、
機
械
、
電
気
、
化
学
の
三
学
科
を
有
し
た
。
翌
一
三
年

に
機
織
科
が
設
置
さ
れ
、
繊
維
産
業
の
高
級
技
術
者
養
成
を
開
始
し
、

表
（
の
よ
う
に
一
六
年
に
は
最
初
の
卒
業
生
六
名
を
送
り
出
し
た
。

一
九
二
四
年
三
月
に
国
立
北
京
工
業
大
学
と
改
称
さ
れ
、
大
学
へ
と

昇
格
し
て
い
る
。
そ
し
て
国
民
政
府
成
立
後
の
一
九
二
八
年
五
月
に
、
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国
立
北
平
大
学
工
学
院
へ
と
改
組
さ
れ
た
。「
満
洲
事
変
」
後
の
一

九
三
二
年
に
は
、
東
北
大
学
紡
織
系
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
と
も

に
、
翌
三
三
年
に
は
東
北
大
学
紡
織
系
主
任
だ
っ
た
張
佶
（
朶
山
）

も
、
同
校
の
機
織
系
教
員
に
就
任
し
て
い
る）

11
（

。

　

一
九
三
四
年
に
機
織
系
の
教
員
だ
っ
た
の
は
、
教
授
と
し
て
同
校

機
械
科
卒
の
郭
鴻
文
、
米
ロ
ー
ウ
ェ
ル
紡
織
学
校
卒
の
張
佶
、
米

ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
紡
織
学
校
卒
の
袁
祥
和
、
講
師
と
し
て
同

校
機
織
系
卒
の
夏
鼎
と
郭
仰
琳
、
英
リ
ー
ズ
大
学
卒
の
龔
明
安
の
六

人
だ
っ
た
が
、
張
佶
と
龔
明
安
を
除
き
、
そ
の
後
の
活
動
な
ど
は
不

明
で
あ
る）

11
（

。

　

ま
た
指
摘
す
べ
き
は
、
同
校
が
養
成
し
た
の
は
、
綿
紡
織
工
業
で

は
な
く
、
染
織
業
や
毛
紡
織
業
の
技
術
者
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
同
校

の
位
置
す
る
華
北
で
は
、
高
陽
や
宝
坻
な
ど
で
織
布
業
が
発
達
し
、

ま
た
羊
毛
も
重
要
な
産
品
だ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
時
期
の
北

表 7　国立北平大学工学院機織系課程表（（9（（年）

科目名 （ 年次
（ 年次

（ 年次 （ 年次 計
上 下

三民主義 （ （ （
軍事訓練 （ （ （
英語 （ （
特種英文 （ （
ドイツ語 （ （ （
数学 （ （
有機化学 （ （
物理 （ （
物理実験 （ （
応用力学 （ （
機械製図 （ （
毛紡学 （ （
デザイン （ （ （ （ 9
織算 （ （
紡織原料 （ （
木機実習 （ （ （ （ （0
定量分析 （ （
毛紡及実習 （ （ （ （（
綿紡学 （ （ （ （
染色法 （ （
漂白・染色及実習 （ 8 （ （（
機織用機械 （ （
綿織物構造 （ （
原料試験 （ （
工業分析 （ （
熱機関及実習 （ （ （.（
電気工学及実習 （ （ （.（
織物整理及実習 （ （ 8
毛織物構造 （ （
鉄機実習 （ （ （
ジャガード織法 （ （ （
美術絵画（選択） （（） （（）
色素 （ （
工場設計 （ （
工業経済 （ （
工業建築 （ （
捺染及実習（選択） （（） （（）

計 （（ （9 （0（（） （（（（） （（（（（）

出所：国立北平大学校長辦公室編『国立北平大学一覧』（9（（年、（9（
～（0（頁（張研、孫燕京主編『民国史料叢刊』（0（（巻、大象出版
社、（009年によった）。
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京
に
は
綿
紡
織
工
場
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
表
7
の
同
校

の
課
程
表
も
、
こ
う
し
た
事
情
を
強
く
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
最
も
時
数
を
割
い
て
い
る
の
は
、
木
機
実
習
の
二
〇
時
間
で
あ

り
、
鉄
機
実
習
に
も
三
時
間
が
割
か
れ
て
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
、

一
六
時
間
の
漂
白
・
染
色
及
実
習
で
あ
り
、
織
布
と
染
色
工
程
に
重

き
を
置
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
五
時
間
の
毛
紡
及
実
習
が
こ
れ
ら

に
続
い
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
綿
紡
学
は
講
義
の
六
時
間
の
み
で
、

北
京
に
紡
織
工
場
が
無
い
た
め
か
、
実
習
も
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
同
校
で
養
成
さ
れ
て
い
た
の
は
、
染
織
工
程
と
毛
紡
織
に

特
化
し
た
技
術
者
で
あ
り
、
表
8
─

（
の
同
校
の
卒
業
生
の
就
職
先

に
も
、
そ
れ
は
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
華
北
に
お
け
る
綿

紡
織
工
業
技
術
者
の
養
成
は
、
後
述
の
河
北
省
立
工
業
専
門
学
校
に

一
九
三
四
年
に
設
置
さ
れ
た
紡
織
課
程
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
言
え

よ
う
。

（
3
）　
国
立
東
北
大
学
紡
織
系

　

一
九
二
三
年
設
立
の
東
北
大
学
に
は
、
二
六
年
に
ロ
ー
ウ
ェ
ル
紡

校
卒
の
高
介
清
（
惜
冰
）
と
張
佶
が
赴
任
し
、
工
学
院
に
紡
織
系
設

置
の
準
備
を
始
め
た
。
二
八
年
に
高
が
工
学
院
長
に
、
張
が
紡
織
系

主
任
に
就
任
し
、
紡
織
系
の
最
初
の
学
生
一
二
名
が
入
学
し
た）

11
（

。
ま

た
三
〇
年
と
三
一
年
に
は
南
通
紡
専
を
経
て
ロ
ー
ウ
ェ
ル
紡
校
を
卒

業
し
た
任
尚
武
と
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
紡
校
を
経
て
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

大
学
を
卒
業
し
た
陳
文
沛
が
紡
織
系
教
授
に
加
わ
っ
て
い
る）

11
（

。
紡
織

系
の
課
程
は
、
表
9
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
綿
紡
織
と
毛
紡
織
の

双
方
を
重
視
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
工
場
実
習
に
は
、
二
五
年

五
月
か
ら
建
設
に
着
手
し
た
東
北
大
学
附
属
工
場
が
使
用
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る）

11
（

。

　

し
か
し
一
九
三
一
年
の
「
満
洲
事
変
」
に
よ
り
、
東
北
大
学
紡
織

系
は
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
翌
三
二
年
に
学
生
は
、
南
通
学
院

と
国
立
北
平
大
学
の
紡
織
科
へ
と
転
入
し
、
教
員
の
張
佶
、
任
尚
武
、

陳
文
沛
も
両
校
へ
と
異
動
し
た）

11
（

。
表
（
の
よ
う
に
同
校
は
休
校
ま
で

に
、
二
七
名
を
卒
業
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

三　

中
等
教
育
機
関

（
1
）　
蘇
州
工
業
専
門
学
校

　

蘇
州
工
専
は
、
一
九
一
一
年
に
官
立
中
等
工
業
学
堂
と
し
て
、
染

色
と
図
案
の
両
科
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
翌
一
二
年
の
中
華
民
国

成
立
後
に
は
、
蘇
州
鉄
路
学
堂
と
合
併
し
、
土
木
、
機
械
、
染
色
、

機
織
の
四
科
を
も
つ
江
蘇
省
立
第
二
甲
種
工
業
学
校
へ
と
改
編
さ
れ

た
）
11
（

。
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表 8 - 1　中国高等教育機関（南通紡専を除く）出身主要紡織技術者

氏名（別名） 出身校（卒業年） 主な職歴 出典

王世毅（健夫）（（89（-?） 北京工業専門 （9（（年晋華紡（山西楡次）工務主任 ①

張允震（佩蒼）（（897-?） 同上（出典では北平高工） （9（（年麗新紡（無錫）紡染部部長 ①

葉量（子休）（（90（-?） 同上（出典では北京工業） （9（（年国定税則委員会紡織主任 ①

劉善福（?） 同上（出典では北京工業） （9（（年恒源紡（天津）技師 ①

呉子華（建中）（（90（-?） 北平大学紡織（（9（9） （9（7年四川江津職業学校教務主任 ②（（8頁

王毓傑（漢三）（（90（-?） 同上 （9（（年広東紡毛紡部技師 ②（（頁

李養璽（再風）（（90（-?） 同上（（9（0） （9（7年太原西北毛織廠 ②（（（頁

戴仕焜（晴暉）（（90（-?） 同上（（9（（） （9（7年四川省立高級工科職業学校教員 ②（（（頁

栄続旂 同上（?） （9（（年民生公司→（（年広東省立紡織廠 ①

李崧（宇人）（（90（-?） 同上（（9（（） 無錫協新毛紡保全技師 ②（（9頁

于大縉（紀雲）（（907-?） 同上 （9（7年広東紡技師・組長 ②7（頁

賈庭秀［女性］（（9（（-?） 同上 （9（7年太原西北毛織廠技士 ②77頁

王慶霖（（908-?） 同上（（9（（） 軍政部北平製呢廠で実習→（9（7年陝西楡林工業織業
学校教員、宣化工業織業学校教員 ②（0頁

張明道（（9（（-?） 同上（（9（（） 晋華紡（山西楡次）工務員→（9（7年太原工業職業学校
紡織染科教員 ②（0（頁

蕭連第［女性］（（9（（-?） 同上 （9（（年合肥県立女子職業学校（安徽）教員兼工務主任 ②（7（頁

何麗珍［女性］（（9（（-?） 同上 広東紡技師 ②（（（頁

黄仲良（亜伯）（（909-?） 同上 （9（7年陝西翰林工業職業学校教員 ②（89頁

阮永序（（9（（-?） 同上 広東紡毛織部技佐→（7年武漢裕華紡保全員 ②（（7頁

姜席珍（公役）（（9（（-?） 同上 （9（7年湖北高工紡織科主任教員 ②（（（頁

馬文栄［女性］（（9（（-?） 同上（（9（（） （9（7年上海章華毛絨紡技術員 ②（（8頁

陳朝杰（士杰）（（9（（-?） 同上 巴県県立中学（四川）教員→重慶高級職業学校教員→
重慶女子高級職業学校教員→（9（7年広益中学教員 ②（（（頁

高家宝（錫三）（（9（（-?） 同上 （9（7年河南鎮平工芸学校教員 ②7頁

周徳光（（9（（-（999） 同上

（9（7年青島商品検査局棉検組技士→（9年中華民国臨
時政府実業総署科員→（（年天津福成毛紡廠廠長→（（
年満蒙毛紡㈱の接収と天津毛紡廠への改組に参加、
同社副廠長（～（7年）

③

張捷遷（経南）（（90（-?） 東北大学紡織（（9（（）
天津河海工程局・南京第一飛機修理廠で実習→天津
整理海河委員会工務員→（9（7年清華大学航空工程研
究所教員

②99頁

黄紹香（（90（-?） 同上 （9（7年海京毛織廠（天津）技師 ②（89頁

劉祚民（新吾）（（909-?） 同上（（9（（） （9（7年大生二廠保全員 ②（8（頁

張若鼎（牧九）（（90（-?） 同上（（9（（） （9（7年成通紡（済南）考工主任 ②9（頁

孟繁学（伯仁）（（908-?） 同上 （9（7年北平軍政部製呢廠預講場技師 ②（（7頁

徐星開（炳辰）（（907-?） 同上 （9（7年大生一廠（南通）保存部保存員 ②（8（頁

過持志（（897-?） 同済大学機械科 （9（（年民生紡（上海）総管 ①

金洪振（（899-?） 同上 （9（（年民生紡（上海）技師 ①

顧毅近（（90（-?） 同済大学 （9（（年勤豊紡（上海） ①

金如源（（90（-?） 同上機械科 （9（（年民生紡（上海）技師 ①
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何嶽宗（震之）（（90（-?） 同上 （9（（年振泰紡（上海）機器修理主任 ①

李成基 セントジョーンズ大学
（上海） （9（（年麗新紡（無錫） ①

顧毅同（谷桐）（（90（-?） 交通大学（上海） （9（（年振泰紡（上海）原動 ①

蔡栄楣（（90（-?） 大同学院（上海） （9（（年達豊染織廠（上海）化験部主任 ①

何文元（少悌）（（89（-?） 中国公学（上海） （9（（年湖南第一紡廠長 ①

邱耀（光庭）（（89（-?） 交通部南洋大学（上海） （9（（年申新七廠（上海）工賬部主任→（（年利中紡（江
西九江） ①

汪文竹）（（89（-?） 武昌文華大学 （9（（年裕華紡（武漢）廠長→（（年大興紡（石家荘） ①

高振青（（89（-?） 北京大学 （9（（年申新三廠（無錫）工務主任 ①

劉天耳（（90（-?） 金陵大学棉業専科 （9（（年振新紡（無錫）考廠主任 ①

出所：①『中国紡織学会年刊』各巻。②資源委員会『中国工程人名録』商務印書館、（9（（年。③中国科学技術協会編『中
国科学技術専家伝略』工程技術編、紡織巻（、巻（、巻（、中国紡織出版社、（99（、（00（、（007年。④蘇州工業専
門学校『蘇工校友録』（9（7年。⑤同書編輯委員会『中国近代紡織史』上巻、中国紡織出版社、（997年。⑥徐友春主
編『民国人物大辞典（増訂本）』河北人民出版社、（007年。⑦上档C（8-（-（（9-（（中国民主建国改上海市委員会登記
表（（9（（年（0月（（日）。⑧『申報』（9（（年（月（9日。⑨『紡織染工程』8巻（期、（9（（年。

表 8 - 2　中国中等教育機関出身主要紡織技術者の軌跡

氏名（別名） 出身校（卒業年） 実習先 主な職歴 出典

李忠枢（国偉）
（（89（-（978）

交通部唐山工業専校
土木（（9（（）

（9（7年栄徳生の女婿に→（8年漢口福新五廠協理
兼工程師→（（年武漢申新四廠経理

②（（8頁、
⑤

黄思承（（89（-?） 整理棉業準備処棉業
伝習館（天津） （9（（年衛輝華新紡（河南） ①

馬鏡軒（（898-?） 同上 （9（（年仁豊紡（済南）技師 ①

駱舜臣（汭瀾）（（898-?） 同上 （9（（年申新一廠（上海）試験主任 ①

邉応棣（翕堂）（（89（-?） 直隷高等工業機械科
（（9（（） （9（7年裕元紡（天津）修機科主任技師 ②（（8頁

陳芳州（（897-?） 同上（出典では河北
省立工業） （9（（年天津華新紡粗紡主任→（（年唐山華新紡 ①

丁作霖（（897-?） 同上（出典では天津
工業紡織科） （9（（年和豊紡（寧波）工程師 ①

蘇佑昌（敬泉） 同上機械科（（9（9） 北洋紡（天津）工程師、総工程師、工務長、廠長 ②（77頁

周秀銘（（908-?） 同上紡織科 （9（7年華北豊潤県車軸山中学職業部主任 ②（（（頁

丁光魯（（89（-?） 蘇州工業紡織科 （9（（年麗新紡（無錫）人事部 ①、④

郁蘭生（仲芳）（（89（-?） 同上紡正（（9（8） ①、④

張維（淵如）（（897-?） 同上紡正（（9（7） （9（（年慶豊紡（無錫）→（（年豫豊紡（鄭州）→（7
年広東省立紡 ①、④

張公威（柔克）（（897-?） 同上紡正（（9（7） （9（（年公記精粉公司→（（年豫豊紡（鄭州） ①、④

朱錫昌（文煥）（（898-?） 同上紡正（（9（8） （（年豫豊紡（鄭州）技師→（（年三元坊工業学校
→（7年恒通紡廠長 ①、④

陳歩韓（不寒）（（900-?） 同上 （9（（年同昌紡（上海）廠長→（9（（年和豊紡（寧波） ①

廬大綸（賛庭）（（90（-?） 同上紡正（（9（（） （9（（年申新六廠（上海） ①、④

周定一（奎俊）（（90（-?） 同上 （9（（年振新紡（無錫）→（（年申新一廠 ①

任政常（斎八）（（90（-?） 同上（出典では江蘇
第二工専）機織科 （9（（年永安三廠（上海）梱包科 ①
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是貽永（樹仁）（（90（-?） 同上紡正（（9（（） （9（（年 独 商 謙 信 機 械 公 司（China Export, 
Import ＆ Bank Co.,A.G.）紡織部 ①、④

賈鳳笙（鳴和）（（90（-?） 同上（出典では江蘇
工業）

（9（（年申新三廠（無錫）保全部→（（年振華紡（上
海） ①、④

劉靖基（（90（-97） 同上紡専科（（9（（）
（9（9年から上海宝成紡、蘇州蘇綸紡営業主任、
裕靖棉織廠経理を歴任。（9（0年から大成紡経理、
常務董事、上海安達紡董事兼総経理。

④、⑤、
⑥（（（0
頁、⑦

楊立本（屺懐） 南京工業学校 （9（（年申新三廠（無錫）精紡部 ①

呂鐘美（（890-?） 浙江省立甲種工業 （9（（年鼎金紡（上海） ①

張澤春（睴容）（（89（-?） 同上 （9（（年申新九廠（上海） ①

呉士槐（（89（-（97（） 同上機械科（（9（（） 内外綿
五廠

（9（（年内外綿練習生→（9年申新二廠→蘇綸紡
（蘇州）工程師→大豊紡（上海）→永安、緯通紡
（上海）工程師→（（年申新九廠廠長

⑤

王一徳（子咸）（（89（-?） 浙江省立甲種工業 （9（（年麗新紡（無錫）染部副部長 ①

陳慶堂（（89（-?） 同上 （9（（年浙江甲種工業染色科主任 ①

駱儀甫（（897-?） 同上 （9（（年申新一廠（上海）副工程師 ①

周維禎（国生）（（898-?） 同上 （9（（年永安二廠（上海）精紡主任→（（年美恒紡
（無錫） ①

陳玉夫（（899-?） 同上 （9（（年永安二廠（上海）粗紡主任→（（年麗新紡
（無錫） ①

孫錦文（（899-?） 同上 （9（（年申新一廠（上海） ①

陶光周（一鳴）（（899-?） 同上 （9（（年永安二廠（上海） ①

張慶揚（（899-?） 同上 （9（（年通成紡（江蘇・戚墅堰）漂染科兼棉織物料
科長 ①

郭静坨（（899-?） 同上 （9（（年通成紡（江蘇・戚墅堰）保全科兼紡紗科長 ①

施澤民（（899-?） 同上 （9（（年緯成公司原動部主任 ①

祝枚光（子乗）（（899-?） 同上 （9（（年麗新紡（無錫）織布科長 ①

胡学訓（（90（-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫保全部主任）→申新一廠 ①

陳爾常（（90（-?） 同上 （9（（年裕中紡（安徽・蕪湖）工務処長 ①

黄金声（祖鐸）（（90（-?） 同上機械科（（9（（） 豊田紗
廠

（9（（年福州電気公司→同年在華紡豊田紡（上海）
実習生→（0年申新七廠（上海）→（9（（年申新九廠

（上海）織部考工主任→（9（（～（（年日本で研修
③

張燦（虎臣）（（90（-?） 同上 同上 （9（（年永安三廠（上海）織布科長 ①

夏拜言（（90（-?） 浙江省立甲種工業 （9（（年宝興紡（上海）工務長 ①

呂再瑞（（90（-?） 同上 （9（（年鼎金紡（上海） ①

楊汝新（汝声）（（90（-?） 同上 （9（（年蘇綸紡（蘇州）工程師→（（年通成綿毛紡
（江蘇・戚墅堰） ①

王震元（洽仁）（（90（-?） 同上 （9（（年麗新紡（無錫）布機間科長 ①

王振家（起声）（（90（-?） 同上 （9（（年緯成紡粗紡技師→（（年広東省立紡織廠 ①

支達銓（鈞枢）（（90（-?） 同上 （9（（年大隆機器鉄廠（上海） ①

蒋錦佩（尚絅）（（90（-?） 同上 （9（（年永安三廠準備科長 ①

銭寿康（昌夫）（（90（-?） 同上 （（年申新三廠（無錫）考工主任 ①

李文謨（秋甫）（（90（-?） 同上 （9（（年永安三廠織布科→（（年申新三廠（無錫） ①

常書鴻（（90（-?） 同上 ①
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湯寧（（90（-?） 同上 （9（（年申新四廠（武漢）保全→（（年和豊紡（寧波） ①

詹栄培（雲吾）（（90（-?） 同上 （9（（年大同織綢廠 ①

徐正（紀倫）（（90（-?） 浙江大学工学院附設
高級工科中学染織科 （9（（年永安二廠（上海）精紡科 ①

蒋蘭言（挹同）（（907-?） 浙大附設高工中学 ①

張裔仲（孝春）（（908-?） 同上 （9（（年麗新紡（無錫）粗紡科領班 ①

駱正潮（松濤）（（909-?） 同上 （9（（年麗新紡（無錫）精紡科→（（年新裕二廠（上
海） ①

夏麟瑞（少盦）（（9（（-?） 同上 （9（（年美恒布廠（無錫）保全部 ①

査成民（（9（（-（007） 同上染織科（（9（（）

（9（（年常州大成紡技師、同社経理の劉国鈞の女
婿に→（（年捺染技術視察のために来日→（8年重
慶大明染織廠長→（7年香港に中国染廠を創設し
代表取締役に→（9年香港に新界紡創設→（（年～
　アフリカ西部のリベリア、ガーナ、トーゴ、
およびインドネシアなどに8工場の建設→77年
～　香港興業公司代表取締役

③、⑤

鄭家僕（順仲）（（897-
（97（）

湖南省立第一甲種工
業学校（長沙）機械科

（（9（8）

（9（9年大中華紡職員養成所紡織科→大中華紡精
紡技術員→申新四廠（武漢）→申新五廠（上海）→
湖南第一紡→和豊紡（寧波）→同昌紡工程師→（（
年恒大紡工程師→（（年申新二廠工程師→衡中紡
工程師

⑤

范澄川（新度）（（89（-
（99（）

湖南省立第一甲工校
（（9（9中退）

申新二廠（上海）→大中華紡（上海）→（9（（年武漢
国民政府軍事委員会宣伝課長→（（年湖南公砿砿
産営業処長→（（年湖南第一紡廠長

⑤

毛翼豊（端梧）（（897-?） 湖南省立第一甲工校、
湖南第一職校

（9（（年大生一廠（南通）工程師→（（年豫豊紡（鄭
州） ①

王惕予（（897-?） 同上 恒豊紡職員養成所→（9（（年恒豊紡（上海） ①

曽両川（麗湘）（（898-?） 同上 （9（（年湖南第一紡（長沙）考工主任 ①

䔥倫豫（松立）（（898-?） 同上 （9（（年申新四廠（武漢）工程師→沙市紡織公司 ①

陳傅道（子賢）（（900-?） 同上 （9（（年大生一廠（南通）考工主任→（（年湖南第一
紡 ①

鄭国棟（彦之）（（900-?） 同上 （9（（年申新六廠（上海）工程師→（（年豫豊紡 ①

喩会孝（道常）（（90（-?） 同上 （9（（年申新七廠（上海）考工主任 ①

胡幹才（暁雲）（（90（-?） 同上染織科 （9（（年申新五廠粗紡部主任 ①

劉振周（潤泉）（（90（-?） 同上 （9（（年申新四廠（武漢）考工員 ①

楊毅初（（907-?） 同上 （9（（年恒豊紡（上海） ①

蔡谷夫（済華）（（907-?） 同上 ①

李学瑞（?） 同上 ①

李廷光（（90（-?） 湖南省立第二甲種工
業（常徳）紡織科 （9（（年申新七廠（上海）考工主任→（（年鼎金紡 ①

朱希文（運初）（（897-?） 私立楚怡工業学校紡
織科（湖南） （9（（年恒豊紡 ①、⑧

蕭厚生（（89（-?） 湖北甲種工業 （9（（年裕華紡（武漢）廠長 ①

呉世澤（恵疇）（（89（-?） 同上 （9（（年震寰紡（武漢） ①

汪均恵（（898-?） 同上 （9（（年大興紡（石家荘）紡織部主任 ①

鄧楚衡（（90（-?） 同上 （9（（年大興紡（石家荘）紡織主任 ①
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石斌翥（（89（-?） 私立楚興紡織学校
（湖北） （9（（年大興紡（石家荘）紡績主任、石鳳翔と同郷 ①

雷炳強（傑道）（（89（-?） 広州市増歩工業 （9（（年永安紡保全科科長

蒋鴻瑞（閏三）（（900-?） 私立公益工商中学
（無錫） （9（（年麗新紡（無錫）木織科長 ①

栄鑑明（（90（-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）機務部 ①

華鞠人（（90（-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）粗紡主任 ①

恵志道（（90（-?） 同上 （9（（年申新六廠（上海）工程師 ①

鄭翔徳（祥徳）（（90（-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）精紡機務部主任 ①

瞿冠英（冕群）（（90（-?） 同上 （9（（年申新四廠（武漢）保全主任 ①

劉兆祥（潮翔）（（90（-?） 同上 （9（（年麗新紡（無錫）染色部助手 ①

蒋濬（夢漁）（（90（-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）粗紡主任 ①

鄒春坐（汝棰）（（90（-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）保全部 ①

馮樹異（震夏）（（907-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）混打綿部 ①

章剣彗（?） 同上 （9（（年申新四廠（武漢）工程師 ①

郁克馥（光炎）（（900-?） 私立中華職業学校機
械科（上海） （9（（年和豊紡（寧波）技師→（（年仁豊紡（済南） ①

袁蔭燾（（90（-?） 同上紡織科 （9（（年大生副廠（南通） ①

施之銓（（90（-?） 中華職業学校 （9（（年申新三廠（無錫）整理部主任 ①

蒋效尊（（90（-?） 同上機械科 （9（（年恒豊紡（上海） ①

李著尚（（90（-?） 湖南旅滬職業学校 （9（（年大生一廠（南通） ①

王九如（（89（-?） 万国函授学校紡織科 ①

朱湘濤（蔭波）（（90（-?） 同上 （9（（年大豊紡（上海）試験部主任 ①

李永錫（（9（（-?） 同上 （9（（年麗新紡（無錫） ①

李進錫（庶培）（（898-?） 龍華兵工廠工業学後 （9（（年恒豊紡（上海）機械処技師 ①

黄子陵（（89（-?） 湖北紡紗官局機師班 （9（（年裕華紡（武漢）工務総監 ①

金思義（醉秋）（（899-?） 江蘇省立第五中学
（常州中学）

（9（（年振泰紡（上海）→（（-（（年慶豊紡（無錫）→
蘇綸紡（蘇州）→大成紡（常州）→（（年栄豊紡（上
海）工場長

①、⑨

陳友卿（（89（-?） 同上 ①

荘仲明（（90（-?） 同上 ①

黄国禎（夢頑）（（90（-?） 同上 ①

浦亮元（（909-?） 同上 （9（（年蘇綸紡（蘇州）第二工場主任 ①

康緒声（有徳）（（90（-?） セントジョーンズ青
年会 （9（（年業勤紡（無錫）考工 ①

呂師尭（則之）（（907-?） 永興中学 （9（（年申新九廠（上海）布廠→（（年賡裕布廠（無
錫） ①

鄭鎮昌（（898-?） 華英公学 （9（（年鴻章紡 ①

徐浙声（（90（-?） 諸曁中学 （9（（年申新二廠（上海）精紡部主任→申新七廠
（上海） ①

駱兆焯（仲璟）（（90（-?） 上海群公英専科 （9（（年永安二廠（上海） ①

潘韶蓀（（907-?） 上海青年会中学 （9（（年通恵公紡（浙江蕭山） ①

金幼峯（澄臻）（（90（-?） 澄衷中学 （9（（年崇信紡（上海）工務科長 ①
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程炳鈞（（90（-?） 丹陽県師範 （9（（年麗新紡（無錫） ①

李寿康（寒石）（（90（-?） 長安橋高小卒業 （9（（年麗新紡（無錫）鉄織科副科長 ①

蒋中□（（90（-?） 南開学校 （9（（年振新紡（無錫）保全主任 ①

駱兆衍（義法） 南洋英専 （9（（年永安二廠（上海）撚糸科長 ①

呉志高（（9（0-?） 南洋中学 申新一廠（上海） ①

余洪勝（謙體）（（909-?） 務本中学 （9（（年永安二廠（上海）精紡科機務員 ①

兪道宗（（89（-?） 無錫城西小学 （9（（年業勤紡（無錫）粗紡主任 ①

王一鳴（逸民）（（90（-?） 江西豫章中学 （9（（年申新七廠孝行主任→（（年中国紡織世界社 ①

湯致和（（900-?） 江陰南菁中学 （9（（年豫豊紡（鄭州）→（（年嘉豊紡（上海） ①

邢浩真（（909-?） 江陰南菁中学 （9（（年勤豊紡（上海）技師 ①

徐潤章（（90（-?） 巽與商科 （9（（年蘇綸紡（蘇州）布廠主任→（（年徳泰祥瓷荘 ①

桂徴（香庭）（（907-?） 南京商業学校 （9（（年震寰紡（武漢）領班→（（年鴻新染織廠（上
海） ①

周湘潤（滋生）（（89（-?） 餘姚県立学校 （9（（年統益紡（上海）精紡科長 ①

出所：表 8 - （ に同じ。

表 8 - 3　中国企業内養成所出身紡織技術者の軌跡

氏名（別名） 出身校 主な職歴 出典

朱升荃（育芳）（（89（-?） 恒豊紡養成所 （9（（年久新紡（南通）工程師→（（年鄭州豫豊紡 ①

胡樹澤（（89（-?） 同上 （9（（年恒豊紡（上海） ①

趙国良（（89（-?） 同上 （9（（年振泰紡（上海）参事 ①

黄承鼎（鑄九）（（897-?） 同上 （9（（年通恵公紡（浙江蕭山）技師 ①

彭蘭舟（貽謨）（（897-?） 同上 （9（（年恒豊紡（上海）考工員 ①

応水卿（伯海）（（900-?） 同上 （9（（年振泰紡（上海）保全主任 ①

黄懋中（伯庸）（（90（-?） 同上 （9（（年恒豊紡（上海） ①

潘煥文（昌熾）（（90（-?） 同上 （9（（年恒豊紡（上海）精紡部保全 ①

王之屏（（90（-?） 同上 （9（（年恒豊紡（上海） ①

李培元（（9（（-?） 同上 （9（（年恒豊紡（上海） ①

李憲章（（89（-?） 大中華紡養成所 ①

任自新（済安）（（897-?） 同上 （9（（年湖南第一紡（長沙） ①

鄭家樸（（897-?） 同上 （9（（年恒大紡（天津） ①

任浩（源泉）（（897-?） 同上 （9（（年申新五廠（上海）副工程師 ①

雷錫章（（899-?） 同上
通恵公紡（浙江蕭山）、鼎鑫紡、申新紡、西安大華紡などで
工程師、総工程師、工場長を歴任。抗戦中は石鳳翔創設の
紡織学校で校務を担当→（（年鼎鑫紡工場長

①、⑨

朱壽椿（（899-?） 同上 （9（（年久新紡工務主任→（（年利中紡（江西・九江） ①

銭夢祥（伯熊）（（899-?） 同上 （9（（年鋳亜鉄廠営業主任 ①

余純（（907-?） 申新職員養成所 （9（（年申新三廠精紡科保全 ①

沈域（秉章）（（907-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）精紡機械管理員 ①

呉鴻勲（亜侠）（（909-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）監工 ①

栄徳声（風乗）（（909-?） 同上 （9（（年申新五廠（上海）保全部→（（年申新一廠（上海） ①
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そ
し
て
一
九
一
三
年
に
は
鄧
邦
逖
が
機
織
科
主
任
に
招
聘
さ
れ
た
。

鄧
は
、
一
九
〇
五
年
か
ら
官
費
留
学
生
と
し
て
英
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

大
学
紡
織
系
と
リ
ー
ズ
大
学
大
学
院
で
学
び
、
一
二
年
の
帰
国
後
に

は
、
一
貫
し
て
蘇
州
工
専
と
そ
の
後
身
校
で
紡
織
技
術
教
育
に
あ

た
っ
た
。
蘇
州
工
専
に
は
、
東
京
高
工
卒
の
李
壽
彤
が
二
〇
年
に
着

任
す
る
と
と
も
に
、
鄧
邦
逖
が
二
五
年
に
校
長
に
就
任
し
て
い
る）

11
（

。

同
校
は
、
表
（
の
よ
う
に
一
九
一
五
年
か
ら
二
八
年
ま
で
の
間
に
、

卒
業
生
数
に
増
減
は
あ
り
な
が
ら
も
着
実
に
養
成
を
続
け
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
南
京
国
民
政
府
成
立
直
後
の
一
九
二
七
年
六
月
に
、
大

学
区
制
の
試
行）

1（
（

に
よ
っ
て
、
蘇
州
工
専
の
教
職
員
と
学
生
お
よ
び
全

設
備
は
、
南
京
の
国
立
第
四
中
山
大
学
（
二
八
年
に
中
央
大
学
と
改

称
）
工
学
院
に
合
併
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
鄧
邦
逖
は
、
蘇
州
工

専
は
専
門
技
術
者
を
養
成
す
べ
き
学
校
で
あ
り
、
独
立
し
た
専
門
学

校
と
し
て
の
蘇
州
工
専
の
回
復
を
求
め
つ
づ
け
た
。
そ
の
結
果
、
二

八
年
九
月
に
蘇
州
工
専
の
旧
址
に
、
鄧
を
校
長
と
す
る
中
央
大
学
工

学
院
附
設
蘇
州
職
業
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
三
二
年
五

月
に
、
工
学
院
附
設
蘇
州
職
業
学
校
が
江
蘇
省
へ
と
移
管
さ
れ
、
図

（
の
よ
う
に
五
年
制
専
科
学
校
と
し
て
省
立
蘇
州
工
業
学
校
と
な
っ

た
。
同
校
の
定
員
は
本
科
と
し
て
染
織
科
五
〇
人
と
土
木
科
四
五
人
、

予
科
と
し
て
二
八
人
の
合
計
一
二
三
人
で
、
復
校
後
の
最
初
の
紡
織

葛鳴松（泉声）（（9（0-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）整理部 ①

徐永奔（剣芒）（（9（（-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）機料部 ①

薛韻笙（（9（（-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）梳棉部 ①

鄒祖熿（（9（（-?） 同上 （9（（年申新三廠（無錫）梳棉部→申新四廠（武漢） ①

宣慰民（学恬）（（90（-?） 宝成紡職員養成所 （9（（年大豊紡（上海）考工主任 ①

喩澤霖（雨蒼）（（90（-?） 同上 （9（（年永安一廠（上海）混打綿科班長 ①

李文虎（昌煕）（（90（-?） 宝興紡職員儲備所 ①

李楚培（（90（-?） 大通紡養成所 （9（（年大通紡（上海）工務統計 ①

朱錫恩（恵甫）（（90（-?） 滬西紡織補習学校 （9（（年崇信紡（上海）試験主任 ①

姜宝忠（輔国）（（90（-?） 同上 （9（（年振泰紡（上海） ①

朱群（銘槃）（（90（-?） 同上 （9（（年新裕二廠（上海） ①

杜有創（友鏘）（（90（-?） 同上 （9（（年申新八廠（上海） ①

過榴生（（90（-?） 同上 ①

朱廷杰（仲豪）（（908-?） 同上 成生花廠（上海）工務部 ①

姚志民（（9（（-?） 同上 （9（（年大生一廠（南通） ①

丁寿義（（9（（-?） 同上 ①

呉琦（嘉生）（（9（（-?） 同上 ①

出所：表 8 - （ に同じ。
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科
卒
業
生
は
表
（
の
よ
う
に
日
中
戦
争
直
前
の
一
九
三
七
年
の
二
五

名
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
二
九
年
か
ら
三
六
年
と
い
う
中
国
紡
織
業

に
と
っ
て
重
要
な
時
期
に
、
蘇
州
工
専
は
紡
織
技
術
者
を
供
給
で
き

な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る）

11
（

。

　

ま
た
実
習
設
備
で
は
、
手
織
、
機
織
、
染
色
、
整
理
な
ど
の
機
械

を
有
し
、
綿
布
の
染
色
・
整
理
部
分
の
設
備
は
、
国
内
各
校
の
頂
点

に
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
が
、
紡
績
機
を
保
有
し
て
お
ら
ず
、
不
充
分

な
面
も
あ
っ
た）

11
（

。
そ
の
た
め
蘇
州
工
専
紡
織
科
は
、
上
述
の
棉
統
会

の
援
助
の
対
象
と
な
り
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
に
一
万
五
五
〇
〇
元

を
受
領
し
て
い
る
。
そ
の
前
年
の
同
校
全
体
で
の
経
費
は
二
万
〇
五

九
七
元
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
同
校
紡
織
科
に
と
っ
て
、
棉
統
会
の

援
助
額
の
大
き
さ
を
知
り
得
る）

11
（

。
紡
織
科
で
は
こ
の
援
助
を
使
用
し

て
、
実
習
機
器
と
し
て
織
布
工
程
で
は
、
杼
替
式
の
豊
田
自
動
織
機

二
台
（
一
台
三
七
五
元
）
と
管
替
式
の
阪
本
自
動
織
機
二
台
（
一
台

表 9　東北大学工学院紡織系課程表（（9（8年度）

学年 （ 年次 （ 年次 （ 年次 （ 年次
計

科目名／学期 （ （ （ （ （ （ （ （

英語 （ （ 8
ドイツ語 （ （ （
定量分析 （ （
色彩図案 （ （ （ （ （（
織物分析学 （ （ （ （ 8
有機化学 （ （
繊維工芸学 （ （ （
応用力学 （ （ 8
機械学 （ （ （
機械製図 （ （ （（
工場実習 （ （ （ （ （（
色染学 （ （ （
色染学実習 （ （ （
織物学 （ （ （ （ （ （ （0
図案力学 （ （
電気工学 （ （ 8
電気工学実習 （ （ （
水力学 （ （
熱機関学 （ （ （
材料力学 （ （ （
棉花 （ （ （ （ （ （ （0
羊毛 （ （ （ （ （8
紡織工場技術 （ （ （ （ （8
工業簿記 （ （
蒸気機関・汽缶 （ （ （
原動工場学 （ （ （
原動工場実習 （ （ （
経済 （ （
紡織物試験 （ （
整理織物学 （ （ 8
工場法 （ （
工場管理 （ （
論文 （ （ （
選修科＊ （ （ （

計 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （8 （（（

出所：『東北大学概覧（（9（8年度）』（9（9年、工学院（（～（7頁（張研、孫
燕京主編『民国史料叢刊』（07（巻、大象出版社、（009年によった）。

注：＊の選修科は「編織学」、「絲絨学」、「紡織物品価格査定法」、「た
たき土（石灰・赤土・砂利などににがりをまぜ、水を加えて練り
固める建築材料）」から （ 科目を選択。
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三
五
〇
元
）
を
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
合
中
企
業
公
司
経
由
で
、

モ
ー
タ
ー
な
ど
の
電
気
機
器
（
二
三
〇
〇
元
）
と
、
ス
イ
ス
の
リ
ー

タ
ー
社
製
紡
績
設
備
一
式
（
三
・
一
万
元
）
を
購
入
し
て
い
る
。
こ

の
中
で
紡
績
設
備
の
詳
細
を
見
る
と
、
開
俵
機
一
台
、
自
調
給
綿
機

二
台
、
ポ
ー
キ
ュ
パ
イ
ン
開
綿
機
、
ダ
ス
ト
ト
ラ
ン
ク
、
ク
ラ
イ
ト

ン
開
綿
機
、
単
式
打
綿
機
、
梳
綿
機
、
練
条
機
、
粗
紡
機
、
間
紡
機

を
各
一
台
、
精
紡
機
二
台
計
一
九
二
錘
、
撚
糸
機
一
台
と
な
り
、
ま

さ
に
準
備
・
紡
糸
・
加
工
の
各
工
程
に
必
要
な
機
械
一
式
を
購
入
し

て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
機
器
の
設
置
が
終
わ
っ
た
で
あ

ろ
う
三
五
年
七
月
ま
で
は
、
蘇
州
工
専
は
充
分
な
実
習
機
材
を
所
有

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る）

11
（

。

（
2
）　
河
北
省
立
工
業
専
門
学
校

　

河
北
省
の
紡
織
関
係
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
図
（
に
あ
げ
た

一
九
〇
二
年
設
立
の
北
洋
高
等
工
芸
学
堂
と
、
一
九
二
〇
年
に
設
立

さ
れ
た
棉
業
伝
習
所
が
天
津
に
存
在
し
て
い
た
。

　

こ
の
う
ち
棉
業
伝
習
所
は
、
周
学
煕
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
整
理
棉

業
籌
備
処
の
も
と
に
置
か
れ
、
植
綿
と
紡
織
の
二
科
が
設
け
ら
れ
、

表
8
─

（
の
よ
う
に
数
名
の
技
術
者
を
養
成
し
た
が
、
二
四
年
に
は

経
費
不
足
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

　

も
う
一
方
の
北
洋
高
等
工
芸
学
堂
は
直
隷
高
等
工
業
学
堂
へ
の
改

称
を
経
て
、
中
華
民
国
の
成
立
後
に
直
隷
高
等
工
業
学
校
に
改
組
さ

れ
た
。
そ
し
て
一
九
一
四
年
に
南
開
中
学
に
設
置
予
定
だ
っ
た
染
織

学
校
を
編
入
す
る
こ
と
で
、
学
生
七
〇
名
の
甲
種
染
織
科
を
設
置
し
、

紡
織
技
術
者
養
成
を
開
始
し
た
。
一
九
二
八
年
に
同
校
は
河
北
省
立

工
業
専
門
学
校
に
改
称
し
、
こ
れ
に
と
も
な
い
甲
種
染
織
科
は
河
北

省
立
第
一
職
業
学
校
と
し
て
独
立
し
た
。
翌
二
九
年
に
は
工
業
専
門

学
校
は
河
北
省
立
工
業
学
院
と
し
て
高
等
教
育
機
関
に
昇
格
し
た
。

三
〇
年
に
は
再
び
第
一
職
業
学
校
を
同
校
附
設
の
職
業
学
校
と
し
て

合
併
し
、
こ
れ
を
小
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
す
る
初
級
職
業
科
と
し
、

そ
の
上
に
初
級
中
学
卒
業
者
を
対
象
と
す
る
高
級
職
業
科
を
増
設
し

た
）
11
（

。

　

実
習
工
場
に
は
、
織
布
機
と
し
て
各
種
準
備
機
、
手
織
機
、
足
踏

織
機
、
力
織
機
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
機
、
メ
リ
ヤ
ス
機
な
ど
を
有
し
、
染

色
部
門
に
は
浸
染
、
捺
染
、
精
練
漂
白
、
染
色
整
理
釜
な
ど
を
有
し

て
い
た
。
し
か
し
紡
績
機
を
保
有
し
て
お
ら
ず
、
先
述
の
棉
統
会
の

支
援
を
一
九
三
四
年
か
ら
受
領
し
、
図
（
と
（
の
よ
う
に
高
級
職
業

染
織
科
に
五
年
制
専
科
学
校
に
あ
た
る
紡
織
課
程
を
増
設
し
、
実
習

用
機
械
と
し
て
英
プ
ラ
ッ
ト
社
製
ハ
イ
ド
ラ
フ
ト
精
紡
機
四
〇
〇
錘
、

自
動
織
機
四
台
と
、
こ
れ
ら
を
設
置
し
た
紡
績
実
験
館
が
建
設
さ
れ
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た
）
11
（

。
（
3
）　
浙
江
官
立
中
等
工
業
学
堂

　

浙
江
省
の
絹
織
業
の
民
国
初
頭
か
ら
の
隆
盛
の
要
因
が
、
同
校
と

許
炳
堃
校
長
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
か
ら
周
知
さ
れ
て
い
た）

11
（

。
民

国
期
を
代
表
す
る
紡
織
技
術
者
で
あ
る
朱
仙
舫
も
、
絹
織
技
術
者
の

養
成
に
お
け
る
貢
献
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る）

11
（

。
ま
た
表
8
─

（
の
よ
う
に
綿
紡
織
工
業
で
も
三
〇
名
以
上
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て

お
り
、
こ
こ
で
も
不
可
欠
な
存
在
だ
っ
た
。

　

同
校
の
設
立
に
は
、
浙
江
省
の
主
要
産
業
で
あ
る
絹
織
業
の
衰
退

が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
杭
州
の
絹
織
業
は
同
治
・
光
緒
年
間
（
一

八
六
〇
～
七
〇
年
代
）
に
は
南
京
市
場
を
掌
握
す
る
ほ
ど
に
優
勢
だ
っ

た
が
、
一
八
八
〇
年
代
に
入
る
と
蘇
州
の
絹
織
業
に
市
場
を
奪
わ
れ

劣
勢
に
追
い
込
ま
れ
た
。
光
緒
末
期
（
一
九
〇
〇
年
代
）
の
杭
州
に

は
、「
塾
貨
」（
染
色
後
の
生
糸
を
織
成
し
た
布
）
の
織
機
が
僅
か
に
四

〇
〇
台
、「
生
貨
」（
織
成
後
に
染
色
す
る
布
）
の
織
機
も
七
〇
〇
台

を
残
す
の
み
で
、
絹
織
業
の
復
興
が
求
め
ら
れ
て
い
た）

1（
（

。

　

復
興
の
具
体
策
を
示
し
た
の
が
、
東
京
高
工
紡
織
科
の
最
初
の
中

国
人
卒
業
生
で
あ
る
許
炳
堃
だ
っ
た
。
許
が
来
日
し
た
頃
、
日
本
の

在
来
織
機
は
西
欧
か
ら
の
移
植
技
術
に
よ
り
改
良
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
は
色
鮮
や
か
な
模
様
を
織
る
ジ
ャ
カ
ー
ド
装
置
（
中
国
語
で
は

「
提
花
機
」）
や
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
フ
ラ
イ
シ
ャ
ッ
ト
ル
（
バ
ッ

タ
ン
、「
手
拉
機
」）
で
あ
り
、
許
の
在
学
時
は
、
日
本
に
お
い
て
こ

う
し
た
新
来
の
織
機
を
扱
う
染
織
技
術
者
教
育
の
成
立
し
た
時
期
と

重
な
っ
て
い
る）

11
（

。
許
は
、
日
本
で
の
経
験
を
、
浙
江
の
工
業
化
に
活

か
そ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。

　

許
は
浙
江
省
徳
清
県
の
出
身
で
、
同
省
で
最
初
の
新
式
高
等
教
育

機
関
と
し
て
一
八
九
七
年
に
設
立
さ
れ
た
求
是
書
院
（
浙
江
大
学
の

前
身
校
）
に
学
び
、
そ
の
後
の
一
九
〇
三
年
に
東
京
高
工
に
留
学
し

た
。
卒
業
の
翌
年
の
一
九
〇
八
年
九
月
に
、
清
朝
よ
り
「
工
科
挙

人
」
を
授
与
さ
れ
、
内
閣
中
書
と
し
て
北
京
に
留
め
ら
れ
た
。
こ
の

時
期
に
許
は
両
江
総
督
端
方
に
、
江
浙
地
方
の
絹
織
業
の
救
済
を
献

策
し
、
こ
れ
を
容
れ
た
端
方
は
、
商
務
局
に
検
討
を
命
じ
て
い
た）

11
（

。

こ
の
救
済
策
は
、
工
業
学
校
の
設
立
に
よ
る
染
織
技
術
者
養
成
と
織

布
工
の
訓
練
の
二
つ
の
策
か
ら
成
っ
て
い
た
。
前
者
で
は
、
染
織
科

を
有
す
る
工
業
学
校
を
設
立
し
、
そ
の
本
科
で
は
中
学
卒
業
生
を
対

象
に
、
綿
麻
毛
絹
の
紡
織
染
学
と
機
械
学
を
教
授
し
、
高
等
小
学
卒

業
生
を
対
象
と
す
る
選
科
で
は
、
江
浙
地
方
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

絹
織
物
業
の
救
済
の
た
め
に
、
絹
織
染
を
専
門
に
教
授
す
る
と
し
た
。

ま
た
後
者
で
は
、
光
緒
新
政
に
よ
る
勧
業
機
関
で
あ
る
工
芸
局
に
お
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い
て
、
織
布
工
に
毎
日
二
、
三
時
間
の
講
習
を
行
い
、
基
礎
的
な
算

数
と
織
布
方
法
を
教
育
し
て
コ
ス
ト
管
理
を
学
ば
せ
よ
う
と
し
た
。

　

こ
の
許
炳
堃
の
構
想
に
着
目
し
た
の
が
浙
江
巡
撫
増
韞
で
あ
り
、

増
の
清
朝
中
央
へ
の
奏
請
に
よ
り
、
許
炳
堃
は
、
一
九
〇
九
年
に
浙

江
勧
業
公
所
科
長
兼
省
立
第
一
手
芸
伝
習
所
所
長
に
就
任
し
、
翌
一

〇
年
に
は
提
学
司
署
の
専
門
科
長
兼
実
業
科
長
を
も
兼
任
し
た）

11
（

。
こ

う
し
て
許
は
浙
江
省
の
実
業
教
育
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ

で
の
許
の
上
役
で
あ
る
浙
江
代
理
提
学
使
の
郭
則
澐
は
工
業
教
育
の

振
興
に
積
極
的
で
あ
り
、
両
者
の
協
力
に
よ
り
浙
江
官
立
中
等
工
業

学
堂
（
以
下
、
後
身
校
も
含
め
て
浙
江
工
校
と
略
称
）
は
具
現
化
さ
れ
、

同
年
か
ら
設
立
が
準
備
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
年
の
開
学
に
と
も
な
い

許
が
同
校
校
長
に
就
任
し
た
の
だ
っ
た）

11
（

。

　

浙
江
官
立
中
等
工
業
学
堂
は
、
金
工
科
（
後
に
機
械
科
に
改
編
）

と
染
織
科
の
本
科
学
生
一
〇
〇
名
で
一
九
一
一
年
三
月
に
開
学
し
た
。

五
月
に
は
芸
徒
班
（
後
に
乙
種
工
科
、
初
級
工
科
に
改
編
）
が
設
け
ら

れ
た
。
七
月
に
は
浙
江
省
立
中
等
工
業
教
員
養
成
所
が
附
設
さ
れ

（
民
国
成
立
後
に
講
習
班
と
改
称
）、
金
工
、
木
工
、
機
織
、
染
色
の
四

班
に
二
〇
〇
名
の
学
生
が
集
ま
っ
た）

11
（

。

　

同
校
は
民
国
成
立
以
後
に
図
（
の

よ
う
に
、
浙
江
省
立
中
等
工
業
学
校
、

浙
江
省
立
甲
種
工
業
学
校
、
浙
江
省

立
工
業
専
門
学
校
へ
と
改
組
さ
れ
た）

11
（

。

そ
の
教
学
方
針
は
一
貫
し
て
「
理
論

と
実
践
を
併
用
で
き
る
中
等
技
術
人

員
の
養
成
と
、
工
頭
制
的
管
理
方
法

の
改
良
」
だ
っ
た
。
ま
た
染
織
科
も

継
続
し
て
設
置
さ
れ
、
表
（0
の
よ
う

に
二
年
次
に
は
機
織
科
と
染
色
科
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
を
学
ぶ
課

表10
浙江甲種工業学校染色科・機織科課程表（（9（0年）

（ 年次

染
織
科（
染
色
・
機
織
科
共
通
）

英文
国文
体育
修身
実習
水彩画
物理
化学
織物組織＊

機織法
幾何
代数
投影図
原料

出所：蔡経銘「浙江省立甲種工業学校概況」『浙江甲種工
業学校校友会会刊』（9（0年（同書編委会編『薪伝華章
─浙江工業大学溯源─』浙江古籍出版社、（008年、
（（（～（（（頁によった）。

注：＊は原典では「解剖」。

（ 年次

染
色
・
機
織
科
共
通

英文
国文
体育
修身
実習
発動機
浸染

機
織
科

織物組織
綿紡
毛紡
絲紡
麻紡
設計
力織

染
色
科

捺染
色素化学
整理
染色機械
配色混色
交織物

（ 年次

染
色
・
機
織
科
共
通

英文
国文
体育
修身
実習
水彩画
機械製図
図案

機
織
科

織物組織
機織法
紋織

染
色
科

染色法
有機化学
機械学
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程
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
同
校
の
大
半
の
本
科
は
、
図
（
の
よ

う
に
二
七
年
の
国
立
第
三
中
山
大
学
を
経
て
浙
江
大
学
工
学
院
へ
と

高
等
教
育
に
移
行
し
た
が
、
染
織
科
は
中
等
教
育
の
位
置
づ
け
の
ま

ま
、
五
年
制
の
附
設
甲
種
講
習
班
と
し
て
持
続
し
た）

11
（

。

　

開
学
時
の
大
き
な
問
題
は
、
中
国
人
の
機
械
の
専
門
家
が
ほ
ぼ
存

在
し
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
許
炳
堃
に
よ
れ
ば
「
中
国
の
機
械
学
者
の

中
に
は
ス
パ
ナ
を
知
ら
ず
、
三
㎏
程
度
の
ハ
ン
マ
ー
す
ら
振
る
え
な

い
者
も
い
た
。
そ
の
た
め
機
織
を
監
督
す
る
許
炳
堃
も
経
糸
を
、
綜

絖
と
筬
（
お
さ
。
織
機
の
経
糸
を
固
定
し
緯
糸
を
押
さ
え
る
装
置
）
に

う
ま
く
通
せ
ず
経
糸
の
開
口
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
製
作
し

た
ジ
ャ
ガ
ー
ド
機
の
パ
ン
チ
カ
ー
ド
が
金
属
針
と
シ
ャ
フ
ト
と
連
動

し
な
い
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た）

11
（

。
そ
の
た
め
日
本
人
教
員
と
留
学
帰

国
教
員
が
頼
り
と
な
っ
た
。
日
本
人
教
員
と
し
て
は
、
機
械
科
教
授

の
永
瀬
久
七
（「
支
那
傭
聘
本
邦
人
人
名
表
」
で
確
認
で
き
る
在
職
期
間

と
俸
給
は
一
九
一
四
～
一
八
年
、
一
六
〇
元
）、
川
島
民
（
一
九
一
六
年
、

七
〇
元
）、
染
織
科
教
授
の
佐
藤
真
（
一
九
一
四
年
、
一
二
〇
元
）、
図

案
教
授
の
菅
正
雄
（
一
九
一
四
～
一
七
年
、
七
〇
元
）、
鉄
工
の
畑
中

音
吉
（
一
九
一
六
～
一
七
年
、
五
〇
元
）、
松
田
源
吉
（
一
九
一
五
年
、

五
〇
元
）
の
在
職
を
確
認
で
き
る）

11
（

。
日
本
人
教
員
の
多
く
は
実
習
担

当
で
あ
り
、
浙
江
工
校
も
「
工
場
方
面
で
は
、
日
本
教
員
永
瀬
久
七

と
佐
藤
真
の
功
績
は
不
滅
で
あ
る
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る）

1（
（

。

　

留
学
帰
国
教
員
と
し
て
は
、
東
京
高
工
卒
業
者
だ
け
で
、
一
九
〇

九
年
染
織
科
卒
業
の
朱
光
寿
が
一
九
一
一
年
か
ら
染
織
科
主
任
に
、

一
三
年
紡
織
科
卒
業
の
陳
截
揚
が
機
織
科
教
員
に
就
く
と
と
も
に
、

一
五
年
に
紡
織
科
卒
業
の
葉
煕
春
、
一
八
年
紡
織
科
卒
業
の
陶
泰
基

と
厳
伝
棻
も
教
員
を
務
め
て
い
た
。

　

最
初
の
本
科
の
卒
業
生
は
一
九
一
四
年
三
月
の
、
染
織
科
一
五
名
、

機
械
科
九
名
の
計
二
四
名
で
あ
り
、
入
学
し
た
一
〇
〇
名
の
二
五
％

に
も
満
た
な
い
数
字
で
あ
る）

11
（

。
ま
た
講
習
班
も
、
一
九
一
二
年
一
二

月
に
二
五
名
を
卒
業
さ
せ
た
が
、
入
学
時
の
二
〇
〇
名
の
一
二
・

五
％
ま
で
減
少
し
て
い
た
。
許
は
こ
の
原
因
に
つ
い
て
、
一
週
間
に

二
四
時
間
の
授
業
と
一
八
時
間
の
実
習
と
い
う
重
い
負
担
か
ら
、
学

生
が
授
業
に
つ
い
て
こ
ら
れ
ず
に
、
多
く
が
中
途
退
学
し
た
こ
と
と
、

成
績
評
価
の
問
題
点
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
表
（0
の
学
科
と
体

育
に
加
え
て
、
操
行
も
含
め
て
評
価
を
し
、
そ
の
中
で
一
つ
で
も
及

第
せ
ね
ば
、
卒
業
証
書
で
は
な
く
「
修
業
完
了
証
書
」
を
授
与
し
た

の
だ
っ
た
。
し
か
も
操
行
の
基
準
は
「
封
建
的
な
道
徳
」
で
あ
り
、

成
績
判
定
の
誤
り
も
多
く
、
許
は
一
九
二
三
年
の
辞
職
ま
で
、
改
善

に
努
力
し
た
が
、
学
生
や
社
会
の
期
待
に
十
分
に
応
じ
ら
れ
な
か
っ

た
と
回
顧
し
て
い
る）

11
（

。
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そ
の
一
方
で
許
は
、
浙
江
工
校
の
工
業
生
産
に
お
け
る
推
進
作
用

に
つ
い
て
は
自
賛
し
て
い
る
。
染
織
科
や
機
械
科
の
本
科
卒
業
生
は
、

急
激
な
拡
大
を
し
た
浙
江
省
の
絹
織
工
場
や
こ
れ
に
設
備
を
供
給
す

る
鉄
工
所
で
管
理
者
・
技
術
者
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た）

11
（

。
そ
し

て
彼
ら
の
下
で
働
く
織
工
を
養
成
し
た
の
が
、
一
九
一
二
年
設
立
の

附
設
機
織
伝
習
所
だ
っ
た
。
設
立
資
金
の
一
・
五
万
元
は
、
褚
輔
成

民
政
部
長
が
絹
織
業
復
興
の
た
め
に
綢
業
会
館
よ
り
徴
収
し
た
二
〇

余
万
元
の
一
部
だ
っ
た
。
こ
の
資
金
に
よ
り
、
伝
習
所
に
日
本
製
の

バ
ッ
タ
ン
機
と
フ
ラ
ン
ス
式
ジ
ャ
ガ
ー
ド
機
が
購
入
さ
れ
、
そ
の
使

用
法
を
教
習
し
た
。
ま
ず
速
成
の
で
き
る
「
熟
貨
」
織
工
の
教
育
か

ら
始
め
ら
れ
、
四
〇
日
間
で
新
式
機
に
よ
る
織
布
が
可
能
と
な
っ
た）

11
（

。

　

そ
れ
ま
で
の
織
機
一
台
の
日
産
は
、
緞
子
（
厚
手
布
）
で
一
・
三

～
一
・
七
ｍ
、
繻
子
（
薄
手
布
）
で
二
・
三
～
二
・
七
ｍ
程
度
で
、

操
作
に
は
助
手
二
人
を
含
め
て
三
人
を
要
し
、
織
工
の
技
量
に
よ
る

模
様
の
出
来
具
合
の
差
も
大
き
か
っ
た
。
伝
習
所
で
は
新
来
の
日
本

製
織
布
機
を
用
い
て
、
繻
子
で
日
産
四
～
九
ｍ
を
織
成
し
た
。
こ
の

絹
布
は
模
様
も
精
緻
で
あ
り
、
価
格
は
従
来
の
二
～
三
倍
に
増
加
し

た
。
ま
た
生
糸
の
使
用
量
も
減
少
し
、
助
手
一
名
も
省
け
た
た
め
、

織
工
の
賃
金
も
毎
月
三
〇
～
九
〇
元
も
増
加
し
た
の
で
あ
る）

11
（

。
三
年

後
に
は
「
生
貨
」
の
織
工
の
募
集
も
始
め
、
二
ヶ
月
間
の
講
習
を
し

た
。
そ
の
後
に
は
、
三
ヶ
月
～
一
年
間
と
い
う
長
期
の
講
習
期
間
で

織
工
の
教
育
を
行
っ
た
。
毎
期
と
も
杭
州
、
紹
興
、
嘉
興
、
湖
州
の

四
ヵ
所
で
募
集
し
、
卒
業
生
は
全
体
で
二
〇
〇
〇
人
に
達
し
た）

11
（

。

　

こ
う
し
た
本
科
生
や
伝
習
所
生
を
吸
収
し
た
の
が
、
教
員
な
ど
浙

江
工
校
関
係
者
の
設
立
し
た
絹
織
工
場
だ
っ
た
。
そ
の
代
表
例
と
な

る
の
が
、
朱
光
寿
が
一
九
一
二
年
に
資
本
二
万
元
で
杭
州
に
設
立
し

た
緯
成
公
司
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
朱
は
一
九
〇
九
年
に
東
京
高

工
染
織
科
を
卒
業
し
、
一
一
年
か
ら
浙
江
工
校
の
染
織
科
主
任
に
就

い
た
が
、
そ
の
翌
年
に
日
本
か
ら
フ
ラ
ン
ス
式
バ
ッ
タ
ン
機
一
〇
台

を
導
入
し
て
、
江
南
地
方
で
最
初
の
新
式
絹
織
工
場
と
な
る
緯
成
公

司
を
設
立
し
た
の
だ
っ
た）

11
（

。

　

こ
の
緯
成
公
司
に
も
多
く
の
日
本
人
が
招
聘
さ
れ
、
新
式
織
布
機

の
指
導
に
当
た
っ
た
。
織
布
指
導
担
当
と
し
て
芝
原
久
三
郎
（「
支

那
傭
聘
本
邦
人
人
名
表
」
で
確
認
で
き
る
在
職
期
間
と
俸
給
は
一
九
一
四

～
一
八
年
、
七
五
～
百
元
）、
辻
川
喜
代
松
（
一
九
一
六
～
一
七
年
、
五

〇
元
）、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
の
指
導
担
当
と
し
て
加
藤
政
蔵
（
一
九
一
四
～

一
六
年
、
六
〇
元
）、
平
瀬
松
太
郎
（
一
九
一
七
～
一
八
年
、
六
〇
元
）、

藤
井
正
二
（
一
九
一
五
～
一
六
年
、
四
〇
元
）
川
端
重
（
一
九
一
八
年
、

五
〇
元
）、
撚
糸
指
導
担
当
と
し
て
大
木
ツ
ナ
（
一
九
一
五
～
一
六
年
、

三
〇
元
）、
鍋
島
キ
サ
（
一
九
一
五
～
一
七
年
、
三
〇
元
）、
鍋
島
ツ
ナ
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（
一
九
一
五
～
一
六
年
、
三
〇
元
）、
加
藤
芳
太
（
一
九
一
六
～
一
七
年
、

八
五
～
百
二
〇
元
）、
藤
井
エ
イ
（
一
九
一
七
年
、
銀
二
〇
元
）
で
あ
る）

11
（

。

こ
の
う
ち
芝
原
は
浙
江
工
校
で
授
業
も
担
当
し
て
い
た）

11
（

。

　

緯
成
公
司
で
は
原
料
糸
に
当
初
は
座
繰
糸
（「
土
糸
」）
を
使
用
し

た
が
、
製
品
の
品
質
向
上
の
た
め
に
、
一
九
一
七
年
に
日
本
の
諏
訪

式
製
糸
器
を
採
用
し
製
糸
工
場
を
設
け
る
と
、
こ
こ
に
も
製
糸
指
導

担
当
と
し
て
斉
藤
豊
美
（
一
九
一
八
年
、
銀
五
〇
元
）
と
製
糸
部
汽

缶
工
と
し
て
初
田
喜
一
（
一
九
一
八
年
、
銀
三
四
ド
ル
）
と
、
ほ
か
に

も
染
色
指
導
担
当
と
し
て
今
西
八
百
造
（
一
九
一
七
年
、
銀
五
〇
元
）

を
招
い
た）

1（
（

。
こ
こ
か
ら
、
緯
成
公
司
で
は
新
た
に
製
糸
や
染
色
に
事

業
を
拡
大
す
る
場
合
に
は
、
指
導
者
と
し
て
日
本
人
技
術
者
を
招
聘

し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

緯
成
公
司
の
製
品
は
「
緯
成
緞
」
と
し
て
名
声
を
馳
せ
、
創
業
時

に
二
万
元
の
資
本
は
、
一
〇
年
後
の
一
九
二
二
年
に
は
二
〇
〇
万
元

ま
で
増
加
し
、
織
布
機
も
三
〇
〇
台
ま
で
増
加
し
た
。
二
三
年
に
は

嘉
興
に
裕
嘉
分
工
場
を
設
け
諏
訪
式
製
糸
器
二
八
八
台
、
ス
イ
ス
製

の
電
力
絹
織
機
八
〇
台
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
嘉
興
近
郊
の
南
湖

湖
畔
に
は
絹
糸
紡
績
（
く
ず
繭
や
く
ず
生
糸
を
原
料
と
す
る
）
工
場
を

設
立
す
る
な
ど
事
業
を
急
拡
大
さ
せ
た）

11
（

。

　

緯
成
公
司
に
続
い
て
、
一
九
一
二
年
に
は
振
新
綢
廠
、
一
三
年
に

は
袁
震
和
綢
廠
、
一
四
年
に
は
天
章
綢
廠
と
虎
林
公
司
が
設
立
さ
れ
、

い
ず
れ
も
バ
ッ
タ
ン
や
ジ
ャ
ガ
ー
ド
な
ど
の
新
式
織
布
機
を
用
い
て

事
業
を
急
拡
大
さ
せ
た
。
特
に
虎
林
公
司
は
浙
江
工
校
の
機
織
科
主

任
の
蔡
諒
友
が
社
長
兼
工
場
長
、
許
炳
堃
が
代
表
取
締
役
を
務
め
、

ジ
ャ
ガ
ー
ド
の
指
導
担
当
と
し
て
平
瀬
松
太
郎
（
一
九
一
四
年
、
六

〇
元
）、
奥
野
藤
一
（
一
九
一
四
～
一
六
年
、
五
〇
元
）、
藤
井
正
二

（
一
九
一
四
年
、
銀
四
〇
元
）
と
い
っ
た
日
本
人
技
術
者
が
招
聘
さ
れ

て
い
た）

11
（

。
こ
の
よ
う
に
浙
江
省
の
絹
織
・
製
糸
業
の
急
拡
大
を
支
え

た
の
が
浙
江
工
校
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

浙
江
工
校
で
は
、
新
た
な
日
本
の
工
業
技
術
を
学
ば
せ
る
た
め
に
、

一
九
一
八
～
一
九
二
〇
年
に
優
秀
な
卒
業
生
の
派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

来
壮
濤
は
鋼
製
の
「
筬
」
製
造
の
た
め
に
、
莫
継
之
は
ジ
ャ
ガ
ー
ド

織
物
の
研
究
の
た
め
に
、
王
佐
泉
は
製
糸
器
の
研
究
の
た
め
に
、
陳

慶
堂
は
織
物
整
理
の
研
究
の
た
め
に
来
日
し
た）

11
（

。
そ
の
う
ち
陳
慶
堂

は
、
一
九
一
六
年
に
浙
江
工
校
を
卒
業
後
、
上
海
の
振
興
染
織
廠
、

永
安
紡
第
一
廠
で
の
勤
務
を
経
て
、
日
本
の
桐
生
高
等
工
業
紡
織
科

で
織
物
整
理
を
学
び
、
帰
国
後
に
は
浙
江
工
校
や
そ
の
後
身
校
で
教

職
に
就
き
、
二
七
年
か
ら
浙
江
大
学
代
辦
高
級
職
業
学
校
の
染
織
科

主
任
、
学
校
主
任
を
歴
任
し
て
い
た）

11
（

。

　

最
近
の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
浙
江
省
の
先
進
的
な
絹
織
（
緯
成
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公
司
な
ど
で
の
ジ
ャ
ガ
ー
ド
機
の
使
用
）
が
脅
威
と
な
り
、
江
蘇
省
で

の
殖
産
興
業
の
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
浙
江
省
で
の
日
本
経
由
の
新
技
術
導
入
の
契

機
は
、
そ
の
前
段
階
で
蘇
州
の
絹
織
業
に
市
場
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
4
）　
湖
南
省
立
第
一
甲
種
工
業
学
校

　

湖
南
省
立
第
一
甲
種
工
業
学
校
（
以
下
、
湖
南
工
校
と
略
）
と
そ

の
前
身
、
後
身
校
は
表
8
─

（
の
よ
う
に
、
浙
江
工
校
に
次
ぐ
紡
織

技
術
者
を
養
成
し
て
い
た
。
同
校
は
省
都
の
長
沙
に
、
清
末
の
一
九

〇
二
年
に
工
業
学
堂
と
し
て
設
立
さ
れ
、
湖
南
農
務
学
堂
、
湖
南
省

城
芸
徒
学
堂
を
経
て
、
一
九
〇
六
年
に
湖
南
全
省
中
等
工
業
学
堂
と

改
称
し
た
。
民
国
成
立
後
に
は
、
湖
南
公
立
中
等
工
業
学
校
、
一
九

一
四
年
に
湖
南
省
立
甲
種
工
業
学
校
、
二
七
年
に
は
湖
南
省
立
甲
種

工
業
学
校
、
三
一
年
に
湖
南
省
立
高
級
工
科
職
業
学
校
と
な
っ
て
い

る
。

　

一
九
三
四
年
に
は
、
機
械
科
六
〇
名
、
染
織
科
八
〇
名
、
電
機
科

八
六
名
、
応
用
化
学
科
五
七
名
の
四
学
科
で
学
生
総
数
二
八
三
名
、

教
員
五
〇
名
、
職
員
八
〇
名
と
い
う
規
模
だ
っ
た
。
省
政
府
か
ら
経

常
費
と
し
て
年
間
八
万
四
六
七
六
元
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
実
習
工

場
は
染
織
科
の
み
で
一
三
四
七
平
方
ｍ
を
有
し
、
色
染
器
具
と
薬
品
、

織
造
準
備
機
械
、
整
理
機
械
、
力
織
機
、
足
踏
み
織
機
な
ど
を
備
え

て
い
た
。
ま
た
課
程
は
表
（（
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
実
習
と
し
て

は
、
一
年
次
に
機
織
実
習
、
二
年
次
に
綿
、
生
、
毛
織
の
た
め
の
準

備
作
業
の
実
習
、
三
年
次
に
各
種
染
料
お

よ
び
捺
染
、
織
物
整
理
、
力
織
機
・
ジ
ャ

ガ
ー
ド
機
の
設
置
と
配
置
の
実
習
が
行
わ

れ
た）

11
（

。

　

湖
南
省
に
は
私
立
学
校
と
し
て
、
留
日

経
験
者
の
陳
潤
林
が
一
九
一
四
年
に
創
設

し
た
楚
怡
工
業
学
校
も
あ
っ
た
。
陳
は
、

一
九
〇
六
年
に
長
沙
に
楚
怡
小
学
堂
を
創

表11　湖南省立高級工科職業学校
染織科課程表（（9（（年）

（ 年次 （ 年次 （ 年次

三民主義 三民主義 三民主義
英文 英文 英文
体育 体育 体育
軍事訓練 軍事訓練
国文 国文
数学 数学
物理 物理
応用化学
機織法 機織法 機織法
織物分解 織物分解 織物分解
投影図 図案学 製図
織物原料 染色学 染色学

織物整理
力織機
紡績学
電気工学
応用機械
工業簿記
工場建築

機織実習 準備実習 色染実習

出所：中華職業教育社『全国職業学校
概況』商務印書館、（9（（年、（9（～
（99頁（張研、孫燕京主編『民国史料
叢刊』（0（（巻、大象出版社、（0（0年
によった）。
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設
し
、
一
九
〇
九
年
に
高
級
小
学
、
一
九
一
四
年
に
工
業
学
校
を
増

設
し
、
一
九
二
四
年
に
は
工
業
学
校
、
中
学
、
小
学
、
幼
稚
園
か
ら

な
る
「
三
校
一
園
」
の
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
た）

11
（

。

四　

階
層
的
管
理
シ
ス
テ
ム
へ

（
1
）　
聶
雲
台
の
挑
戦

　

聶
雲
台
の
父
聶
緝
槼
は
、
著
名
な
洋
務
官
僚
曽
国
藩
の
女
婿
で
あ

り
、
上
海
道
台
や
江
蘇
巡
部
な
ど
を
歴
任
し
、
一
九
〇
四
年
か
ら
恒

豊
紡
の
前
身
の
華
新
紡
織
新
局
に
出
資
し
て
経
営
に
参
加
し
た
。
聶

雲
台
は
伝
統
的
教
育
と
と
も
に
、
外
国
人
か
ら
英
語
と
、
電
気
・
化

学
技
術
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
聶
雲
台
は
、
一
九
〇
九
年
の
恒
豊
紡
織

新
局
へ
の
改
組
に
よ
り
総
経
理
と
し
て
同
社
の
経
営
に
あ
た
り
、
工

頭
制
の
廃
止
に
よ
る
経
営
管
理
改
革
、
生
産
設
備
・
技
術
改
革
に
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
し
か
し
専
門
教
育
を
受
け
て
い
な
い
聶

雲
台
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
改
革
は
「
至
難
之
事
」
だ
っ
た）

11
（

。
そ
こ

で
聶
は
、
専
門
技
術
者
の
養
成
の
た
め
に
、
一
九
一
三
年
か
ら
自
社

の
優
秀
な
「
芸
徒
」（
養
成
工
）
か
ら
、
聶
と
同
郷
の
湖
南
省
出
身

者
の
傅
道
伸
、
任
尚
武
、
毛
麟
章
ら
一
〇
人
を
選
抜
し
、
開
学
間
も

な
い
南
通
紡
専
へ
と
送
り
込
ん
だ
。
ま
た
一
九
一
七
年
に
は
、
東
京

高
工
紡
織
科
卒
の
朱
仙
舫
と
同
機
械
科
卒
の
馬
淮
を
技
師
に
招
聘
し
、

工
頭
制
に
代
え
て
階
層
的
管
理
制
を
形
成
し
よ
う
と
し
た）

11
（

。

　

工
頭
制
に
代
わ
る
階
層
的
管
理
制
は
、
上
層
の
技
師
の
招
聘
の
み

で
事
足
り
る
も
の
で
は
な
い
。
企
業
は
労
働
者
を
募
集
し
、
技
師
と

労
働
者
の
中
間
で
生
産
ラ
イ
ン
を
管
理
す
る
「
領
班
」
を
自
社
で
養

成
し
、
こ
れ
を
生
産
ラ
イ
ン
に
配
置
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
恒
豊
紡
は
一
九
一
七
年
に
、
後
述
の
職
員
養
成
所
を
設
け
、
こ
こ

に
毎
年
二
〇
名
程
度
の
甲
種
工
業
学
校
卒
業
者
を
、
卒
業
後
の
恒
豊

紡
へ
の
就
職
と
学
費
免
除
・
手
当
支
給
の
好
条
件
で
集
め
て
、
朱
仙

舫
と
馬
淮
の
も
と
で
「
領
班
」
の
養
成
を
行
っ
た）

1（
（

。
し
か
し
工
頭
制

の
廃
止
に
は
、
長
期
を
要
し
た
と
思
わ
れ
る
。
二
三
年
の
新
聞
記
事

に
は
、
総
技
師
朱
仙
舫
、
第
二
工
場
技
師
傅
道
伸
、
織
布
部
技
師
毛

麟
章
と
と
も
に
、
一
八
九
七
年
か
ら
在
職
の
総
工
頭
と
し
て
錢
長
発

の
名
が
あ
り
、
こ
の
時
点
で
の
工
頭
制
の
存
続
を
確
認
で
き
る）

11
（

。

　

こ
う
し
た
技
術
者
教
育
に
お
い
て
朱
仙
舫
の
直
面
し
た
問
題
は
、

紡
織
技
術
関
係
の
手
引
書
や
専
門
書
が
翻
訳
書
以
外
に
皆
無
な
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
朱
仙
舫
は
馬
淮
と
と
も
に
、
一
九
一
九
年
に

『
紡
織
技
師
手
冊
』
を
編
集
し
て
、
と
り
あ
え
ず
の
手
引
書
と
し
た
。

同
書
で
は
、
馬
淮
が
第
一
編
と
し
て
原
動
部
門
を
、
朱
仙
舫
が
第
二

編
と
し
て
紡
織
工
程
を
記
し
て
い
る）

11
（

。

　

そ
し
て
聶
雲
台
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
膨
大
な
恒
豊
紡
の
利
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益
な
ど
を
用
い
て
、
東
京
高
工
卒
の
汪
孚
礼
を
技
師
長
と
し
て
、
一

九
二
〇
年
に
大
中
華
紡
を
開
業
し
た
。
後
述
の
よ
う
に
大
中
華
紡
で

も
中
間
管
理
者
養
成
の
た
め
に
、
職
員
養
成
所
が
開
設
さ
れ
た
。
し

か
し
、
直
後
に
発
生
し
た
戦
後
恐
慌
に
よ
り
二
四
年
に
大
中
華
紡
は

経
営
破
綻
し
、
永
安
紡
に
売
却
さ
れ
、
失
意
の
聶
雲
台
は
経
営
へ
の

意
欲
を
喪
失
し
て
仏
教
に
傾
倒
し
た）

11
（

。
そ
の
結
果
、
朱
仙
舫
と
汪
孚

礼
は
恒
豊
紡
を
離
れ
て
申
新
紡
へ
と
転
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
恒
豊
紡
と
大
中
華
紡
で
築
か
れ
た
技
術
者
人
脈
は
、
こ
こ

で
途
切
れ
た
訳
で
は
な
い
。『
申
報
』
は
翌
一
九
二
五
年
二
月
に
、

上
海
を
訪
れ
た
汪
孚
礼
（
申
新
三
廠
）
と
毛
翼
豊
（
湖
南
工
校
卒
・
通

恵
公
紡
［
蕭
山
］
保
全
主
任
）
を
歓
迎
す
る
宴
席
を
、
恒
豊
紡
の
関

係
者
が
設
け
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
集
ま
っ
た
の
は
、
申
新
紡
の

技
師
長
に
転
じ
た
朱
仙
舫
を
は
じ
め
と
す
る
名
だ
た
る
顔
ぶ
れ
だ
っ

た
。
す
な
わ
ち
毛
麟
章
、
傳
錫
禹
、
浦
剣
雄
（
い
ず
れ
も
南
通
紡
専

卒
）、
黃
季
勉
（
東
京
高
工
卒
）、
陳
傳
道
（
湖
南
工
校
卒
）、
朱
希
文

（
湖
南
楚
怡
工
校
卒
）、
黃
炳
奎
（
米
ロ
ー
ウ
ェ
ル
紡
校
卒
）、
李
憲
章

（
大
中
華
職
員
養
成
所
卒
）、
彭
蘭
舟
（
恒
豊
職
員
養
成
所
卒
）
な
ど
の

技
術
者
と
恒
豊
紡
の
職
員
五
〇
余
名
が
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
宴
席

で
は
紡
織
界
の
現
状
が
話
題
と
な
る
と
と
も
に
、
大
中
華
紡
の
破
綻

が
惜
し
ま
れ
、
朱
仙
舫
と
汪
孚
礼
は
在
華
紡
と
の
競
争
に
努
力
せ
よ

と
の
激
励
を
し
た
と
い
う）

11
（

。
こ
の
宴
席
の
参
加
者
こ
そ
、
一
九
三
〇

年
に
結
成
さ
れ
る
中
国
紡
織
学
会
の
中
核
と
な
る
メ
ン
バ
ー
た
ち

だ
っ
た）

11
（

。

（
2
）　
実
習
そ
し
て
就
職

　

一
九
二
〇
年
か
ら
統
益
紡
の
経
理
に
就
任
し
た
黄
鴻
鈞
は
、
月
給

一
五
〇
元
で
六
年
を
期
限
と
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
た
。
黄
は
、
一

九
一
五
年
に
米
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
紡
織
学
校
を
卒
業
し
た
専

門
技
術
者
だ
っ
た）

11
（

。
し
か
し
こ
う
し
た
高
給
は
、
黄
の
よ
う
な
一
部

の
留
学
経
験
者
な
ど
に
限
ら
れ
、
南
通
紡
専
や
浙
江
工
校
な
ど
国
内

の
教
育
機
関
を
卒
業
し
た
技
術
者
は
、
ま
ず
そ
の
経
歴
を
月
給
数
元

の
ラ
イ
ン
の
管
理
者
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
実
地
経

験
、
す
な
わ
ち
工
場
実
習
の
不
足
に
よ
る
、
国
内
の
工
業
学
校
卒
業

生
へ
の
厳
し
い
評
価
に
根
ざ
し
た
も
の
だ
っ
た）

11
（

。

　

日
本
留
学
経
験
者
は
、
卒
業
後
に
一
～
二
年
間
の
工
場
実
習
を
必

ず
経
験
し
て
い
た
。
石
鳳
翔
は
京
都
高
等
工
芸
学
校
を
一
九
一
五
年

に
卒
業
し
、
内
外
綿
西
宮
第
二
工
場
で
実
習
を
経
験
し
た
。
石
は
入

社
し
た
ば
か
り
の
時
期
に
は
、
綿
埃
の
舞
う
工
場
で
の
一
二
時
間
労

働
を
辛
く
感
じ
た
こ
と
を
率
直
に
述
懐
し
て
い
る）

11
（

。
と
こ
ろ
が
多
く

の
中
国
の
工
業
学
校
卒
業
者
は
工
場
実
習
を
経
ず
に
、
就
職
を
し
て
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い
た
。
そ
の
た
め
就
職
先
と
齟
齬
を
来
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

李
寿
彤
は
、
一
九
一
三
年
に
東
京
高
工
紡
織
科
を
卒
業
し
、
江
蘇
第

二
甲
種
工
業
学
校
で
教
員
を
務
め
て
い
た
。
李
に
よ
れ
ば
、
工
場
は

学
生
に
対
し
て
、（
特
に
冬
季
の
夜
勤
に
）
辛
抱
出
来
ず
、
仕
事
を
せ

ず
、
工
員
を
蔑
視
す
る
と
い
う
不
満
を
持
ち
、
学
生
は
仕
事
は
大
変

す
ぎ
、
給
金
は
少
な
す
ぎ
、
工
員
は
傲
慢
で
、
待
遇
も
酷
い
と
不
平

を
言
う
と
し
て
い
る）

（11
（

。

　

朱
仙
舫
は
、
一
九
一
五
年
に
東
京
高
工
を
卒
業
し
、
福
岡
県
の
明

治
紡
績
で
の
実
習
を
経
て
、
恒
豊
紡
の
技
師
長
に
就
い
て
い
た
。
朱

は
国
内
の
学
校
で
の
人
材
養
成
の
重
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
卒

業
生
の
現
状
に
つ
い
て
「
科
学
・
機
械
の
知
識
は
あ
る
が
、
卒
業
し

た
ば
か
り
の
時
期
は
全
く
経
験
不
足
で
あ
る
。
必
ず
し
も
そ
の
知
識

は
実
地
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
た
め

実
地
で
一
～
二
年
の
訓
練
に
よ
り
、
自
ら
操
作
し
て
学
理
と
経
験
を

一
致
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
ら
な
る
工
場
実
習
の
必
要
性
を
説

い
て
い
た）

（1（
（

。

　

ま
た
厳
伝
棻
は
、
一
九
一
八
年
に
東
京
高
工
を
卒
業
し
日
本
国
内

で
の
工
場
実
習
を
経
て
、
二
〇
年
か
ら
上
海
の
宝
成
紡
の
工
程
師
に

就
任
し
て
い
た
。
厳
も
日
本
の
よ
う
な
工
場
実
習
を
、
中
国
で
も
実

施
す
べ
き
こ
と
を
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る）

（10
（

。

国
内
の
紡
織
学
校
の
卒
業
生
を
集
め
、
ま
ず
機
械
の
設
置
を
さ

せ
る
。
工
員
と
同
様
の
作
業
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
確
実
に
機
械

の
構
造
、
設
置
・
撤
去
方
法
を
理
解
さ
せ
、
労
苦
に
耐
え
る
習

慣
を
育
成
す
る
。
こ
の
後
に
は
、
紡
錘
受
け
持
ち
、
整
備
、
分

解
修
理
、
歯
車
交
換
の
順
に
学
ば
せ
る
。
こ
の
順
序
を
違
え
て

は
な
ら
な
い
。
工
頭
を
師
に
機
械
の
保
全
方
法
を
期
間
を
区

切
っ
て
確
実
に
学
び
、
各
工
程
の
全
て
の
事
情
を
習
得
す
れ
ば
、

三
年
ほ
ど
後
に
は
不
安
の
な
い
文
武
両
道
の
学
生
と
な
る
。

（
傍
線
部
は
引
用
者
に
よ
る
）

　

先
述
の
石
鳳
翔
の
内
外
綿
西
宮
第
二
工
場
で
の
実
習
の
順
序
は
、

機
械
の
関
連
部
門
か
ら
工
場
実
習
を
始
め
て
機
械
の
構
造
を
理
解
し
、

次
に
紡
錘
の
受
け
持
ち
工
と
い
う
も
の
で
、
傍
線
を
附
し
た
厳
の
守

る
べ
き
順
序
と
同
じ
だ
っ
た）

（10
（

。
厳
伝
棻
は
二
四
年
に
浙
江
工
校
の
教

員
と
な
り
、
技
術
者
の
養
成
に
尽
力
す
る
こ
と
に
な
る）

（10
（

。

　

国
内
の
工
学
生
と
て
、
充
分
に
工
場
実
習
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
た
。
例
え
ば
李
式
中
は
、
一
九
三
〇
年
に
南
通
紡
専
を
卒
業
す
る

と
、
直
ぐ
に
上
海
の
振
泰
紡
で
梳
棉
工
程
の
管
理
に
就
い
た
。
彼
は

気
管
支
炎
に
よ
り
、
僅
か
五
ヶ
月
で
退
職
を
す
る
が
、
こ
こ
で
多
く

の
経
験
と
見
識
を
積
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
「
工
場
管
理
に
お
い
て

機
器
管
理
よ
り
も
、
労
務
管
理
が
複
雑
で
難
し
い
た
め
」
で
あ
り
、
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「
書
物
の
学
問
は
参
考
に
は
な
る
が
、
さ
ほ
ど
工
場
管
理
に
適
用
で

き
な
い
こ
と
を
知
っ
た
」
と
し
て
、
工
場
実
習
の
重
要
性
を
説
い
て

い
た）

（10
（

。

　

し
か
し
開
学
当
初
の
南
通
紡
専
の
卒
業
生
は
、
ま
ず
紡
織
工
場
の

「
領
班
」（
末
端
の
ラ
イ
ン
管
理
者
）
か
ら
職
歴
を
始
め
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
例
え
ば
先
に
も
あ
げ
た
一
九
二
〇
年

入
学
の
高
事
恒
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る）

（10
（

。

…
一
〇
年
前
の
私
の
在
学
時
に
は
、
全
国
の
工
場
の
南
通
学
生

へ
の
信
用
は
不
充
分
で
、
同
級
生
か
ら
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
は

「
領
班
」
や
「
領
班
老
二
（
補
佐
─
引
用
者
）」
と
な
っ
た
と
聞

い
た
。
我
々
は
こ
の
不
愉
快
な
名
詞
を
聞
き
、
自
分
の
未
来
を

想
像
す
る
と
、
ひ
ど
く
落
胆
し
た
。

　

ま
た
一
九
二
一
年
の
卒
業
直
後
に
河
南
省
衛
輝
の
華
新
紡
に
就
職

し
た
陳
本
元
は
、
入
社
当
初
を
以
下
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る）

（10
（

。

…
衛
輝
に
着
い
て
三
ヶ
月
後
に
、
華
新
紡
は
操
業
を
開
始
し
た
。

そ
の
際
に
私
は
精
紡
部
の
領
班
と
な
っ
た
。
母
校
で
学
ん
で
多

く
の
知
識
は
あ
っ
た
が
、
今
ま
で
他
人
の
工
場
で
一
日
も
働
い

た
こ
と
（
実
習
の
経
験
─
引
用
者
）
は
な
く
、
だ
か
ら
当
時
の

同
僚
は
、
も
ち
ろ
ん
私
を
ナ
メ
て
か
か
り
、
同
級
生
も
ま
と
も

に
扱
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
が
真
面
目
に
作
業
を
こ

な
す
こ
と
で
、
彼
ら
も
見
直
し
て
く
れ
た
が
、
言
葉
に
で
き
な

い
心
痛
が
し
ず
ま
ら
な
か
っ
た
。
…
私
は
衛
輝
で
精
紡
部
の
領

班
を
半
年
つ
と
め
た
後
に
、
試
験
部
の
考
工
員
（
中
間
管
理
者

─
引
用
者
）
に
昇
任
し
た
。
精
紡
部
の
領
班
の
時
に
は
、
腹
の

中
は
不
満
で
一
杯
で
、
同
僚
た
ち
は
本
当
に
私
を
馬
鹿
に
し
て

い
た
。
し
か
し
馬
鹿
に
さ
れ
た
原
因
は
、
私
に
工
場
で
の
経
験

が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

両
者
の
回
想
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
南
通
紡
専
の
学
生
た
ち
は
、

最
下
層
の
ラ
イ
ン
管
理
者
か
ら
工
場
で
の
仕
事
を
始
め
る
こ
と
に
強

い
不
満
を
持
ち
、
し
か
も
そ
の
原
因
が
自
ら
の
実
地
経
験
の
不
足
に

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
。
し
か
し
問
題
は
、
以
下
の
高
事
恒
の

回
想
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
中
国
紡
に
は
実
習
先
と
し
て
適
切
な
工

場
が
少
な
い
こ
と
だ
っ
た）

（10
（

。

…
夏
休
み
に
は
、
私
は
帰
省
を
せ
ず
に
、
同
級
生
と
上
海
の
各

工
場
で
実
習
を
し
て
多
く
を
学
ん
だ
。
覚
え
て
い
る
の
は
現
在

の
工
商
次
長
の
穆
藕
初
氏
経
営
の
厚
生
紡
で
の
実
習
で
、
穆
氏

は
留
学
生
だ
が
、
こ
の
工
場
の
制
度
は
旧
式
（
工
頭
制
─
引
用

者
）
の
ま
ま
で
、
穆
氏
は
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
、
な
に
も
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
続
か
な
い
と
思
っ
た
が
、

や
は
り
破
綻
し
た
。
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こ
う
し
た
中
で
実
習
先
と
し
て
高
評
価
を
得
た
の
が
在
華
紡
だ
っ

た
。
在
華
紡
で
の
実
習
を
確
認
で
き
る
の
は
、
表
8
─

（
の
よ
う
に

い
ず
れ
も
浙
江
工
校
の
卒
業
者
で
あ
り
、
同
校
校
長
の
許
炳
堃
な
ど

東
京
高
工
卒
の
教
員
の
紹
介
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
実
習
先
の
一
つ

で
あ
る
豊
田
紡
の
経
営
者
の
西
川
秋
次
な
ど
、
東
京
高
工
紡
織
科
の

日
本
人
同
窓
生
は
在
華
紡
各
社
に
在
職
し
て
い
た
。
中
国
人
教
員
は
、

こ
う
し
た
人
脈
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
表
8
─

（
の
呉
士
槐
は
、
一
九
一
六
年
に
浙
江
工
校
機
械

科
を
卒
業
後
に
、
内
外
綿
第
五
廠
に
練
習
生
と
し
て
入
り
、
一
九
年

の
五
四
運
動
で
離
職
す
る
ま
で
勤
務
し
て
い
た）

（10
（

。
一
八
年
卒
業
の
厲

致
祥
も
、
内
外
綿
第
八
工
場
で
実
習
を
し
て
い
る）

（（1
（

。
同
じ
く
一
八
年

卒
業
の
張
燦
は
、
豊
田
紡
織
の
織
布
部
で
、
保
全
担
当
と
し
て
二
年

間
、
運
転
担
当
と
し
て
一
年
半
の
合
計
三
年
半
に
わ
た
る
実
習
を
経

験
し
た
。
同
時
期
の
実
習
生
に
は
、
三
人
の
日
本
人
の
甲
種
工
業
学

校
（
一
八
九
九
年
の
実
業
学
校
令
に
よ
り
、
修
業
年
限
を
三
年
、
入
学
資

格
を
一
四
歳
以
上
で
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
と
さ
れ
た
）
卒
業
生
が
い
た
。

実
習
生
の
疑
問
へ
の
日
本
人
の
保
全
主
任
に
よ
る
丁
寧
な
対
応
、
工

場
内
の
紡
織
関
連
の
参
考
書
籍
・
雑
誌
の
充
実
ぶ
り
、
随
時
の
試
験

の
実
施
と
合
格
時
の
賞
金
給
付
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
、
張

は
在
華
紡
の
実
習
受
入
体
制
の
整
備
を
高
く
評
価
し
て
い
る）

（（（
（

。
ま
た

黄
金
声
も
、
許
炳
堃
校
長
の
紹
介
に
よ
り
一
九
二
三
年
か
ら
豊
田
紡

織
の
織
布
部
に
実
習
生
と
し
て
採
用
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
ま
で
勤
務

し
て
い
た）

（（0
（

。

　

中
国
紡
が
実
習
先
と
し
て
問
題
を
抱
え
て
い
た
と
は
い
え
、
一
九

二
一
年
に
中
国
の
工
学
生
全
般
の
工
場
実
習
の
困
難
さ
を
記
し
た
汪

振
声
か
ら
、「
紡
織
業
は
比
較
的
満
足
」
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
中

国
工
業
全
体
か
ら
す
れ
ば
良
好
だ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る）

（（0
（

。

（
3
）　
企
業
内
教
育
：
紡
織
工
場
職
員
養
成
所

　

い
く
つ
か
の
中
国
紡
で
は
、
工
業
学
校
卒
業
生
の
実
地
経
験
不
足

を
補
う
た
め
に
企
業
内
教
育
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
朱
仙

舫
や
汪
孚
礼
な
ど
東
京
高
工
卒
の
技
術
者
の
在
職
工
場
に
見
ら
れ
る
。

最
初
の
事
例
は
、
先
述
し
た
表
8
─

（
の
恒
豊
紗
廠
附
設
職
員
養
成

所
と
な
る
。
恒
豊
紡
で
ラ
イ
ン
管
理
者
を
必
要
と
す
る
と
、
養
成
所

が
国
内
の
甲
種
工
業
学
校
卒
業
生
を
募
集
し
た
。
採
用
さ
れ
る
と
、

半
日
は
養
成
所
で
授
業
を
受
け
、
も
う
半
日
は
恒
豊
紡
で
の
業
務
に

就
き
、
隔
週
で
日
勤
と
夜
勤
を
交
代
し
た
。
こ
う
し
た
工
場
勤
務
を

一
年
間
実
践
さ
せ
る
こ
と
で
、
技
術
や
管
理
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
。

三
〇
年
ま
で
に
八
回
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
が
、
最
初
の
二
回
の

卒
業
生
数
が
三
〇
余
名
、
三
〇
年
は
通
常
よ
り
多
い
と
さ
れ
る
三
二
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名
だ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
本
来
の
定
員
は
二
〇
名
弱
と
思
わ

れ
る
。
教
育
に
当
た
っ
た
の
は
、
朱
仙
舫
や
汪
孚
礼
な
ど
の
留
学
経

験
者
や
中
国
の
大
卒
者
で
あ
り
、
学
生
か
ら
の
学
費
は
徴
収
せ
ず
、

八
元
程
度
の
手
当
を
支
払
っ
た）

（（0
（

。

　

ま
た
恒
豊
紡
は
、
一
九
二
〇
年
三
月
に
創
設
さ
れ
た
大
中
華
紡
の

「
考
工
」
養
成
の
た
め
に
、
表
8
─

（
の
大
中
華
紡
職
員
養
成
所
も
設

置
し
て
い
る
。
同
所
の
募
集
広
告
に
よ
れ
ば
、
募
集
人
員
は
二
〇
名

で
、
受
験
資
格
は
二
〇
～
三
〇
歳
の
甲
種
工
業
学
校
の
紡
織
科
、
機

械
科
の
卒
業
生
で
あ
り
、
就
学
期
間
は
一
年
で
、
学
費
・
賄
い
費
は

無
料
で
、
卒
業
後
に
は
大
中
華
紡
の
「
考
工
」
に
就
く
こ
と
を
採
用

の
条
件
と
し
て
い
た）

（（0
（

。

　

申
新
紡
も
、
無
錫
の
栄
巷
に
職
員
養
成
所
を
設
け
て
一
九
二
七
年

二
月
に
学
生
を
募
集
し
た
。
定
員
は
二
〇
名
で
、
受
験
資
格
は
二
〇

～
二
六
歳
の
中
等
工
業
学
校
卒
業
者
で
あ
り
、
合
格
後
に
は
二
〇
〇

元
の
保
証
金
を
納
付
し
、
卒
業
後
に
は
最
低
で
も
申
新
紡
に
五
年
間

の
勤
務
を
求
め
ら
れ
て
い
た）

（（0
（

。
し
か
し
、
こ
れ
は
保
証
金
な
ど
条
件

の
厳
し
さ
か
ら
か
、
学
生
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
翌
一
九
二
八
年
八
月
に
行
わ
れ
た
募
集
で
は
、
受
験
資

格
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
一
八
～
二
四
歳
の
甲
種
工
業
学
校
の
紡
織
、

機
械
、
電
気
学
科
卒
業
生
、
あ
る
い
は
紡
織
専
門
学
校
に
二
年
間
在

学
し
た
者
と
さ
れ
た
。
定
員
は
一
五
名
、
修
学
期
間
は
一
年
、
制
服

費
と
し
て
一
〇
元
を
徴
す
る
以
外
の
学
費
・
賄
い
費
は
無
料
と
さ
れ
、

卒
業
後
に
は
月
給
一
五
～
二
五
元
で
三
年
間
の
勤
務
を
求
め
ら
れ
た）

（（0
（

。

こ
れ
は
奏
効
し
た
よ
う
で
、
翌
年
か
ら
学
生
募
集
が
継
続
さ
れ
た
。

　

一
九
二
九
年
の
第
二
回
募
集
で
は
、
定
員
は
一
八
名
に
拡
大
さ
れ
、

卒
業
後
の
勤
務
期
間
を
規
定
し
な
い
な
ど
入
学
枠
や
条
件
が
緩
和
さ

れ
て
い
る）

（（0
（

。
三
〇
年
の
第
三
回
募
集
で
は
更
に
定
員
を
二
〇
名
に
拡

げ
、
三
一
年
の
第
四
回
募
集
で
も
同
じ
く
二
〇
名
を
定
員
と
し
て
い

る
）
（（0
（

。
こ
の
他
に
、
表
8
─

（
の
よ
う
に
上
海
の
宝
成
紡
や
宝
興
紡
で

も
職
員
養
成
所
を
設
置
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

い
う
な
れ
ば
恒
豊
紡
や
申
新
紡
な
ど
の
職
員
養
成
所
は
、
日
本
の

教
育
機
関
に
お
け
る
卒
業
後
の
工
場
実
習
に
あ
た
る
も
の
だ
っ
た
と

い
え
る
。
先
述
の
よ
う
に
中
国
の
工
業
学
校
の
卒
業
生
に
は
適
切
な

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
場
が
保
障
さ
れ
ず
、
紡
織
企
業
側
も
卒
業
生
の
質
に
不
満

を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
優
秀
な
卒
業
生
を
選
抜
し
、
自
社
の

養
成
所
に
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
ン
管
理
者
の
養
成

を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
恒
豊
紡
や
申
新
紡
で
、
職
員
養
成
を
担
っ
た

の
は
、
朱
仙
舫
や
汪
孚
礼
な
ど
い
ず
れ
も
留
日
経
験
者
で
あ
り
、
前

述
の
栄
宗
敬
申
新
紡
経
理
の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
営
者
に

そ
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
た
の
は
在
華
紡
の
存
在
だ
っ
た
。
中
国
紡
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の
職
員
養
成
所
は
そ
の
設
置
か
ら
運
営
ま
で
、
日
本
紡
織
業
が
強
く

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

恒
豊
紡
や
申
新
紡
な
ど
で
の
企
業
内
教
育
の
進
展
、
永
安
紡
や
大

生
第
一
紡
な
ど
の
階
層
的
管
理
制
の
拡
大
な
ど
、
先
進
的
な
中
国
紡

で
の
改
革
に
よ
り
、
国
内
各
校
の
卒
業
生
も
「
領
班
」
→
「
考
工
」

→
各
「
工
程
主
任
」
へ
と
階
層
を
上
昇
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
学
生
側
の
不
満
、
工
場
側
の
不
信
も
一
九
二
〇
年
代
末
に

は
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に

　

近
代
工
業
技
術
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
必
要
な
も
の
は
、
技
術
者

と
階
層
的
な
技
術
者
を
養
成
で
き
る
教
育
体
系
だ
っ
た
。
近
代
中
国

で
は
、
清
末
の
一
九
〇
〇
年
代
以
降
に
留
学
に
よ
り
養
成
さ
れ
た
技

術
者
が
帰
国
し
、
同
時
期
か
ら
教
育
制
度
の
整
備
も
始
ま
り
、
留
学

経
験
者
が
新
設
の
工
業
学
校
の
教
員
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
南
通
紡
専
や
多
く
の
甲
種
工
業
学
校
が
一
九
一
二
年
に
開
校

し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
学
校
は
、
中
華
民
国
の
成
立
後
に
本
格
的

に
始
動
し
た
。

　

ま
た
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
構
造
の
特
徴
と
し
て
は
、
教
育
行
政
に
お

け
る
軽
工
業
の
位
置
づ
け
の
低
さ
を
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
高

等
教
育
機
関
と
し
て
最
多
の
技
術
者
を
養
成
し
た
南
通
紡
専
は
私
立

学
校
で
あ
っ
た
し
、
法
制
度
の
問
題
か
ら
そ
の
認
可
も
遅
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
公
立
の
高
等
工
業
学
校
な
ど
に
よ
り
、
紡
織
工
業
技
術

者
を
養
成
し
た
日
本
と
は
対
照
的
だ
っ
た
。

　

と
は
い
え
一
九
三
〇
年
代
の
国
民
政
府
期
に
は
、
階
層
的
な
技
術

者
を
養
成
で
き
る
学
校
体
系
が
整
備
さ
れ
、
棉
統
会
と
い
う
公
的
機

関
に
よ
る
援
助
も
開
始
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
卒
業
後
の
工
場
実
習
に
適
切
な
工
場
が
、
在
華
紡
以
外
に
存

在
し
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
技
術
者
が
、

工
業
学
校
卒
業
生
に
企
業
内
教
育
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
間
管

理
者
を
育
成
し
階
層
的
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
の
だ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
一
般
労
働
者
の
問
題
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
近
代
中

国
教
育
の
根
本
的
な
問
題
は
、
義
務
教
育
の
不
振
だ
っ
た
。
日
本
で

は
、
一
九
〇
五
年
に
義
務
教
育
の
就
学
率
は
九
六
％
に
ま
で
達
し
て

い
た）

（01
（

。
一
方
、
中
国
で
は
そ
の
二
年
後
の
一
九
〇
七
年
か
ら
義
務
教

育
が
試
行
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
二
〇
余
年
を
経
た
一
九
三
〇
年
段
階
で

の
義
務
教
育
就
学
率
で
も
、
全
国
平
均
で
わ
ず
か
二
二
・
〇
七
％
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
省
市
に
よ
っ
て
地
域
差
が
あ
り
、
上
海
で
五

七
・
九
三
％
、
浙
江
省
で
三
一
・
六
二
％
、
河
北
省
で
三
一
・
三

一
％
、
湖
南
省
で
二
八
・
六
八
％
、
江
蘇
省
で
一
四
・
八
二
％
と
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な
っ
て
い
た）

（0（
（

。
そ
の
た
め
労
働
者
の
多
く
は
非
識
字
者
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
技
術
者
た
ち
も
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
べ
く
、「
職

工
補
習
学
校
」
の
設
立
を
早
く
か
ら
求
め
る
と
と
も
に）

（00
（

、「
義
務
小

学
校
」（
月
謝
を
と
ら
な
い
奉
仕
の
学
校
）
の
設
立
・
運
営
も
し
て
い

た
）
（00
（

。
ま
た
江
蘇
省
の
い
く
つ
か
の
紡
織
工
場
で
は
、
労
働
者
へ
の
機

械
操
作
教
育
を
中
心
に
労
働
時
間
外
教
育
（「
業
余
教
育
」）
も
行
わ

れ
た
が
、
非
識
字
者
の
労
働
者
へ
の
本
格
的
な
識
字
教
育
は
中
華
人

民
共
和
国
の
成
立
後
に
な
っ
た）

（00
（

。

（
（
）  

富
澤
芳
亜
「
紡
織
業
史
」（
久
保
亨
編
『
中
国
経
済
史
入
門
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）。

（
（
）  

富
澤
芳
亜
「『
満
州
事
変
』
前
後
の
中
国
紡
織
技
術
者
の
日
本

紡
織
業
認
識
」（
曽
田
三
郎
編
『
近
代
中
国
と
日
本
─
提
携
と
敵

対
の
半
世
紀
─
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
（
）  

史
貴
全
『
中
国
近
代
高
等
工
程
教
育
研
究
』（
上
海
交
通
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
張
暁
東
、
呉
文
華
『
民
国
時
期
職
業

教
育
研
究
』（
鄭
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）。

（
（
）  

史
貴
全
『
中
国
近
代
高
等
工
程
教
育
研
究
』
二
章
。
ま
た
芸
徒

学
堂
に
お
い
て
も
、
日
本
の
工
業
学
校
規
程
を
参
考
に
各
種
規
則

が
定
め
ら
れ
て
い
た
（「
商
部
奏
籌
辦
芸
徒
学
堂
酌
擬
簡
明
章
程

析
」［『
東
方
雑
誌
』
一
一
期
、
一
九
〇
六
年
］）。

（
（
）  

中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
（
以
下
、
二
檔
と
省
略
）
編
『
中
華
民

国
史
檔
案
資
料
彙
編
』
三
輯
教
育
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

一
年
）
一
〇
七
～
一
四
一
頁
。
史
貴
全
『
中
国
近
代
高
等
工
程
教

育
研
究
』
二
章
。

（
（
）  

張
暁
東
、
呉
文
華
『
民
国
時
期
職
業
教
育
研
究
』
一
六
頁
。

（
7
）  

陳
立
夫
「
三
十
年
来
之
中
国
工
程
教
育
」（
中
国
工
程
師
学
会

編
『
三
十
年
来
之
中
国
工
程
』
中
国
工
程
師
学
会
、
一
九
四
八

年
）。
二
檔
編
『
中
華
民
国
史
檔
案
資
料
滙
編
』
三
輯
教
育
一
〇

七
～
一
一
〇
、
一
一
四
、
三
七
八
頁
。

（
8
）  

史
貴
全
『
中
国
近
代
高
等
工
程
教
育
研
究
』
六
二
～
六
三
頁
。

張
暁
東
、
呉
文
華
『
民
国
時
期
職
業
教
育
研
究
』
一
七
～
一
九
頁
。

（
9
）  

二
檔
編
『
中
華
民
国
史
檔
案
資
料
滙
編
』
五
輯
一
編
教
育

（
一
）（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
一
七
八
～
一
八
五
頁
。

（
（0
）  

李
升
伯
「
棉
統
会
改
進
棉
紡
織
業
工
作
概
況
」（『
棉
業
月
刊
』

一
巻
一
期
、
一
九
三
七
年
一
月
）。

（
（（
）  

南
通
学
院
紡
織
科
学
友
会
『
南
通
学
院
紡
織
科
学
友
録
』
一
九

三
四
年
。

（
（（
）  

南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学
院
紡
織
科
民
卅
二
級
畢
業
紀
年

刊
』（
出
版
年
・
出
版
地
不
詳
）。
南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学
院

紡
織
科
民
三
八
級
畢
業
紀
年
刊
』（
出
版
年
・
出
版
地
不
詳
）。
富

澤
芳
亜
「
銀
行
団
接
管
期
の
大
生
第
一
紡
織
公
司
」（『
史
学
研

究
』
二
〇
四
号
、
一
九
九
四
年
）。

（
（（
）  

南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学
院
紡
織
科
民
卅
二
級
畢
業
紀
年

刊
』。
南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学
院
紡
織
科
民
三
八
級
畢
業
紀

年
刊
』。
張
季
直
先
生
事
業
史
編
纂
処
『
大
生
紡
織
公
司
年
鑑

（
一
八
九
五
～
一
九
四
七
）』（
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
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年
）
一
三
九
～
一
四
〇
頁
。

（
（（
）  

李
升
伯
「
棉
統
会
改
進
棉
紡
織
業
工
作
概
況
」。

（
（（
）  
南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学
院
紡
織
科
民
三
八
級
畢
業
紀
年

刊
』。
璩
鑫
圭
、
童
富
勇
、
張
守
智
編
『
中
国
近
代
教
育
史
資
料

滙
編
』（
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
二
五
〇
頁
。『
南
通

学
院
概
況
』
一
九
四
九
年
（
張
研
・
孫
燕
京
主
編
『
民
国
史
料
叢

刊
』
一
〇
八
〇
巻
［
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
］
に
よ
っ
た
）

一
頁
。

（
（（
）  

予
科
は
開
校
当
初
は
二
年
制
だ
っ
た
が
、
壬
子
・
癸
丑
学
制
に

従
い
一
年
制
に
変
更
さ
れ
て
い
た
（
南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学

院
紡
織
科
民
三
八
級
畢
業
紀
年
刊
』）。

（
（7
）  

「
南
通
紡
織
専
門
学
校
招
生
広
告
」（『
申
報
』
一
九
二
四
年
六

月
二
七
日
～
七
月
二
七
日
）。

（
（8
）  

「
南
通
紡
織
専
門
学
校
続
招
新
生
」（『
申
報
』
一
九
二
四
年
八

月
七
日
～
八
月
二
二
日
）。

（
（9
）  

「
南
通
紡
織
専
門
学
校
招
生
」（『
申
報
』
一
九
二
五
年
七
月
四

日
～
八
月
一
日
）。「
南
通
紡
織
専
門
学
校
招
生
」（『
申
報
』
一
九

二
五
年
八
月
二
七
日
～
九
月
五
日
）。

（
（0
）  

南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学
院
紡
織
科
民
三
八
級
畢
業
紀
年
刊
』。

（
（（
）  

「
蘇
教
庁
呈
復
南
通
両
専
校
之
成
績
」（『
申
報
』
一
九
二
四
年

六
月
一
三
日
）。

（
（（
）  

馬
尚
武
『
奉
系
経
済
』（
遼
海
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
四
三

～
五
八
頁
。

（
（（
）  

高
事
恒
「
従
母
校
説
到
社
会
」（『
紡
織
之
友
』
一
期
、
一
九
三

一
年
）。

（
（（
）  

「
張
謇
要
求
派
人
留
学
紡
織
函
」（
一
九
一
五
年
四
月
三
日
）
二

檔
編
『
中
華
民
国
史
檔
案
資
料
滙
編
』
三
輯
教
育
、
三
八
四
～
三

八
五
頁
。
南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学
院
紡
織
科
民
三
八
級
畢
業

紀
年
刊
』。『
清
華
一
覧
』
出
版
年
・
出
版
地
不
詳
（
張
研
・
孫
燕

京
主
編
『
民
国
史
料
叢
刊
』
一
〇
六
八
巻
［
大
象
出
版
社
、
二
〇

〇
九
年
］
に
よ
っ
た
）
一
三
二
～
一
三
三
頁
。

（
（（
）  

富
澤
芳
亜
「
銀
行
団
接
管
期
の
大
生
第
一
紡
織
公
司
」。

（
（（
）  

上
海
市
紡
織
工
業
局
・
上
海
棉
紡
織
工
業
公
司
、
上
海
市
工
商

行
政
管
理
局
永
安
紡
織
印
染
公
司
資
料
組
編
『
永
安
紡
織
印
染
公

司
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
五
五
～
五
七
頁
。

（
（7
）  

山
東
省
政
協
文
史
資
料
委
員
会
、
淄
博
市
政
協
文
史
資
料
委
員

会
、
桓
台
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
苗
氏
民
族
資
本
的
興

起
』（
山
東
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）。
資
源
委
員
会
『
中
国

工
程
人
名
録
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
一
年
）
二
八
一
、
二
九

七
、
四
四
五
頁
。

（
（8
）  

南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学
院
紡
織
科
民
三
八
級
畢
業
紀
年

刊
』。『
南
通
学
院
概
況
』
一
頁
。
一
九
二
八
年
の
理
事
は
、
猪
民

誼
、
何
玉
書
、
蔡
孑
民
、
李
石
曽
、
于
右
任
、
銭
新
元
、
張
軼
欧
、

周
仲
奇
、
呉
寄
塵
、
徐
賡
起
、
栄
宗
敬
、
沈
燕
謀
、
于
敬
之
、
張

孝
若
の
一
四
名
。

（
（9
）  

「
教
部
核
准
嶺
南
南
通
両
校
立
案
」（『
申
報
』
一
九
三
〇
年
八

月
八
日
）。「
大
学
組
織
法
」
と
「
大
学
規
程
」
に
つ
い
て
は
、
二

檔
編
『
中
華
民
国
史
檔
案
資
料
滙
編
』
第
五
輯
第
一
編
教
育（
一
）、

一
七
一
～
一
七
八
頁
を
参
照
。

（
（0
）  

「
本
会
呈
教
育
部
実
業
部
文
」（『
紡
織
之
友
』
二
期
、
一
九
三
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二
年
）。

（
（（
）  

「
紡
業
謀
拡
充
南
通
紡
織
学
校
」（『
紡
織
時
報
』
八
七
四
号
、

一
九
三
二
年
三
月
三
一
日
）。

（
（（
）  
「
拡
充
南
通
紡
校
及
建
設
上
海
紡
校
」（『
紡
織
時
報
』
八
七
七

号
、
一
九
三
二
年
四
月
一
一
日
）。「
拡
充
南
通
紡
校
経
費
已
解

決
」（『
紡
織
時
報
』
八
七
八
号
、
一
九
三
二
年
四
月
一
四
日
）。

談
話
会
の
出
席
者
は
、
栄
宗
敬
（
申
新
紡
）、
郭
順
（
永
安
紡
）、

王
啓
宇
（
振
泰
・
宝
興
紡
）、
董
仲
生
（
統
益
紡
）、
薛
春
生
（
振

華
紡
）、
載
質
夫
、
楊
習
賢
（
隆
茂
紡
）、
李
升
伯
（
大
生
第
一
）、

厳
裕
棠
（
蘇
綸
紡
）、
沈
九
成
、
陶
星
如
、
劉
靖
基
（
大
成
紡
）、

羅
輝
宗
（
大
興
紡
）、
丁
若
汀
、
計
健
南
（
三
友
社
）、
朱
仙
舫
、

雷
炳
林
、
朱
公
権
、
黄
炳
圭
、
童
潤
夫
、
蒋
柯
亭
、
張
則
民
、
呉

欣
奇
。

（
（（
）  

「〔
一
九
三
三
年
〕
九
月
一
三
日
第
九
次
執
委
会
」
上
海
市
檔
案

館
（
以
下
、
上
檔
と
省
略
）
Ｓ
三
〇
─
一
─
四
一
。

（
（（
）  

「
拡
充
南
通
紡
校
経
費
已
解
決
」（『
紡
織
時
報
』
八
七
八
号
、

一
九
三
二
年
四
月
一
四
日
）。

（
（（
）  

一
九
二
三
年
恐
慌
に
つ
い
て
は
、
森
時
彦
『
中
国
近
代
綿
業
史

の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
三
～
四
章

を
参
照
。

（
（（
）  

棉
統
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
王
樹
槐

「
棉
業
統
制
委
員
会
的
工
作
成
効　

一
九
三
三
～
一
九
三
七
」（
中

央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
『
抗
戦
前
十
年
国
家
建
設
史
研
討
会
論

文
集　

一
九
二
八
～
三
七
』
下
冊
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、

一
九
八
四
年
）。M

argherita Zanasi. Saving the N
ation: 

E
conom

ic M
odernity in R

epublican C
hina. T

he 
U

niversity of Chicago Press, （00（.

（
（7
）  

「
棉
統
会
→
各
紡
織
学
校　

一
九
三
三
年
一
一
月
二
四
日
、
全

経
委
棉
統
会
統
字
二
一
九
号
」
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
（
以
下
、

二
檔
と
省
略
）
四
四
─
二
六
〇
〇
。「
北
平
大
学
工
学
院
羅
聴
餘

→
棉
統
会　

一
九
三
五
年
一
月
四
日
、
棉
字
第
一
八
一
七
号
」
二

檔
四
四
─
二
六
〇
〇
。

（
（8
）  

童
潤
夫
（
一
八
九
七
～
一
九
七
四
）
は
、
蘇
州
工
専
を
経
て
一

九
二
一
年
に
桐
生
高
等
工
業
学
校
紡
織
科
を
卒
業
し
、
二
二
年
か

ら
在
華
紡
の
大
康
紡
練
習
工
程
師
・
工
程
師
、
二
九
年
か
ら
は
鴻

章
紡
廠
長
を
つ
と
め
た
。
三
三
年
か
ら
棉
業
統
制
委
員
会
技
術
専

員
・
技
術
主
任
、
中
央
研
究
院
棉
紡
織
染
実
験
館
幹
事
会
技
術
幹

事
を
経
て
、
三
七
～
五
六
年
誠
孚
信
託
公
司
常
務
董
事
兼
副
総
経

理
を
務
め
て
い
る
（
中
国
科
学
技
術
協
会
編
『
中
国
科
学
技
術
専

家
伝
略　

工
程
技
術
編　

紡
織
巻
一
』［
中
国
紡
織
出
版
社
、
一

九
九
六
年
］）。

（
（9
）  

「
北
平
大
学
工
学
院
羅
聴
餘
→
棉
統
会　

一
九
三
五
年
一
月
四

日
、
棉
字
第
一
八
一
七
号
」
二
檔
四
四
─
二
六
〇
〇
。「
湖
南
省

立
高
級
工
科
職
業
学
校
→
棉
統
会　

一
九
三
五
年
一
月
二
六
日
、

棉
字
第
一
九
六
五
号
」
二
檔
四
四
─
二
六
〇
〇
。「
四
川
省
立
成

都
高
級
工
業
職
業
学
校
→
棉
統
会　

一
九
三
五
年
三
月
六
日
、
棉

字
第
四
三
六
九
号
」
二
檔
四
四
─
二
六
〇
〇
。

（
（0
）  
「
全
経
委
秘
書
処
→
棉
統
会　

一
九
三
七
年
二
月
五
日
、
棉
字

六
六
六
四
号
」、「
全
経
委
秘
書
処
→
棉
統
会　

一
九
三
七
年
二
月

二
六
日
、
棉
字
六
六
二
〇
号
」、「
全
経
委
秘
書
処
→
棉
統
会　

一
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九
三
七
年
三
月
八
日
、
棉
字
六
八
八
九
号
」
全
て
二
檔
四
四
─
二

六
一
一
。

（
（（
）  
二
檔
四
四
─
二
六
〇
九
。
二
檔
四
四
─
二
六
一
二
。

（
（（
）  
南
通
学
院
紡
織
科
『
南
通
学
院
紡
織
科
民
三
八
級
畢
業
紀
年

刊
』。
李
升
伯
「
棉
統
会
改
進
棉
紡
織
業
工
作
概
況
」。

（
（（
）  

国
立
北
平
大
学
校
長
辦
公
室
編
『
国
立
北
平
大
学
一
覧
』
一
九

三
四
年
、
四
四
～
五
一
頁
（
張
研
、
孫
燕
京
主
編
『
民
国
史
料
叢

刊
』
一
〇
六
四
巻
［
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
］
に
よ
っ
た
）。

教
育
部
教
育
年
鑑
編
纂
委
員
会
『
第
一
次
中
国
教
育
年
鑑
』
丙
編

第
一
（
開
明
書
店
、
一
九
三
四
年
）
三
八
～
三
九
頁
。

（
（（
）  

国
立
北
平
大
学
校
長
辦
公
室
編
『
国
立
北
平
大
学
一
覧
』
三
三

八
～
三
四
一
頁
。
龔
明
安
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
天
津

紡
織
工
学
院
教
授
を
つ
と
め
た
（
同
書
編
写
組
『
天
津
紡
織
工
学

院
校
史
』
天
津
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
三
一
九
頁
）。

（
（（
）  

『
東
北
大
学
一
覧
』
一
九
二
六
年
、
全
校
教
授
一
覧
一
七
頁

（
張
研
、
孫
燕
京
主
編
『
民
国
史
料
叢
刊
』
一
〇
七
四
巻
［
大
象

出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
］
に
よ
っ
た
）。『
東
北
大
学
概
覧
（
一
九

二
八
年
度
）』
一
九
二
九
年
、
工
学
院
二
、
五
三
頁
（
張
研
、
孫

燕
京
主
編
『
民
国
史
料
叢
刊
』
一
〇
七
四
巻
に
よ
っ
た
）。『
東
北

大
学
年
鑑
』、
一
九
二
九
年
、
五
二
～
五
五
頁
（
張
研
、
孫
燕
京

主
編
『
民
国
史
料
叢
刊
』
一
〇
七
五
巻
［
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇

九
年
］
に
よ
っ
た
）。

（
（（
）  

周
川
主
編
『
中
国
近
現
代
高
等
教
育
人
物
辞
典
』（
福
建
教
育

出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
三
四
～
一
三
五
頁
。

（
（7
）  

『
東
北
大
学
年
鑑
』
一
九
二
九
年
、
五
三
～
五
四
頁
。

（
（8
）  

南
通
学
院
紡
織
科
学
友
会
『
南
通
学
院
畢
業
紀
年
冊
［
民
三
三

級
紡
工
系
］』
出
版
地
不
詳
、
一
九
四
四
年
。

（
（9
）  

「
蘇
州
工
専
→
棉
統
会　

一
九
三
四
年
二
月
一
二
日
、
棉
字
三

九
四
号
」
二
檔
四
四
─
二
六
〇
三
。
蘇
州
工
業
専
門
学
校
『
蘇
工

校
友
録
』
一
九
四
七
年
。

（
（0
）  

中
国
科
学
技
術
協
会
編
『
中
国
科
学
技
術
専
家
伝
略　

工
程
技

術
編
・
紡
織
巻
一
』（
中
国
紡
織
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
二
七

～
三
四
頁
。

（
（（
）  

大
学
区
制
の
試
行
に
つ
い
て
は
、
高
田
幸
男
「
南
京
国
民
政
府

の
教
育
政
策
─
中
央
大
学
区
試
行
を
中
心
に
─
」（
中
国
現
代
史

研
究
会
編
『
中
国
国
民
政
府
史
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六

年
）
を
参
照
。

（
（（
）  

「
蘇
州
工
専
→
棉
統
会　

一
九
三
四
年
二
月
一
二
日
、
棉
字
三

九
四
号
」
二
檔
四
四
─
二
六
〇
三
。
教
育
部
『
第
一
次
中
国
教
育

年
鑑
』
丙
編
第
一
、
三
七
六
頁
。

（
（（
）  

李
升
伯
「
棉
統
会
改
進
棉
紡
織
業
工
作
概
況
」

（
（（
）  

「
蘇
州
工
専
→
棉
統
会　

一
九
三
四
年
一
〇
月
二
四
日
、
棉
字

一
四
一
四
号
」
二
檔
四
四
─
二
六
〇
三
。
教
育
部
『
第
一
次
中
国

教
育
年
鑑
』
丙
編
第
一
、
三
七
六
頁
。

（
（（
）  

「
棉
統
会
→
蘇
州
工
専
、
一
九
三
五
年
二
月
一
二
日
、
統
字
一

九
四
二
号
」
二
檔
四
四
─
二
六
〇
三
。

（
（（
）  

飯
塚
靖
「
中
国
近
代
に
お
け
る
農
業
技
術
者
の
形
成
と
棉
作
改

良
問
題（
Ⅰ
）」（『
ア
ジ
ア
経
済
』
三
三
巻
九
号
、
一
九
九
二
年
）。

胡
竟
良
『
中
国
棉
産
改
進
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
五
年
）、

一
〇
、
一
四
頁
。
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（
（7
）  

河
北
省
立
工
業
学
院
出
版
委
員
会
『
河
北
省
立
工
業
学
院
』
出

版
地
出
版
年
不
詳
（
張
研
、
孫
燕
京
主
編
『
民
国
史
料
叢
刊
』
一

〇
七
三
巻
、
大
象
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
四
～
七
頁
に
よ
っ
た
）。

（
（8
）  
李
升
伯
「
棉
統
会
改
進
棉
紡
織
業
工
作
概
況
」。
教
育
部
教
育

年
鑑
編
纂
委
員
会
編
『
第
二
次
中
国
教
育
年
鑑
』（
商
務
印
書
館
、

一
九
四
八
年
）
七
〇
七
頁
。

（
（9
）  

蚕
糸
協
導
会
浙
処
資
料
室
「
浙
江
省
之
製
糸
業
」（『
蚕
糸
雑

誌
』
二
巻
一
九
四
八
年
［
陳
真
編
『
中
国
近
代
工
業
史
料　

第
四

輯
上
巻
』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
六
一
年
、
一
八

〇
頁
に
よ
っ
た
］）。

（
（0
）  

朱
仙
舫
「
三
十
年
来
中
国
之
紡
織
工
程
」（
中
国
工
程
師
学
会

編
『
三
十
年
来
之
中
国
工
程
』
中
国
工
程
師
学
会
、
一
九
四
八
年
）。

（
（（
）  

許
炳
堃
「
浙
江
中
等
工
業
学
堂
創
辦
経
過
及
其
影
響
」（
中
国

人
民
政
治
協
商
会
議
浙
江
省
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
『
浙

江
文
史
資
料
選
輯
』
一
輯
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
浙
江
省
委

員
会
文
史
資
料
委
員
会
、
一
九
六
二
年
［
同
書
編
纂
委
員
会
『
薪

伝
華
章
─
浙
江
工
業
大
学
溯
源
─
』
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇

八
年
に
よ
っ
た
］）。

（
（（
）  

天
野
郁
夫
『
教
育
と
近
代
化
─
日
本
の
経
験
─
』（
玉
川
大
学

出
版
部
、
一
九
九
七
年
）
一
三
二
～
一
三
九
頁
。

（
（（
）  

「
上
諭
」（『
申
報
』
一
九
〇
八
年
一
〇
月
一
六
日
）。「
江
督
飭

議
補
救
綢
業
辦
法
」（『
申
報
』
一
九
〇
九
年
一
月
一
一
日
）。『
薪

伝
華
章
─
浙
江
工
業
大
学
溯
源
─
』
三
八
七
頁
。
こ
の
時
期
の
江

南
地
方
へ
の
近
代
製
糸
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照

の
こ
と
。
古
田
和
子
「
近
代
製
糸
業
の
導
入
と
江
南
社
会
の
対

応
」（
平
野
健
一
郎
編
『
国
際
関
係
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
二
─
近

代
日
本
と
ア
ジ
ア
─
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）、「
製

糸
技
術
の
移
転
と
社
会
構
造
─
日
本
と
中
国
の
場
合
─
」（
柴
田

三
千
雄
ほ
か
編
『
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
問
い
二
─
生
活
の
技
術

生
産
の
技
術
─
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）。
清
川
雪
彦
『
近

代
製
糸
技
術
と
ア
ジ
ア
─
技
術
導
入
の
比
較
経
済
史
─
』（
名
古

屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）。
こ
の
時
期
の
江
浙
地
方
の
製

糸
工
場
の
急
減
に
つ
い
て
は
、
曽
田
三
郎
『
中
国
近
代
製
糸
業
史

の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）
三
章
二
節
を
参
照
。

（
（（
）  

『
薪
伝
華
章
─
浙
江
工
業
大
学
溯
源
─
』
三
八
七
頁
。

（
（（
）  

許
炳
堃
「
浙
江
中
等
工
業
学
堂
創
辦
経
過
及
其
影
響
」。『
薪
伝

華
章
─
浙
江
工
業
大
学
溯
源
─
』
一
一
～
一
二
、
三
八
七
頁
。

（
（（
）  

国
立
浙
江
大
学
『
国
立
浙
江
大
学
第
二
届
畢
業
紀
年
刊
』
一
九

二
九
年
、
一
〇
～
一
二
頁
。「
院
史
」（
国
立
浙
江
大
学
『
国
立
浙

江
大
学
工
学
院
第
三
届
畢
業
紀
年
刊
』
一
九
三
〇
年
）。
許
炳
堃

「
浙
江
中
等
工
業
学
堂
創
辦
経
過
及
其
影
響
」。『
薪
伝
華
章
─
浙

江
工
業
大
学
溯
源
─
』
一
二
頁
。

（
（7
）  

国
立
浙
江
大
学
秘
書
処
出
版
課
『
国
立
浙
江
大
学
一
覧
』（
民

国
二
一
年
度
）（
杭
州
正
則
印
書
館
、
一
九
三
二
年
）
一
七
～
一

九
頁
。

（
（8
）  

国
立
浙
江
大
学
秘
書
処
出
版
課
『
国
立
浙
江
大
学
一
覧
』
一
七

～
一
九
頁
。
杭
州
市
教
育
委
員
会
『
杭
州
教
育
志
』（
浙
江
教
育

出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
四
八
四
～
四
八
六
、
五
〇
四
～
五
〇
五

頁
。

（
（9
）  

許
炳
堃
「
浙
江
中
等
工
業
学
堂
創
辦
経
過
及
其
影
響
」。
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（
70
）  JA

C
A

R
 R

ef.B
0（（（0（（8（00

、B
0（（（0（（9（00

、

B0（（（0（（0800

、B0（（（0（（（（00

、
支
那
傭
聘
本
邦
人
人
名
表　

大
正
三
年
一
二
月
、
大
正
四
年
一
二
月
、
大
正
五
年
一
二
月
、
大

正
六
年
一
二
月
（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。JA

CA
R Ref.A

0（0（ 
7（（（（00

、
支
那
傭
聘
本
邦
人
人
名
表　

大
正
七
年
一
二
月
末
日

現
在
（
国
立
公
文
書
館
）。
永
瀬
久
七
は
、
一
九
〇
一
年
に
東
京

高
工
機
械
科
を
卒
業
し
、
上
海
の
永
莱
公
司
に
勤
務
し
て
い
た

（
堤
耘
作
『
昭
和
九
年
版　

日
本
技
術
家
総
覧
』［
日
刊
工
業
新
聞

社
、
一
九
三
四
年
］
三
三
九
頁
）。

（
7（
）  

『
国
立
浙
江
大
学
第
二
届
畢
業
紀
年
刊
』
一
〇
～
一
二
頁
。「
院

史
」『
国
立
浙
江
大
学
工
学
院
第
三
届
畢
業
紀
年
刊
』。

（
7（
）  

『
国
立
浙
江
大
学
第
二
届
畢
業
紀
年
刊
』
一
〇
～
一
二
頁
。「
院

史
」『
国
立
浙
江
大
学
工
学
院
第
三
届
畢
業
紀
年
刊
』。

（
7（
）  

許
炳
堃
「
浙
江
中
等
工
業
学
堂
創
辦
経
過
及
其
影
響
」。
杭
州

市
教
育
委
員
会
『
杭
州
教
育
志
』
一
五
六
～
一
五
七
頁
。

（
7（
）  

許
炳
堃
「
浙
江
中
等
工
業
学
堂
創
辦
経
過
及
其
影
響
」。

（
7（
）  

杭
州
市
檔
案
館
「
浙
江
省
立
中
等
工
業
学
校
和
機
織
伝
習
所
」

（
杭
州
市
檔
案
館
編
『
杭
州
市
絲
綢
業
資
料
』
一
九
九
六
年
［
た

だ
し
『
薪
伝
華
章
─
浙
江
工
業
大
学
溯
源
─
』
四
四
一
頁
に
よ
っ

た
］）。

（
7（
）  

許
炳
堃
「
浙
江
中
等
工
業
学
堂
創
辦
経
過
及
其
影
響
」。

（
77
）  

許
炳
堃
「
浙
江
中
等
工
業
学
堂
創
辦
経
過
及
其
影
響
」。

（
78
）  

徐
新
吾
主
編
『
近
代
江
南
糸
織
工
業
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
九
一
年
）
一
四
三
～
一
四
四
頁
。

（
79
）  JA

CA
R 

支
那
傭
聘
本
邦
人
人
名
表　

各
冊
。

（
80
）  

『
薪
伝
華
章
─
浙
江
工
業
大
学
溯
源
─
』
六
五
頁
。

（
8（
）  

徐
新
吾
主
編
『
近
代
江
南
糸
織
工
業
史
』
一
四
三
～
一
四
四
頁
。

JA
CA

R 

支
那
傭
聘
本
邦
人
人
名
表　

各
冊
。

（
8（
）  

徐
新
吾
主
編
『
近
代
江
南
糸
織
工
業
史
』
一
四
三
～
一
四
四
頁
。

（
8（
）  

徐
新
吾
主
編
『
近
代
江
南
糸
織
工
業
史
』
一
四
三
～
一
四
四
頁
。

JA
CA

R 

支
那
傭
聘
本
邦
人
人
名
表　

各
冊
。

（
8（
）  

杭
州
市
檔
案
館
「
浙
江
省
立
中
等
工
業
学
校
和
機
織
伝
習
所
」。

（
8（
）  

『
薪
伝
華
章
─
浙
江
工
業
大
学
溯
源
─
』
三
八
八
～
三
八
九
頁
。

『
中
国
工
程
人
名
録
』
三
九
九
～
四
〇
〇
頁
。

（
8（
）  

金
子
肇
『
近
代
中
国
の
中
央
と
地
方
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇

八
年
）
一
八
五
頁
。

（
87
）  

中
華
職
業
教
育
社
『
全
国
職
業
学
校
概
況
』（
商
務
印
書
館
、

一
九
三
四
年
［
張
研
、
孫
燕
京
主
編
『
民
国
史
料
叢
刊
』
一
〇
五

二
巻
、
大
象
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
に
よ
っ
た
］）
一
九
五
～
一

九
九
頁
。

（
88
）  

李
喜
所
主
編
『
中
国
留
学
通
史
』
晩
清
巻
（
広
東
教
育
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）
五
九
八
～
五
九
九
頁
。

（
89
）  

中
国
科
学
院
上
海
経
済
研
究
所
、
上
海
社
会
科
学
院
経
済
研
究

所
編
『
恒
豊
紗
廠
的
発
生
発
展
与
改
造
』（
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
五
八
年
）
一
六
～
二
一
頁
。

（
90
）  

恒
豊
紡
織
新
局
編
『
紡
織
技
師
手
冊
』（
恒
豊
紡
織
新
局
、
一

九
一
九
年
）
序
二
。

（
9（
）  
『
申
報
』
一
九
一
九
年
一
月
七
日
。

（
9（
）  
「
恒
豊
紡
織
廠
消
息
」（『
申
報
』
一
九
二
三
年
一
〇
月
二
八
日
）。

（
9（
）  

恒
豊
紡
編
『
紡
織
技
師
手
冊
』。
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（
9（
）  

『
恒
豊
紗
廠
的
発
生
発
展
与
改
造
』
二
～
三
章
。
同
書
編
集
委

員
会
『
中
国
近
代
紡
織
史
』
上
巻
（
中
国
紡
織
出
版
社
、
一
九
九

七
年
）
三
八
四
～
三
八
五
頁
。

（
9（
）  
「
恒
豊
紗
廠
同
人
之
宴
会
」（『
申
報
』
一
九
二
五
年
二
月
一
九

日
）。

（
9（
）  

富
澤
芳
亜
「『
満
州
事
変
』
前
後
の
中
国
紡
織
技
術
者
の
日
本

紡
織
業
認
識
」。

（
97
）  

「
立
合
同
統
益
線
轆
有
限
公
司
今
聘
定　

一
九
一
九
年
八
月
一

日
」
上
檔
Ｑ
一
九
四
─
一
─
八
八
。
そ
の
期
間
に
は
、
統
益
の
業

務
に
専
念
し
、
他
工
場
の
経
理
や
技
師
を
務
め
な
い
こ
と
も
契
約

に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
98
）  

李
寿
彤
「
告
今
之
紡
織
学
生
」（『
華
商
紗
廠
聯
合
会
季
刊
』
二

巻
一
期
、
一
九
二
〇
年
）。
汪
樹
磐
「
紗
廠
実
習
須
知
」（『
華
商

紗
廠
聯
合
会
季
刊
』
二
巻
一
期
、
一
九
二
〇
年
）。

（
99
）  

石
鳳
翔
『
石
鳳
翔
自
伝
』
私
家
版
、
一
九
六
七
年
。

（
（11
）  

李
寿
彤
「
告
今
之
紡
織
学
生
」。

（
（1（
）  

朱
仙
舫
「
今
後
紗
廠
応
用
之
覚
悟
」（『
華
商
紗
廠
聯
合
会
季

刊
』
一
巻
四
期
～
二
巻
一
期
、
一
九
二
〇
年
）。

（
（10
）  

厳
伝
棻
「
為
我
国
新
組
紡
織
廠
一
解　

其
二
」（『
華
商
紗
廠
聯

合
会
季
刊
』
二
巻
一
期
、
一
九
二
〇
年
）。

（
（10
）  

石
鳳
翔
『
石
鳳
翔
自
伝
』。

（
（10
）  

東
京
高
等
工
業
学
校
『
東
京
高
等
工
業
学
校
一
覧　

自
大
正
一

五
年
至
一
六
年
』
一
九
二
六
年
。

（
（10
）  

李
式
中
「
従
離
開
了
母
校
跑
進
工
廠
的
一
頁
紀
実
」（『
紡
織
之

友
』
一
期
、
一
九
三
一
年
）。

（
（10
）  

高
事
恒
「
従
母
校
説
到
社
会
」（『
紡
織
之
友
』
一
期
、
一
九
三

一
年
）。

（
（10
）  

陳
本
元
「
我
之
紗
廠
服
務
小
史
」（『
紡
織
之
友
』
一
期
、
一
九

三
一
年
）。

（
（10
）  

高
事
恒
「
従
母
校
説
到
社
会
」。

（
（10
）  

「
上
海
工
商
業
聯
合
会
一
九
五
八
年
会
員
代
表
登
記
表
（
呉
士

槐
）」
上
檔
Ｃ
四
八
─
二
─
一
九
九
〇
─
五
。

（
（（1
）  

厲
致
祥
「
内
外
棉
廠
実
習
記
」（『
華
商
紗
廠
聯
合
会
季
刊
』
一

巻
一
期
、
一
九
一
九
年
、『
華
商
紗
廠
聯
合
会
季
刊
』
一
巻
四
期
、

一
九
二
〇
年
）。

（
（（（
）  

張
燦
「
紡
織
人
員
養
成
之
我
見
」（『
紡
織
時
報
』
六
七
九
号
、

一
九
三
〇
年
三
月
一
七
日
）。

（
（（0
）  

『
中
国
科
学
技
術
専
家
伝
略　

紡
織
巻
一
』
二
六
〇
～
二
六
一

頁
。

（
（（0
）  

汪
振
声
「
中
国
工
業
学
生
之
現
在
及
将
来
」（『
申
報
』
一
九
二

一
年
四
月
二
八
日
、
五
月
一
日
）。
汪
振
声
（
一
八
八
三
～
一
九

四
五
）
は
、
早
稲
田
大
学
に
留
学
し
一
九
〇
九
年
に
法
学
士
を
取

得
、
金
融
界
に
進
み
、
一
九
二
〇
年
か
ら
は
中
国
銀
行
済
南
分
行

支
店
長
を
務
め
て
い
た
（
徐
友
春
主
編
『
民
国
人
物
大
辞
典
』

［
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
］
四
一
六
頁
）。

（
（（0
）  

『
申
報
』
一
九
一
九
年
一
月
七
日
。「
恒
豊
又
養
成
人
才
一
批
」

（『
紡
織
時
報
』
六
八
八
号
）
一
九
三
〇
年
四
月
一
七
日
。
李
寿
彤

「
告
今
之
紡
織
学
生
」。

（
（（0
）  
『
申
報
』
一
九
二
〇
年
二
月
二
七
～
三
月
四
日
。

（
（（0
）  

『
申
報
』
一
九
二
七
年
二
月
一
〇
～
一
八
日
。
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（
（（0
）  

「
申
新
紡
織
公
司
職
員
養
成
所
招
生
」（『
申
報
』
一
九
二
八
年

八
月
二
六
日
～
九
月
七
日
）。

（
（（0
）  
「
申
新
紡
織
總
公
司
職
員
養
成
所
第
二
屆
本
科
招
生
」（『
申

報
』
一
九
二
九
年
六
月
一
〇
日
～
六
月
二
九
日
）。

（
（（0
）  

「
申
新
紡
織
公
司
職
員
養
成
所
三
屆
招
生
」（『
申
報
』
一
九
三

〇
年
六
月
六
～
七
月
一
日
）。「
申
新
紡
織
公
司
職
員
養
成
所
四
屆

招
生
」（『
申
報
』
一
九
三
一
年
六
月
一
五
～
七
月
二
日
）。

（
（01
）  

文
部
科
学
省
「
学
制
百
年
史
」（http://w

w
w

.m
ext.go.jp/

b_m
enu/hakusho/htm

l/others/detail/（（（7（（（.htm

）

（
（0（
）  

阿
部
洋
『
中
国
近
代
学
校
史
研
究
─
清
末
に
お
け
る
近
代
学
校

制
度
の
成
立
過
程
─
』（
福
村
出
版
、
一
九
九
三
年
）
二
五
六
～

二
五
七
頁
。

（
（00
）  

廬
天
牧
「
紗
廠
宜
設
職
工
補
習
学
校
」（『
華
商
紗
廠
聯
合
会
季

刊
』
一
巻
一
期
、
一
九
一
九
年
）。

（
（00
）  

「
各
學
校
消
息
彙
紀
」（『
申
報
』
一
九
二
一
年
八
月
三
〇
日
）。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
恒
豊
紡
と
大
中
華
紡
の
有
志
の
一
万
元
の
募
金

に
よ
り
、
児
童
数
一
〇
〇
名
の
培
寒
義
務
小
学
校
が
上
海
に
設
立

さ
れ
て
い
た
。

（
（00
）  

江
蘇
省
地
方
志
編
纂
委
員
会
『
江
蘇
省
志
・
紡
織
工
業
志
』

（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
三
三
二
～
三
三
四
頁
。

（
と
み
ざ
わ
　
よ
し
あ
・
島
根
大
学
教
育
学
部
教
授
）


